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   議事日程第１号      第３回定例会 

   令和７年９月２日（火）  午前９時３０分開議 

 

   開  会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

 〃  ４ 行政報告 

      （１）市政の概況について 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて 

 〃  ７ 議第５２号 寒河江市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 〃  ８ 議案説明 

 〃  ９ 委員会付託 

 〃 １０ 質疑・討論・採決 

 〃 １１ 議第５３号 表彰について 

 〃 １２ 議案説明 

 〃 １３ 委員会付託 

 〃 １４ 質疑・討論・採決 

 〃 １５ 報告第 ９号 令和６年度寒河江市財政の健全化判断比率の報告について 

 〃 １６ 報告第１０号 令和６年度寒河江市公営企業の資金不足比率の報告について 

 〃 １７ 質疑 

 〃 １８ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 １９ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 ２０ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 ２１ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃 ２２ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃 ２３ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃 ２４ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 ２５ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 ２６ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 ２７ 議第５６号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 

 〃 ２８ 議第５７号 令和７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２９ 議第５８号 令和７年度寒河江市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 〃 ３０ 議第５９号 寒河江市議会議員及び寒河江市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す 
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            る条例の一部改正について 

日程第３１ 議第６０号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３２ 議第６１号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３３ 議第６２号 寒河江市水道給水条例及び寒河江市下水道条例の一部改正について 

 〃 ３４ 議第６３号 寒河江市水道企業職員及び下水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条 

            例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改 

            正について 

 〃 ３５ 議第６４号 財産（タブレット端末等）の取得について 

 〃 ３６ 議案説明 

 〃 ３７ 監査委員報告 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから令和７年第３回寒河江市議会定

例会を開会いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  なお、報道機関より本定例会における写真撮

影及び録音の申出があり、議長においてこれを

許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

 

会議録署名議員指名 

 

○柏倉信一議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、４番児玉 崇議員、９番渡

邉賢一議員、14番沖津一博議員を指名いたしま

す。 

 

会 期 決 定 

 

○柏倉信一議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。荒

木議会運営委員長。 

   〔荒木春吉議会運営委員長 登壇〕 

○荒木春吉議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の結果について

御報告申し上げます。 

  本日招集になりました令和７年第３回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る８月

28日、委員６名全員出席並びに関係者出席の下、

議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 
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  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数などを勘案し、本日から９月24

日までの23日間と決定いたしました。その間の

会議等につきましては、示しております第３回

定例会日程表のとおり決定いたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から９月24日までの23日

間と決定いたしました。 

 

第３回定例会日程                        令和７年９月２日（火）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

９月 ２日(火) 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指

名、会期決定、諸般の報

告、行政報告、質疑、人権

擁護委員候補者推薦、固定

資産評価審査委員選任議案

上程、同説明、委員会付

託、質疑・討論・採決、表

彰議案上程、同説明、委員

会付託、質疑・討論・採

決、報告、質疑、議案上

程、同説明、監査委員報告 

議   場 

９月 ３日(水) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ４日(木) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ５日(金) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

９月 ６日(土) 休               会 

９月 ７日(日) 休               会 

９月 ８日(月) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

９月 ９日(火) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

９月１０日(水) 

午前９時３０分 本  会  議 

質疑、決算特別委員会設

置、予算特別委員会設置、

委員会付託 

議   場 

本 会 議 休 憩 中 決算特別委員会 

開会、正副委員長の互選、

議案説明、質疑、分科会分

担付託 

議   場 

決算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

決算特別委員会正副委員長

の互選結果報告 
議   場 

本 会 議 終 了 後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 2 会議室 
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９月１１日(木) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 2 会議室 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 4 会議室 

９月１２日(金) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 2 会議室 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 4 会議室 

９月１３日(土) 休               会 

９月１４日(日) 休               会 

９月１５日(月) 休               会 

９月１６日(火) 午前９時３０分 
厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議   会 

第 4 会議室 

９月１７日(水) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月１８日(木) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月１９日(金) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月２０日(土) 休               会 

９月２１日(日) 休               会 

９月２２日(月) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

９月２３日(火) 休               会 

９月２４日(水) 

午前９時３０分 決算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

決算特別委員会 

終  了  後 
予算特別委員会 

分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、閉会 
議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告については、お示

ししております文書によって御了承願います。 

 

行 政 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について市長から報告を求

めます。齋藤市長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 おはようございます。 

  令和７年第３回寒河江市議会定例会の開会に

当たりまして、第２回定例会以降、今定例会ま

での主な市政の概況について御報告申し上げま

す。 

  初めに、今年のさくらんぼの作柄状況につい

て申し上げます。 

  県の発表によると、開花期間中に強風、降雨、

低温の日が多かった影響で訪花昆虫の活動が鈍

く、佐藤錦については結実数が少ない園地が多
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くありました。一方で、紅秀峰ややまがた紅王

は満開期の天候に恵まれ全般的に結実は良好と

なりました。収穫期においては６月からの高温

により、佐藤錦の成熟が進み満開期から収穫最

盛期までの日数が平年より５日ほど短くなった

ことや、紅秀峰を中心に双子果や着色不良によ

る出荷ロスが発生したことから、県全体の収穫

量は、予想収量を下回り、前年対比99％、平年

対比67%の8,500トン程度と見込まれております。 

  なお、さがえ西村山農協の販売実績につきま

しては、９月11日に開催されるさくらんぼ生産

販売検討会にて詳細が報告される予定であると

伺っております。 

  一方、さくらんぼのＰＲ活動につきましては、

６月のさがえさくらんぼ月間の期間中、さがえ

さくらんぼFestivalの中で、やまがたフルーツ

150周年を記念した第35回全国さくらんぼの種

吹きとばし大会やチェリンとあそぼう！2025が

開催されたほか、スポーツイベントとしてツー

ル・ド・さくらんぼやさくらんぼウォーク等、

初夏の寒河江を舞台に豊かな自然や地元の味覚

などを体感していただいたことにより、本市の

ＰＲに結びついたものと考えております。 

  今年度のさくらんぼ観光果樹園の入り込み状

況については、主力品種である佐藤錦の予想収

穫量が平年より少ない見込みと報道されたこと

や、少ない見込みを考慮し、ツアーや団体の事

前受付を早期に終了したこともあり、今年度の

来園者は前年対比で64.9％と大幅に減少しまし

た。温暖化の進行により、さくらんぼの栽培環

境は厳しさを増しておりますが、安定した生産

が図られるよう対策が必要であると考えおりま

す。 

  次に、空き家及び古民家の活用推進に関する

包括的連携協定についてですが、一般社団法人

全国古民家再生協会山形第一支部より、本市に

存在する空き家や日本の伝統的な工法で建てら

れた古民家の利活用及び再生等について連携し

て取り組み、地域コミュニティーの維持や移住

定住の促進に協力したいとの申出があり、６月

25日に空き家及び古民家の活用推進に関する包

括的連携協定を締結いたしました。 

  これにより、市内にある空き家及び古民家の

再生や活用、また、移住定住の促進や地域活性

化につながるとともに、築50年以上の建物の歴

史文化を次世代に引き継ぎ、持続可能なまちづ

くりの一翼となるものと期待しているところで

あります。 

  次に、国・県に対する重要事業要望について

ですが、去る７月８日、令和８年度寒河江市重

要事業要望書を柏倉議長と共に吉村県知事に対

し提出いたしました。全49件の要望項目のうち、

３項目について当日知事より回答をいただいて

おります。 

  １つ目は「山形県立こども医療養育センター

の診療体制並びに児童発達早期コンサルティン

グ事業の拡充について」であります。知事から

は「県立こども医療療育センターは発達障がい

を診断できるドクターが限られており、県とし

ても医療に関する人材不足について危機感を持

っている。発達障がい児の早期支援は重要と考

えているが、診療体制の充実は中長期的な視点

での対策が必要となるため、県公認心理師・臨

床心理士協会との連携を密にし、児童発達早期

コンサルティング事業の拡充を図っていき、発

達障がい児の早期発見、早期支援に努めていき

たい」との回答をいただきました。 

  ２つ目の「土砂災害防止対策の推進につい

て」は、知事からは「やまがた水害・土砂災害

対策中期計画に基づき、人家が集中する場所や

要配慮者利用施設があるなど重要な施設が含ま

れる場所など優先度が高いところから、順次、

砂防堰堤等の整備を進めており、要望箇所につ

いては、今後斜面の状況や保全対象を確認し、

西村山管内で現在事業中の箇所の進捗状況を踏

まえながら、事業の必要性を含めて事業を行う
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か決定する。今回指定された区域のハザードマ

ップへの記載や土砂災害警戒避難体制の整備な

ど協力をお願いする」との回答をいただきまし

た。 

  ３つ目は「新中学校整備のための山形県立寒

河江高等学校グラウンド譲渡について」であり

ます。知事からは「県としても整備事業が円滑

に進むように寒河江市教育委員会と譲渡に向け

て前向きな協議を行っていく。寒河江高校での

教育環境や部活動への影響も考慮し、譲渡に伴

う代替措置として寒河江市野球場と陸上競技場

の再整備についても、寒河江高校での教育に支

障がないよう十分な対策を講じていただくよう

お願いしたい」との回答をいただきました。 

  今後も各要望項目の実現に向けて積極的に取

り組んでまいりたいと考えております。 

  次に、西村山地域の医療提供体制についてで

すが、去る７月10日に開催された山形県立河北

病院及び寒河江市立病院の統合再編・新病院整

備に関する協議会第２回協議会において、新病

院の建設予定地及び新病院運営母体の構成自治

体が決定されました。 

  引き続き各部会や新たに設置されたワーキン

ググループでの検討を重ね、運営委員会や関係

者との意見交換、パブリックコメントを経なが

ら、年度内に協議会において基本計画を決定し

てまいります。 

  次に、台湾でのトップセールスについてです

が、７月14日から17日までの日程において、台

湾における観光誘客を図るため、県知事を団長

とし、酒田市長、鶴岡市副市長並びに観光関係

団体等によるトップセールスに参加してまいり

ました。現地では、旅行会社や航空会社に対し

て、本市、本県の観光の魅力をＰＲしながら、

観光誘客の促進に向けて働きかけを行うととも

に、台湾観光庁や台湾観光協会を訪問し、台湾

との相互交流について意見交換を行ってまいり

ました。このたびのトップセールスを生かし、

台湾との相互交流やインバウンド、アウトバウ

ンドの推進につなげてまいりたいと考えており

ます。 

  また、期間中、昨年、友好交流協定を締結し

た斗南鎮を表敬訪問しました。斗南鎮長、斗南

鎮議会議長、副議長、斗南ロータリークラブ会

長、副会長と面会し、商工業をはじめとする幅

広い分野での相互交流について懇談を行い、友

好関係を深めてまいりました。 

  次に、寒河江市物価高騰対応支援給付金事業

についてですが、物価高騰等に伴い、家計への

影響が大きい住民税非課税の世帯を対象として

給付金を支援する事業は、昨年度からの継続事

業となっております。 

  ２月28日から対象世帯に確認書類を発送し、

７月31日に受付終了となっておりますが、８月

28日現在では非課税世帯2,495世帯に１世帯当

たり３万円を支給しております。このうち18歳

以下の児童への子ども加算給付は、126世帯204

人、１人当たり２万円を支給しております。 

  また、昨年度、定額減税し切れない方へ調整

給付金を支給する定額減税補足給付金事業を実

施しましたが、今般、令和６年分の所得税額等

が確定したため、本来給付すべき額が調整給付

金を上回り、不足額が生じた方に不足額を給付

することとしております。８月20日から対象者

に順次お知らせ等を送付しており、申請期限を

10月31日とし、年内の支給完了を予定しており

ます。 

  次に、景気・雇用情勢についてですが、７月

25日に発表された日本銀行山形事務所の山形県

金融経済概況では、「山形県の景気は、一部に

弱めの動きが見られるものの、持ち直してい

る」となっております。 

  山形労働局発表の７月の県内有効求人倍率は、

原数値で1.25倍、ハローワークさがえ管内では

0.91倍、寒河江市内に限りますと1.06倍であり

ます。また、正社員に係る有効求人倍率は、全
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国平均が1.00倍、県平均が1.13倍、寒河江市は

1.15倍であります。 

  県内の雇用情勢は、「持ち直しの動きに足踏

みが見られる。今後とも物価高騰等が雇用に与

える影響に留意する必要がある」とされており

ます。 

  今後も関係機関と連携を図りながら、社会経

済情勢の変化に的確に対応した効果的な景気・

雇用対策を推進してまいります。 

  次に、今年の米の作柄状況についてですが、

県の調査によると、はえぬきの出穂日は７月29

日で平年より３日早く、つや姫の出穂日も８月

４日と平年より３日早くなっており、特に中生

品種のはえぬきでは、出穂後も高温で経過して

いることから、登熟は早まり、収穫期は平年よ

り１週間程度早まる見込みとなっております。 

  １平方メートル当たり穂数は平年と比較して

少ない状況ですが、適切な水管理や適期内収穫

等、関係機関と連携し高品質米生産に向けて取

り組んでおります。 

  また、６月、７月が高温少雨で経過したこと

に伴い、農業用水の不足による水稲の土壌乾燥

や亀裂の発生、果実の肥大停滞等の影響が見受

けられたことから、被害が拡大しないよう、関

係機関と連携し計画配水等の対応を行ったとこ

ろであります。 

  最後に、熱中症対策について申し上げます。 

  本市に最も近い気象庁の左沢観測所のデータ

によりますと、今年は、８月末現在、最高気温

30度以上の真夏日が46日間、35度以上の猛暑日

が20日間あり、山形県に発表された熱中症警戒

アラートの回数は13回となっております。 

  また、本市の今年の熱中症による救急搬送状

況ですが、西村山広域行政事務組合消防本部に

よりますと、８月28日現在、34人で、男性が19

人、女性が15人であります。年齢区分は、18歳

未満の少年が２人、65歳未満の成人が11人、65

歳以上の高齢者が21人であり、高齢者の占める

割合は全体の約61.8％となっております。症状

程度は、重症が２人、中等症が７人、軽症が25

人となっております。 

  引き続き、暑いときは外出を控え、エアコン

等を使用し涼しい環境にて過ごすことや、小ま

めな休憩、水分・塩分補給など熱中症対策の徹

底と、クーリングシェルターの利用を呼びかけ

てまいります。 

  以上、６月定例会以降の主な市政の概況を申

し上げましたが、今後とも議員各位の御理解と

御協力を賜りながら市政運営に努めてまいりま

すので、よろしくお願いを申し上げる次第であ

ります。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いいたします。 

  ただいまの行政報告について質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

人権擁護委員の候補者の推薦に 

関し意見を求めることについて 

 

○柏倉信一議長 日程第６、人権擁護委員の候補

者の推薦に関し意見を求めることについてを議

題といたします。 

  本件については、お示ししております文書の

とおり、委員候補者２名の推薦について、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により、市長よ

り意見を求められております。 

  お諮りいたします。 

  これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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  御異議なしと認めます。 

  よって、人権擁護委員の候補者の推薦につい

ては、市長の諮問のとおり同意することに決し

ました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第７、議第52号寒河江市固

定資産評価審査委員会委員の選任についてを議

題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第８、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。齋藤市

長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 議第52号寒河江市固定資産評価

審査委員会委員の選任についてを御説明申し上

げます。 

  固定資産評価審査委員会委員のうち、木村二

男委員の任期満了に伴い、引き続き同氏を選任

いたしたく御提案するものでございます。御同

意くださいますようよろしくお願い申し上げま

す。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第９、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第52号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第10、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第52号に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第52号寒河江市固定資産評価審査

委員会委員の選任についてを採決いたします。 

  ただいま議題となっております議第52号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第52号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第11、議第53号表彰につい

てを議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第12、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。齋藤市

長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 議第53号表彰についてを御説明

申し上げます。 

  本市の興隆発展に寄与し、市政に功労のある

方について表彰を行うため、本市表彰条例に基

づき議会の同意を得ようとするものでございま
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す。 

  佐藤洋樹氏は、平成21年１月、寒河江市長に

就任して以来、令和７年１月まで４期16年の長

きにわたり在職し、子供からお年寄りまで、元

気に安心して暮らせる笑顔があふれるまちの実

現に尽力され、寒河江市勢の振興発展と地方自

治の推進に多大なる貢献をされました。あわせ

て、西村山広域行政事務組合理事長をはじめと

する多数の要職を歴任され、消防、環境衛生、

社会福祉、農業等の分野においても優れた指導

力を発揮し、広域的な行政の推進においても多

大なる功績を残されました。これらの市政発展

に尽くされた功績は誠に大きなものがございま

す。 

  最上 公氏は、平成27年から10年間、寒河江

市芸術文化協議会会長を務められ、本市の芸術

文化団体を育成するとともに、令和５年度には

山形県民芸術祭を26年ぶりに本市会場で開催し、

広く県民に郷土の芸術文化の魅力を広め、本市

芸術文化の振興に多大なる貢献をされました。

あわせて、本市の社会教育委員及び中央公民館

運営審議会委員も長年務められ、広く本市教育

の進展に寄与され、市政発展に尽くされた功績

は誠に大きなものがございます。 

  伊藤 力氏は、昭和58年に寒河江市消防団に

入団し、平成27年に寒河江市消防団の推薦を受

けて団長に就任され、卓越した指導力と統率力

を発揮し、団員の地位向上及び処遇改善、消防

施設の充実強化並びに消防車両等の増強に尽力

され、常に消防団の先頭に立って地域防災活動

及び消防団の発展に多大なる貢献をされました。

令和７年３月に退団されるまで、42年の長きに

わたり消防団員として消防活動に従事され、そ

のうち16年間は副団長、団長としてその重責を

担い、消防力の強化、安全安心な地域環境の確

保に貢献され、市政発展に尽くされた功績は誠

に大きなものがございます。 

  それぞれの御功績、経歴等の詳細については、

別紙資料のとおりでございます。 

  また、この件につきましては、去る８月８日

開催の市表彰審査委員会において審査の結果、

全会一致をもって表彰をすることが適当である

旨、御報告をいただきましたので、今回御提案

申し上げるものであります。御同意くださるよ

うよろしくお願い申し上げます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第13、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第53号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第14、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第53号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第53号表彰についてを採決いたし

ます。 

  ただいま議題となっております議第53号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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  御異議なしと認めます。 

  よって、議第53号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

報     告 

 

○柏倉信一議長 日程第15、報告第９号令和６年

度寒河江市財政の健全化判断比率の報告につい

て及び日程第16、報告第10号令和６年度寒河江

市公営企業の資金不足比率の報告についての２

案件を一括議題といたします。 

  市長から報告を求めます。齋藤市長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 初めに、報告第９号令和６年度

寒河江市財政の健全化判断比率の報告について

を御説明申し上げます。 

  財政の健全化判断比率を各会計及び関連団体

の決算等に基づき算定した結果、実質赤字比率

及び連結実質赤字比率は発生せず、実質公債費

比率は7.5％、将来負担比率はゼロを下回り、

発生しないこととなったものでございます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

３条第１項の規定により御報告申し上げるもの

でございます。 

  次に、報告第10号令和６年度寒河江市公営企

業の資金不足比率の報告についてを御説明申し

上げます。 

  資金不足比率を３つの事業会計の決算等に基

づき算定した結果、いずれの事業会計も資金不

足比率は発生しないものでございます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

22条第１項の規定により御報告申し上げるもの

でございます。 

  以上でございます。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第17、これより質疑に入り

ます。 

  初めに、報告第９号令和６年度寒河江市財政

の健全化判断比率の報告についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、報告第10号令和６年度寒河江市公営企

業の資金不足比率の報告についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第18、認第１号令和６年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について

から、日程第35、議第64号財産（タブレット端

末等）の取得についてまでの18案件を一括議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第36、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。齋藤市

長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 初めに、決算の認定について御

説明を申し上げます。 

  令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算及

び５件の特別会計歳入歳出決算について、地方

自治法の定めるところにより、監査委員の意見

をつけて議会の認定に付するものでございます。 

  まず、認第１号令和６年度寒河江市一般会計

歳入歳出決算の認定についてを御説明申し上げ

ます。 

  歳入決算額は257億8,109万3,897円、歳出決

算額は246億1,444万2,901円でございます。形

式収支は11億6,665万996円で、繰越明許費に係

る繰越しすべき一般財源が１億5,290万9,353円



 - 18 - 

ですので、実質収支が10億1,374万1,643円の黒

字決算であります。 

  剰余金の処分につきましては、地方自治法及

び財政調整基金条例の規定に基づき、財政調整

基金に５億1,000万円を積み立て、残る５億374

万1,643円は翌年度に繰越しをしたところでご

ざいます。 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを御

説明申し上げます。 

  歳入決算額は40億7,595万3,366円、歳出決算

額は40億414万7,342円で、歳入歳出差引き残額

7,180万6,024円は翌年度に繰越しをいたしまし

た。 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

御説明申し上げます。 

  歳入決算額は６億3,789万8,890円、歳出決算

額は６億2,320万1,108円で、歳入歳出差引き残

額1,469万7,782円は翌年度に繰越しをいたしま

した。 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを御説明

申し上げます。 

  歳入決算額は45億8,900万5,545円、歳出決算

額は45億2,255万1,451円で、歳入歳出差引き残

額6,645万4,094円は翌年度に繰越しをいたしま

した。 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを御説明申し上げます。 

  歳入決算額は2,571万9,832円、歳出決算額は

2,170万5,117円で、歳入歳出差引き残額401万

4,715円は翌年度に繰越しをいたしました。 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてを御説明申し上げます。 

  歳入決算額は68万2,541円、歳出決算額は44

万3,150円で、歳入歳出差引き残額23万9,391円

は翌年度に繰越しをいたしました。 

  次に、認第７号令和６年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてを御説明申し上げま

す。 

  地方公営企業法の定めるところにより、議会

の認定に付するものでございます。 

  初めに、収益的収入及び支出について申し上

げます。 

  収入は20億521万5,940円、支出は20億3,627

万415円であります。その結果、純損失は4,972

万371円となりました。 

  次に、資本的収入及び支出について申し上げ

ます。 

  収入は１億8,135万円、支出は２億2,490万

4,764円であります。資本的収入額が資本的支

出額に対して不足する額は4,355万4,764円とな

りますが、これについては損益勘定留保資金等

で補塡いたしました。 

  欠損金については、剰余金計算書及び欠損金

処理計算書に記載のとおり、当年度までの未処

理欠損金9,553万4,350円を翌年度に繰越ししよ

うとするものであります。 

  その他の詳細については、別冊資料のとおり

であります。 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを御説

明申し上げます。 

  地方公営企業法の定めるところにより、議会

の議決を求めるとともに議会の認定に付するも

のでございます。 

  初めに、利益の処分について御説明申し上げ

ます。 

  令和６年度寒河江市水道事業会計において生

じました未処分利益剰余金１億267万127円のう

ち、4,500万円を建設改良積立金に積み立てる

ものでございます。 

  続きまして、決算について申し上げます。 
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  初めに、収益的収入及び支出から申し上げま

す。 

  収入は10億8,202万8,474円、支出は９億

8,968万625円であります。その結果、純利益は

4,526万4,722円となりました。 

  次に、資本的収入及び支出について申し上げ

ます。 

  収入は１億2,824万9,401円、支出は６億

1,895万8,314円であります。資本的収入額が資

本的支出額に対して不足する額４億9,070万

8,913円については、損益勘定留保資金等で補

塡いたしました。 

  利益処分後の剰余金については、剰余金処分

計算書案に記載のとおり5,767万127円を翌年度

に繰越ししようとするものでございます。 

  その他詳細については、別冊資料のとおりで

あります。 

  次に、議第55号令和６年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてを御

説明申し上げます。 

  地方公営企業法の定めるところにより、議会

の議決を求めるとともに議会の認定に付するも

のでございます。 

  初めに、利益の処分について御説明申し上げ

ます。 

  令和６年度寒河江市下水道事業会計において

生じました未処分利益剰余金１億5,794万3,653

円のうち、6,798万1,825円を減債積立金に、

2,383万1,960円を建設改良積立金に積み立て、

6,581万3,785円を資本金へ組み入れようとする

ものであります。 

  続きまして、決算について申し上げます。 

  初めに、収益的収入及び支出から申し上げま

す。 

  収入は15億6,662万5,376円、支出は14億

5,066万7,557円であります。その結果、純利益

は9,189万7,076円となりました。 

  次に、資本的収入及び支出について申し上げ

ます。 

  収入は４億2,244万7,553円、支出は９億

7,536万2,989円であります。資本的収入額が資

本的支出額に対して不足する額５億5,291万

5,436円については、損益勘定留保資金及び減

債積立金等で補塡いたしました。 

  利益処分後の剰余金につきましては、剰余金

処分計算書案に記載のとおり31万6,083円を翌

年度に繰越ししようとするものでございます。 

  その他詳細については、別冊資料のとおりで

あります。 

  次に、議第56号令和７年度寒河江市一般会計

補正予算（第４号）について御説明申し上げま

す。 

  このたびの補正予算は、ふるさと納税に係る

寄附金の増加による基金管理事業費の追加等を

行うものです。 

  その結果、歳入歳出それぞれ11億7,550万

9,000円を追加し、予算総額を249億6,109万

2,000円とするものです。 

  次に、議第57号令和７年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第１号）について御説明申

し上げます。 

  このたびの補正予算は、前年度決算等に伴う

介護保険給付費準備基金積立金及び償還金を追

加するものです。 

  その結果、9,815万5,000円の追加となり、予

算総額を歳入歳出それぞれ46億2,068万5,000円

とするものです。 

  次に、議第58号令和７年度寒河江市下水道事

業会計補正予算（第１号）について御説明申し

上げます。 

  このたびの補正予算は、寒河江浄化センター

の建設工事委託事業について債務負担行為を設

定するものであります。 

  次に、議第59号寒河江市議会議員及び寒河江

市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部改正についてを御説明申し上げま
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す。 

  公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運

動における公費負担に係る限度額の引上げにつ

いて、所要の改正をしようとするものでありま

す。 

  次に、議第60号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正についてを御説明

申し上げます。 

  育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行

う労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴い、

子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するため

の措置として、仕事と育児の両立支援制度に関

する周知の強化等を行うため、所要の改正をし

ようとするものであります。 

  次に、議第61号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてを御説明申し上

げます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部

改正に伴い、部分休業の承認、期間、時間等を

定めるため、所要の改正をしようとするもので

あります。 

  次に、議第62号寒河江市水道給水条例及び寒

河江市下水道条例の一部改正についてを御説明

申し上げます。 

  災害時に給排水設備等の早期復旧を図るため、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第63号寒河江市水道企業職員及び下

水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条

例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及

び基準に関する条例の一部改正についてを御説

明申し上げます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部

改正に伴い、所要の改正をしようとするもので

あります。 

  次に、議第64号財産（タブレット端末等）の

取得についてを御説明申し上げます。 

  小中学校で使用する本財産の取得に当たり、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第３条の規定により、議会の

議決を得ようとするものであります。 

  以上、18案件について御提案申し上げました

が、よろしく御審議の上、御可決くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

監 査 委 員 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第37、監査委員報告であり

ます。 

  監査委員から審査結果の報告を求めます。大

沼代表監査委員。 

   〔大沼 勇監査委員 登壇〕 

○大沼 勇監査委員 おはようございます。 

  監査委員を代表いたしまして私から、令和６

年度寒河江市一般会計及び各特別会計並びに公

営企業会計、合わせて９会計の歳入歳出決算審

査結果の概要につきまして御報告申し上げます。 

  初めに、一般会計及び各特別会計歳入歳出に

係る決算審査結果について申し上げます。 

  お手元の一般会計特別会計歳入歳出決算審査

意見書の１ページを御覧ください。 

  第１、審査の概要でありますが、１の審査の

対象は、令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出

決算、特別会計については寒河江市国民健康保

険特別会計歳入歳出決算から寒河江市財産区特

別会計歳入歳出決算までの５特別会計で、審査

の期間、審査の方法は記載のとおりでございま

す。 

  次に、第２、審査の結果でありますが、審査

に付されました各会計の決算及び附属書類は関

係法令に従って作成されており、また、計数的

に正確であり、予算の執行についてもおおむね

適正であると認められました。 

  なお、審査結果の概要につきましては、むす

びの決算額、財政分析、市税等の収納状況など

を中心に御説明申し上げます。 

  47ページを御覧ください。 
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  初めに、（１）概況①の一般会計及び特別会

計歳入歳出決算全般につきまして御説明申し上

げます。 

  令和６年度の一般会計及び各特別会計の純計

決算の総額は、歳入340億2,610万9,000円、歳

出327億224万6,000円で、差引き13億2,386万

3,000円の黒字決算となっております。 

  この中から翌年度に繰り越すべき財源を差し

引いた実質収支額は11億7,095万4,000円となり、

さらに前年度の実質収支額を差し引いた単年度

収支額は１億2,919万1,000円の赤字となってお

ります。 

  このうち一般会計の決算総額は、歳入257億

8,109万4,000円、歳出246億1,444万3,000円で、

差引き11億6,665万1,000円の黒字決算となって

おります。 

  この中から翌年度に繰り越すべき財源１億

5,290万9,000円を差し引いた10億1,374万2,000

円が実質収支額となり、地方自治法の規定によ

り財政調整基金に５億1,000万円を編入し、残

り５億374万2,000円は翌年度に繰り越されてお

ります。 

  また、特別会計の決算総額は、歳入93億

2,926万円、歳出91億7,204万8,000円で、差引

き１億5,721万2,000円の黒字決算となっており

ます。 

  次に、②一般会計に係る財源につきましては、

自主財源が歳入全体の50.9％を占めており、金

額ベースでは前年度に比べ4.1％増加しており

ます。このうち、市税は財源全体の19.9％、48

ページ７行目、寄附金は財源全体の14.4％を占

めておりますが、寄附金につきましては、ふる

さと納税の増加により、前年度に比べ12.7％の

増加となっております。 

  依存財源につきましては、歳入の49.1％を占

めており、金額ベースでは前年度に比べ1.3％

減少しております。これは、市債が34.2％、国

庫支出金が9.7％、それぞれ減となったことな

どによるものです。 

  次に、49ページ、（２）の財政指標等に基づ

く財政分析でありますが、財政力指数は0.526

で、前年度と同様となっており、経常収支比率

は90.3％で、前年度に比べ2.6ポイント上昇し

ております。 

  実質公債費比率は7.5％で、前年度に比べ0.3

ポイント低下しております。 

  市債残高一般会計分は149億9,677万3,000円

で、前年度に比べ５億7,485万9,000円減少して

おります。 

  次に、（３）市税等の収納状況についてであ

りますが、市税は収納率95.9％で、前年度と同

様となっております。これは、従来の口座振替

納付、スマートフォン決済アプリによる納付、

コンビニエンスストア納付に加え、地方税統一

二次元コードを用いた仕組みを導入し、クレジ

ットカードによる納付を可能にするなど、納付

手段の多様化、拡充に努めており、これらの多

様な取組により高い収納率を維持しております。 

  また、市税以外の主な収納状況でありますが、

国民健康保険税は収納率77.1％で、前年度に比

べ0.5ポイント、介護保険料は99.3％で、前年

度に比べ0.1ポイント、それぞれ上昇しており

ます。 

  次に、（４）の未収金対策につきましては、

税務部門による滞納管理強化のほか、市営住宅

使用料未納者への納入計画の作成など各種対策

を継続したことにより、長期未納者から納付が

なされるなど、対策が功を奏しております。公

金の収入未済額解消は、公費負担の公平、公正

の観点や一般財源確保の上でも重要であり、さ

らなる収納率の向上に向け、工夫と努力を講じ

られることを期待するものです。 

  次に、50ページ、（５）の今後の財政運営等

についてでありますが、今後の地域経済は、緩

やかな回復は見られるものの、物価上昇の影響

は続いており、引き続き厳しい状況が見込まれ
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ます。一方、超高齢社会の進展や核家族化、急

速な人口減少など、社会構造は大きく変化して

きており、加えて、近年、自然災害が激甚化・

頻発化するなど、行財政を取り巻く環境は厳し

さを増しております。 

  こうした状況に迅速かつ的確に対応するため、

市では、人口減少対策、防災・減災・感染症予

防対策、教育環境の充実を３本の柱に掲げる新

第６次寒河江市振興計画の着実な推進に取り組

んでおり、令和７年度は新第６次寒河江市振興

計画の最終年度となり、次期計画の策定年度と

もなりますが、基本計画に掲げられた目標、指

標の実現のため、毎年度検証及び見直しが行わ

れている行動計画に基づいて各種事業に積極的

に取り組み、市政発展と市民福祉の一層の向上

が図られるよう要望いたします。 

  次に、公営企業会計決算審査結果について申

し上げます。 

  お手元の寒河江市公営企業会計決算審査意見

書の１ページを御覧ください。 

  第１、審査の概要でありますが、１の審査の

対象は令和６年度寒河江市立病院事業会計決算、

令和６年度寒河江市水道事業会計決算及び令和

６年度寒河江市下水道事業会計決算であります。

審査の期間、審査の方法は記載のとおりでござ

います。 

  第２、審査の結果でありますが、審査に付さ

れました決算報告書及び財務諸表は、地方公営

企業関係法令及び各事業の会計規程等に準拠し

て作成され、経営成績及び財務状態を適正に表

示しており、決算計数も誤りがなく、予算の執

行についても適正であると認められました。 

  なお、各事業の業務状況、予算執行状況と経

営成績及び財務状態を分析した結果は意見書に

記載のとおりでありますが、その概要について

御説明申し上げます。 

  初めに、市立病院事業会計について御説明申

し上げます。 

  13ページ、４、むすびを御覧ください。 

  （１）概況につきましては、入院診療体制は

全体98床で運営され、令和６年３月に策定した

寒河江市立病院経営強化プランに沿って経営強

化に取り組むとともに、引き続き地域住民の診

療や救急医療の提供を行い、持続可能な地域密

着型病院運営を推進し、老朽化した施設や医療

機器の整備を計画的に行っております。 

  （２）患者数の状況につきましては、入院患

者は年間延べ３万881人で、前年度に比べ950人、

3.2％、外来患者は延べ５万1,297人で、前年度

に比べ501人、1.0％、それぞれ増加しておりま

す。 

  （３）の経営状況につきましては、①病院事

業収益は20億369万3,000円で、前年度に比べ

4,453万8,000円、2.3％の増加となっておりま

す。このうち医業収益は前年度に比べ6,080万

9,000円、3.8％増加しております。入院、外来

ともに年間延べ患者数は増加しており、入院収

益が3,955万円、3.8％、外来収益が2,290万

2,000円、5.6％、それぞれ増加しております。 

  一方、医業外収益は前年度に比べ1,627万

1,000円、4.4％減少しております。これは、一

般会計繰入金を含む他会計負担金が1,796万

4,000円、66.1％、他会計補助金が1,250万円、

4.4％、それぞれ増加したものの、新型コロナ

ウイルス感染症患者入院病床確保対策等の補助

金が4,068万円、96.7％減少したことなどによ

るものです。 

  14ページ、②病院事業費用は20億5,341万

4,000円で、前年度に比べ4,879万3,000円、

2.4％の増加となっております。このうち医業

費用は前年度に比べ4,789万円、2.5％の増加と

なっております。 

  この結果、病院事業損益につきましては、経

常収益20億369万3,000円に対し、経常費用20億

5,341万4,000円で、差引き4,972万円の経常損

失となりました。 



 - 23 - 

  当年度は特別利益及び特別損失ともになく、

純損失は経常損失と同額の4,972万円となって

おります。 

  当年度未処理欠損金は、前年度からの繰越欠

損金4,581万4,000円に当年度純損失額4,972万

円を加え9,553万4,000円となっております。 

  次に、（４）の経営指標等につきましては、

医業収支比率は82.7％、病床利用率は86.3％で、

前年度に比べ1.0ポイント、2.9ポイント、それ

ぞれ上昇しております。これは、入院及び外来

の患者数が増加したことに加え、令和６年６月

の診療報酬改定による診療収入の増などによる

ものであります。 

  医業費用につきましては、給与費の増加や物

価上昇による材料費や経費の増がありましたが、

材料費については使用材料を見直すなどの対策

により増額を抑えており、費用は増加しており

ますが、経費削減に努めております。 

  経営強化プラン数値目標における目標値と令

和６年度実績を比較しますと、15ページの表の

とおり、医業収支比率、入院及び外来の１日当

たり患者数は目標値を下回っておりますが、地

域の医療機関との連携を示す紹介率、逆紹介率

につきましては、紹介率はプラン目標値を5.8

ポイント上回ったほか、逆紹介率は、プラン目

標にはありませんが、前年度に比べ2.7ポイン

トアップしており、開業医をはじめ関係医療機

関との連携強化が図られております。 

  次に、16ページ、（６）の一般会計からの繰

入金につきましては、収益的収入及び資本的収

入合わせて４億9,000万円で、前年度に比べ

3,000万円増加しておりますが、繰入基準外の

繰入れは前年度と同様ゼロ円となっております。

繰入れにつきましては、経営強化プランにおい

て、一般会計からの繰入金を繰入基準内にとど

め、経常黒字化を目標としております。今後、

経営強化プランの着実な推進を図り、目標が達

成されるような経営強化を期待するものです。 

  次に、（７）の今後の病院運営等について申

し上げます。 

  令和６年度の病院経営は、前年度に比べ医業

収益が増収となりました。病院では、診療報酬

の改定の際に加算見直しなどを行い、診療収入

増を図っております。また、物価上昇や人件費

増加の中で経費削減に努めており、一般会計か

らの繰入金は前年度に比べ基準内繰入金3,000

万円の増加とし、基準外繰入金は前年度と同様

ゼロ円を維持するなど、これらの経営努力を評

価するものです。 

  市立病院につきましては、今後とも経営健全

化に積極的に取り組んでいく必要があり、その

ためには、引き続き医療ニーズに対応する適切

な病床管理や病院運営を行っていく必要があり

ます。 

  経営強化プランでは、市立病院が果たすべき

役割を明確にしながら具体的な行動計画を定め、

持続可能な病院運営を進めることとしておりま

す。この経営強化プランが着実に推進されるよ

う要望いたします。 

  また、県立河北病院と市立病院の統合再編及

び新病院整備について協議が進められておりま

すが、新病院整備までの期間におきましても、

現在の市立病院において必要な医療が提供でき

るように施設設備の維持管理等に十分留意して

いく必要があります。 

  今後とも、市民ニーズに応え、市民及び地域

から信頼される地域医療の拠点病院として病院

運営等がなされることを期待いたします。 

  次に、水道事業会計について申し上げます。 

  35ページ、４、むすびを御覧ください。 

  （１）概況につきましては、給水人口の減の

影響等により、前年度に比べ、有収水量は１万

4,803立方メートル減少しておりますが、年間

総配水量は18万6,394立方メートル増加してお

ります。有収率につきましては、前年度に比べ

3.5ポイント低下し、85.5％となっております。 
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  （２）経営状況につきましては、①水道事業

収益は９億9,141万2,000円で、前年度に比べ

442万7,000円、0.4％増加しております。この

うち、営業収益は前年度に比べ236万3,000円、

0.3％増加しておりますが、収益全体の88.1％

を占める給水収益は僅かに減少しております。 

  ②水道事業費用は９億4,614万7,000円で、前

年度に比べ2,210万1,000円、2.4％増加してお

ります。 

  36ページ５行目の水道事業損益につきまして

は、経常収益９億9,141万2,000円、経常費用９

億4,426万5,000円で、差引き4,714万7,000円の

経常利益となりますが、特別損失188万2,000円

が生じておりますので、当年度純利益は4,526

万5,000円で、前年度に比べ1,767万4,000円、

28.1％の減となっております。 

  （３）経営指標等に基づく経営分析につきま

しては、42ページ及び43ページの別表３にお示

ししており、営業活動の能率を示す営業収支比

率は低下しております。 

  新寒河江市水道ビジョンにおける計画値と令

和６年度実績を比較しますと、37ページの表の

とおり、純利益や有収水量などが計画値を下回

っております。 

  （５）の今後の水道事業運営等につきまして

は、今後の水需要の見通しは、給水戸数はやや

増加しているものの、人口減少に伴う給水人口

の減少や利用者の節水意識の高まり等により水

需要量は減少傾向にあることから、水道料金収

入の伸びは期待できないと考えられます。 

  38ページ５行目、水道水の安定的な供給のた

めには、漏水調査の強化とともに、基幹施設の

更新整備や老朽管の耐震管への布設替えなどを

計画的に進める必要があり、今後も必要な改修

が見込まれることから、これらに要する財源を

確保していくには、安定的、持続的な財政基盤

及び財政運営が求められます。 

  物価上昇の影響による営業費用の増加などに

より、純利益は新寒河江市水道ビジョン計画値

を大幅に下回っております。同ビジョンで示さ

れた水需要の見通しや施設整備等の課題などに

的確かつ計画的に対応し、より一層効率的な経

営に努め、市民生活や社会経済活動の重要な基

盤である安心安全な水道水の安定供給に努めら

れるよう要望いたします。 

  最後に、下水道事業会計について申し上げま

す。 

  58ページ、４のむすびを御覧ください。 

  （１）概況につきましては、公共下水道事業

の年間総流入水量は前年度に比べ18万270立方

メートル、有収水量は10万6,062立方メートル、

それぞれ増加しております。一方、有収率につ

きましては、前年度に比べ1.2ポイント低下し、

83.3％となっております。 

  また、公共浄化槽事業の水洗化率は58.8％で、

前年度に比べ1.0ポイント低下しております。 

  （２）経営状況につきましては、①下水道事

業収益は15億883万7,000円で、前年度に比べ

3,842万4,000円、2.6％増加しております。こ

のうち営業収益は、下水道使用料が増加したこ

とにより前年度に比べ1,667万3,000円、2.6％

増加しております。 

  ②下水道事業費用は14億1,694万円で、前年

度に比べ4,685万3,000円、3.4％増加しており

ます。 

  59ページ６行目、下水道事業損益につきまし

ては、経常収益15億883万7,000円、経常費用14

億1,518万円で、差引き9,365万8,000円の経常

利益となりますが、特別損失176万1,000円が生

じており、当年度純利益は9,189万7,000円とな

っております。 

  次に、（３）経営指標等に基づく経営分析に

つきましては、64ページ、65ページの別表３に

お示ししているとおりですが、寒河江市下水道

経営戦略の計画値と令和６年度実績を比較しま

すと、59ページ下段の表のとおり、純利益、普



 - 25 - 

及率、水洗化率はそれぞれ計画値を下回ってお

りますが、営業費用の増加や人口減少の影響等

がある中で、黒字を維持するとともに水洗化率

は前年度実績から上昇しており、同経営戦略の

取組方針に基づいた経営の効率化、健全化に努

めているものと認められます。 

  60ページを御覧ください。 

  （５）の今後の下水道事業運営等につきまし

ては、水洗化率は未普及地域の整備促進により

緩やかに上昇しているものの、処理区域内人口

及び水洗化人口は減少しており、人口減少の影

響等を踏まえ、安定的な経営及び水洗化普及活

動等に一層力を入れていく必要があります。 

  寒河江市下水道経営戦略では、計画的な管渠

整備及び施設の老朽化対策等を行うとともに、

寒河江市雨水排水整備計画に基づく局地的豪雨

等に対応する雨水排水対策の強化のほか、寒河

江市下水道ストックマネジメント計画による寒

河江市浄化センター等の施設の老朽化対策を行

うこととしており、今後必要となる設備投資を

計画的に実施する経営基盤を確保するため、経

営の健全化、効率化に積極的に取り組むことと

しております。 

  本経営戦略を踏まえ、市民に安全で快適な下

水道サービスを持続的、安定的に提供されるこ

とを要望いたします。 

  以上でございます。 

 

   散    会    午前１０時４３分 

 

○柏倉信一議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第２号      第３回定例会 

   令和７年９月５日（金）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、要領よくかつ有効に進行されますよ

うお願いいたします。 

  この際、執行部におきましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁される

よう要望いたします。 

 

 一般質問通告書   

 令和７年９月５日（金）                         （第３回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の上下水道事

業における老朽管

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

（１）埼玉県八潮市での道路陥没事故を

受け、国交省の要請により実施され

た全国的な下水道管の緊急点検につ

いて 

（２）本市の下水道管の点検・修繕の計

画について 

（３）本市で敷設されている下水道管の

口径での陥没事故等の危険性につい

て 

（４）本市の水道の歴史について 

１２番 

太 田 芳 彦 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年農業全般

について 

 

（５）本市では、老朽化による水道管の

破損に起因する断水や通行止め等は

発生しているのか。 

（６）将来的な上下水道の維持管理のた

め、携わる職員の増員及び経験や技

術の継承が重要だと考えられるが見

解は。 

（１）本市における今年のさくらんぼの

作柄について 

（２）今年産さくらんぼに対して実施し

た高温障害に関する対策の効果につ

いて 

（３）本市のさくらんぼの将来的な見通

しについて 

（４）今年の秋の農産物（主に米、ブド

ウ、リンゴ、ラ・フランス等）の作

柄について 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

３ 公共施設マネジメ

ントについて 

（１）上下水道や道路等、インフラ系公

共施設の維持管理について 

（２）建築物系公共施設の更新費用につ

いて 

（３）市有施設整備基金について 

（４）建築物系公共施設整備実施の具体

的なロードマップについて 

１６番 

後 藤 健一郎 

市 長 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

公契約条例の制定

について 

 

 

 

さがえっ子が健や

かに成長するため

に 

（１）本市の入札などの状況について 

（２）公共工事の現場で働くすべての労

働者に対して、賃金の最低基準額が

保障される公契約条例の制定につい

て 

（１）子どもの貧困の問題など、格差の

拡大についての報道がされている

が、さがえっ子の現状について 

（２）学習支援や子ども食堂の現状と今

後の支援体制について 

（３）学校生活の中で、子どもの変化を

どう把握しているか。 

７番 

太 田 陽 子 

市 長 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

６ 国民健康保険制度

について 

（１）マイナ保険証施行後の滞納者の窓

口負担について 

（２）困窮等による滞納者への対応につ

いて 

 市 長 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

物価高騰等の影響

により停滞してい

る地域経済の活性

化と、市内消費喚

起を目的としたキ

ャッシュレスさが

えさくらんぼプレ

ミアム商品券（チ

ェリンＰａｙ）の

販売について 

（１）実施時期と計画、並びに抽選方式

について 

  ア 実施時期 

  イ 抽選方式の採用 

（２）利用者視点での課題と改善点につ

いて 

  ア 利用者の利便性 

  イ 販売先を絞った目的と効果、支

払方法別の購入割合 

  ウ より分かりやすく利用しやすい

仕組み 

（３）購入者属性の分析とデジタルに不

慣れな方への配慮について 

  ア 購入者の属性と利用状況 

  イ デジタルに不慣れな方への配慮 

（４）市民の生活支援と事業者支援を両

立した、より効果的な仕組みへの発

展について 

４番 

児 玉   崇 

市 長 

 

 

 

 

 

 ※表内の文字表記は実際の通告書に基づき掲載しております。 

 

 

太田芳彦議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号１番、２番について、

12番太田芳彦議員。 

○太田芳彦議員 おはようございます。無会派の

太田芳彦です。よろしくお願いいたします。 

  今年も猛暑が続いて、９月に入っても残暑厳

しい折、体調を崩された方もおられたと思いま

すが、水分補給だけは十分にしたいと心がけて

いるところです。皆様も自分は大丈夫と過信し

ないで、議員活動に頑張っていただきたいと思

います。 

  私、久々のトップバッターでございまして、

少々緊張しております。答弁のほどよろしくお

願いいたします。 

  それでは、通告番号１番、２番について質問

をさせていただきます。 

  初めに、通告番号１番、本市の上下水道事業

における老朽管対策についてお伺いいたします。 

  皆様の記憶にも鮮明に残っていると思います

が、１月28日に埼玉県八潮市の県道交差点で大

規模な道路陥没が発生し、２トントラックが穴

の中に転落し、74歳の男性運転手が安否不明と

なりました。 

  原因は4.75メートルの下水道管の破損と見ら
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れ、さらには、地盤が救助用重機の重さに耐え

切れず、新たな陥没が現場付近に生じ、運転手

の救助が難航してしまったようです。 

  ５月２日早朝に行方不明の男性が発見されま

したが、その場で死亡が確認されたとのことで、

大変痛ましい事故で、遺族の方にはお悔やみを

申し上げます。 

  下水道管の老朽化に伴う事故は全国各地で起

きており、2020年６月には埼玉県川島町で、同

年７月には仙台市太白区で、いずれも下水道管

の腐食が原因と見られる陥没地区が発生してい

ます。 

  その中で、埼玉県八潮市で発生した道路陥没

事故を受けての本市の対応についてお聞きいた

します。 

  八潮市での道路陥没事故があって、国交省の

要請による本市の下水道の緊急点検を行ったの

か伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 おはようございます。 

  ただいま太田芳彦議員のほうから、埼玉県八

潮市での道路陥没事故を受け、国土交通省の要

請により実施された全国的な下水道管の緊急点

検に対する対応について御質問いただきました

ので、お答えさせていただきます。 

  令和７年１月28日に埼玉県八潮市で発生した

事故によりまして、約120万人の方々に下水道

の使用自粛が呼びかけられ、現在も復旧工事が

継続し行われているなど、社会的に甚大な影響

が生じていることは御案内のとおりであります。 

  国土交通省ではこの事故を受けまして、翌日

の１月29日付で、大規模な下水道管を有する下

水道管理者に対しまして緊急点検の要請を行っ

ております。 

  このたびの緊急点検の対象となった下水道管

は、１日最大処理量が30万立方メートル以上の

下水処理場に接続する、そして、口径が２メー

トル以上のものということであります。 

  本市の場合、下水処理施設の１日最大処理量

は１万1,000立方メートルです。下水道管の最

大口径は1.35メートルでありますので、緊急点

検の対象とはなりませんでしたが、市内最大口

径1.35メートルの下水道管が敷設されている浄

化センターから旧山形銀行寒河江支店までの延

長約2.9キロメートルについて、道路上におけ

る陥没の有無やマンホール内部への土砂流入の

有無といった目視による市独自の緊急点検を、

通知日翌日の１月30日から順次実施し、異常が

ないことを確認しております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  本市は点検の対象にはならなかったというこ

とでありますけれども、市独自で目視点検を行

ってくれたということで安心しました。 

  本市の下水道事業は、昭和52年10月28日に下

水道法による事業認可を得てから１回の変更が

あり、最終は令和５年３月24日を経て今日に至

っております。 

  管渠工事のうち、幹線は１号幹線を昭和52年

より着手し、令和６年度までに枝線を含め約

208.7キロメートル施工し、事業認可面積

1,295.5ヘクタールのうち1,123ヘクタールを整

備しました。 

  整備率は86.7％となっており、処理場建設は

昭和55年に工事着手し、昭和58年までに工事を

完了、処理人口約7,200人を対象として、昭和

58年10月１日供用を開始したと上下水道課より

説明がありまして、経過と現状は分かりました。 

  そこでお聞きしますが、本市の下水道管の点

検・修繕はどのような計画で行われているのか

伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 下水道管の維持管理につきまし

ては、下水道法施行令や下水道施行規則におい

て、維持または修繕に関する技術上の基準、点

検頻度や点検方法が規定されており、本市にお
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いてはこれらに基づき点検や修繕を行っており

ます。 

  具体的には、硫化水素が発生し、これが硫酸

となることでコンクリートの腐食のおそれが大

きいとされますマンホールポンプ付近、これは

市内に９か所ありますが、これを中心に５年に

１回の頻度で点検を行っております。 

  また、法令等で点検が義務化されていない下

水道管におきましても、口径200ミリメートル

以上であり、破損すれば復旧に多大な経費と時

間を要する河川等を横断する下水道管や、防災

拠点や避難所からの排水を受ける重要な幹線に

ついて、適宜点検や調査を行っております。 

  なお、点検や調査の結果、異常が確認された

場合には、その状態を踏まえ修繕を行っており

ますが、これまで実施した本市の点検や調査で

は、八潮市と同様の腐食によるコンクリート製

下水道管の異常というのはありませんでした。 

  今後とも異常が確認された場合には、その状

態などから下水道の機能が適切に維持されてい

るのか、道路等の陥没など安全性に問題はない

かを適切に判断し、修繕などの維持管理を行っ

てまいります。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 点検のほうは５年に１回行って

いる、また、重要な幹線については都度点検を

行っているというようなお話でございました。 

  国土交通省の調査によると、2022年末現在で

全国の下水道管の総延長は約49万キロで、うち

法定耐用年数50年を経過したものは全体の約

７％に当たる約３万キロですが、10年後には約

19％、約９万キロに、20年後には約40％、約20

万キロに増加する見込みであり、老朽管の点検、

修繕、交換を行わなければならない状況となっ

ております。 

  本市においては、八潮市のような直径の大き

な下水道管は存在しないと思いますが、直径の

小さな下水道配管の破損による事故も起きてお

り、本市でも陥没事故は起こり得ると思うが、

見解をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市で敷設されている下水道管

の口径での陥没事故等の危険性についてという

ような御質問でありました。 

  本市においては八潮市のような口径4.75メー

トル規模の下水道管は存在せず、全て1.35メー

トル以下の口径の下水道管であります。これが

市内に約209キロメートルにわたり敷設されて

おります。 

  国土交通省が公表した下水道管路メンテナン

ス年報によりますと、令和４年度に発生した下

水道管に起因する道路陥没は、ほとんどが陥没

の深さが50センチメートル未満の小規模であり

ますが、全国で約2,600件発生しているという

ことです。 

  本市ではこれまで下水道管の破裂による道路

陥没の実績はありません。また、下水道管の耐

用年数である50年を超えたものもありませんが、

年々管路の老朽化が進んできますので、全国同

様の事例は起こり得るものと考えております。 

  陥没事故につきましては、様々な要因が重な

って起こることが考えられますが、その一つと

しては、何らかの理由により下水道管に発生し

た亀裂から土砂が流入し、空洞が発生すること

によるものが考えられます。 

  下水道管に流入した土砂は汚水とともに流れ

て、最終的には浄化センターへとたどり着きま

す。浄化センターでは、毎日流入する汚水を点

検しておりまして、これまで土砂等の異常な流

入というものは確認されたことはございません。 

  今後とも事故防止のため、点検調査や浄化セ

ンターでの異常な土砂の流入の確認、路上から

の目視点検などを実施しまして、適切な維持管

理を図ってまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 全国の道路陥没が約2,600件あ
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る。ただ本市については実績はないということ

で、安心したところでございます。 

  ある調査機関では、八潮市の事故は氷山の一

角にすぎないと言っております。 

  例えば、茨城県水戸市の歩道では、24年９月

中旬以降１か月足らずの間に同じ箇所が三度陥

没、埼玉県越谷市の国道４号の交差点付近でも

24年７月に直近３年間で三度目となる陥没が発

生しました。 

  原因は下水道管や地下水路の老朽化に伴う損

傷ですと言い切っていますので、本市において

も、路面をはじめとした道路施設の維持管理を

着実に行っていくためには、十分に定期的な点

検により異常を早期に発見し、速やかに対策を

講じることが、事故の未然防止を図っていく上

で大変重要であると考えられますので、よろし

く対応願いたいと思います。 

  次に、本市の水道事業について質問をさせて

いただきます。 

  初めに、本市の水道の歴史についてお伺いい

たします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市の水道の歴史ということで

ございます。 

  寒河江市の上下水道事業につきましては、昭

和27年11月に計画給水人口１万5,000人で創設

認可を受け、本町地区を中心に整備を行い、昭

和30年４月より給水を開始しております。 

  その後、昭和31年より第１次拡張事業として

南部、西根地区を整備し、昭和45年より第２次

拡張事業として、柴橋、西部、三泉地区を整備

しております。 

  また、昭和51年より第３次拡張事業として、

村山広域水道からの受水に伴う整備を行いまし

て、平成14年より第４次拡張として木ノ沢配水

池の増設工事を実施しております。 

  さらに、平成22年に幸生地区、平成30年に田

代地区の簡易水道を水道事業に統合し、現在に

至っております。 

  現在の計画給水人口は４万1,500人、計画１

日最大給水量は２万200立方メートル、寒河江

市全体の水道管延長は約340キロメートルとな

っております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 どうもありがとうございます。 

  昭和30年から給水を開始したということで、

私26年生まれですから、約70年が経過している

のかなと感じたところでございます。 

  全国的に水道管破損の主な原因を調べてみま

すと、１つは経年劣化で、水道管は長年の使用

により腐食が進み、さびが発生して強度が低下

します。特に鉄製の配管では、内部にさびが蓄

積して水圧への耐性が失われることがあります。

法定耐用年数40年を超えた水道管が全国で約２

割存在し、老朽化が深刻な問題となっています。 

  ２つ目は凍結によるもので、冬場に気温が急

激に下がると水道管内部の水が凍結し、膨張し

た氷が内部から圧迫してひび割れの原因となり

ます。 

  ３つ目は地震によるものです。 

  そして４つ目が、工事のミスにより誤って水

道管を破損させてしまうケースがあるとの報告

がありますが、そこで、全国各地での水道管の

破損による断水や通行止めが相次いで発生して

いるようですが、水道管の老朽化が原因と見ら

れています。 

  本市でも同様の事故は起きているのかお伺い

します。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市で老朽化による水道管の破

裂に起因する断水や通行止め等の事故は発生し

ているのかというような御質問でございました。 

  令和２年度から令和６年度までの直近５年間

について申し上げますと、水道管のうち、各家

庭等への引込み管を除きます市が管理する水道

管、いわゆる配水管などでありますが、この漏
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水事故は11件発生しております。 

  原因は水道管の老朽化によるものと思われま

すが、いずれについても小規模な漏水事故でご

ざいます。 

  復旧工事を行うために数件程度の断水であり

ますとか、一時的な通行止めを行ったというよ

うな事例はありますが、事故そのものが原因で

断水や通行止めに至ったというような事例はご

ざいませんでした。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 断水に関しましては、直近５年

間では、配水管ですか、11件ほどあったという

ことですが、それほど大きな漏水とかはないと

いうことでございます。 

  水道は毎日の暮らしになくてはならない重要

なインフラであります。極端に言えば、水道の

蛇口をひねると水が出て安全性が確保されてい

るため、何も考えず、飲料水として使用するな

どが当たり前と市民は思っています。 

  しかし、近年、全国的に水道管の老朽化が進

み、漏水や断水などのトラブルを引き起こすと

し、問題視されております。 

  水源から採取した水が浄水場や配水池、水道

管を通じて各家庭に供給されていますが、特に

水道管には塩素が含まれていることから、施設

や管路は時間がたつにつれて腐食するなど老朽

化し、破裂しているところが多く、深刻な社会

問題となっているため、今後いかに水道のイン

フラを守り抜けるかが重要な課題と思うのです

が、水道管・下水道管とも今後維持管理・補修

にかかる費用が増えることが予想されます。 

  質の高いサービスを提供するには、水道・下

水道に携わる職員の増員及び経験や技術の継承

を図る必要があると考えますが、見解をお伺い

いたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 全国的に上下水道を取り巻く環

境は、人口減少による収入減、そして職員の減

少、老朽化施設の増加、そして自然災害の激甚

化など様々な課題がございまして、厳しさを増

しております。 

  これを受けまして、令和６年11月に国土交通

省において、上下水道政策の基本的な在り方検

討会を設置し、多様な社会的要請に応えるため

議論が進められているというところでございま

す。 

  令和７年６月には、第１次取りまとめが公表

されまして、上下水道事業の喫緊の課題として、

まず、施設については、老朽化の進行による事

故の多発、耐震化の遅れやリダンダンシーの不

足、災害リスクの増大。また、経営については、

収入減少と維持管理費・更新費用の増大。そし

て、組織としては、職員数の減少に伴い、施設

管理や経営の見直し等を検討する余力やノウハ

ウが不足するなど、経験や技術が継承されない

ことによる体制の脆弱さが指摘されております。 

  これらの課題を受けまして、将来的に強靱で

持続可能な上下水道を実現するための基盤の強

化に向けた取組の方向性としましては、経営の

広域連携、デジタル技術の活用、更新投資を先

送りしない適正な料金設定の検討などが示され

ているというところです。 

  本市においても、職員の不足や技術継承など

検討会で取りまとめられた課題と共通点が多い

と認識しておりますので、今後進められる検討

会の議論の結果や、本市における経営状況、維

持管理の計画などを踏まえ、災害に強く持続可

能な上下水道システムの構築及び経営基盤の確

立、そして組織体制の検討に取り組み、質の高

いサービスの維持継続に努めてまいりたいと考

えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  維持管理、技術の継承などはこれから前向き

に考えて取り組みたいというお話でございまし

たので、安心したところでございます。 
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  目に見えない道路の路面下の様々な状況を的

確に把握することは非常に難しい状況にあるわ

けでありますが、市民にとりましてライフライ

ンは安心安全に使えることが一番重要かと思い

ますので、今後も点検等には十分時間を割いて

いただきたいとお願い申し上げ、通告番号１番

についての質問を終わります。 

  続きまして、通告番号２番、令和７年農業全

般について質問をさせていただきます。 

  この件につきましては、昨年も同様な質問を

させていただきました。同じような質問を避け

たいのは重々分かっているのですが、本市の主

力作物であるさくらんぼが、昨年に引き続き不

作、いや、凶作の表現が正しいのではと思うく

らいなっていなかったと感じたからです。 

  まず最初にお尋ねしますが、本市における今

年のさくらんぼの作柄について伺いたいと思い

ます。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市における今年のさくらんぼ

の作柄についての御質問ですが、まず初めに、

県全体における作柄についてお答えさせていた

だきます。 

  先頃、県の作柄についての発表がございまし

たが、この県の発表によりますと、本年は、開

花期間全体を通して風が強い日が多く、特に佐

藤錦の開花期間中には強風、降雨、低温の日が

多かったことから、蜜蜂などの訪花昆虫の活動

が鈍く、結実が少ない園地が多くなりました。 

  一方で、紅秀峰の満開期頃は気温が高く、訪

花昆虫の活動が活発となり、全般に結実は良好

でありました。 

  このようなことから、例年よりも品種ごとの

差が大きく、園地ごとの差も見受けられたとの

ことでございます。 

  続いて、６月上旬からの高温で果実の生育が

進み、収穫期は平年よりも５日ほど早く、生育

期間が短かったことから、果実肥大は進まず、

着色不良化も見られました。 

  さらには、昨年夏の高温の影響によりまして、

紅秀峰を中心に双子果が多く、また着色不良に

よる出荷ロスも発生いたしました。 

  そのため、収穫量は県の予想収量を下回り、

前年対比99％、平年対比67％の8,500トン程度

を見込んでいるということでございます。 

  一方、本市における作柄に関しましても、生

産者等からの聞き取りを行いました。これによ

りますと、やはり園地によるばらつきはありま

すが、佐藤錦は着果数が少なかったことから生

産量は減少したものの、紅秀峰については着果

数が多く、生育は順調に進み、生産量は昨年よ

りも増加したというように伺っております。 

  本市においても、県と同様、さくらんぼ全体

の生産量は昨年並みになるものと捉えておりま

す。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 やはり佐藤錦に関しましては、

開花時の低温というか風が吹く日が多くて、蜂

も飛ばなかったということが原因でなりは悪か

ったようでございますが、紅秀峰に関しては非

常に開花期間も天候に恵まれて、私もよかった

のではないかなというような気がしたところで

ございます。 

  議員の中には、さくらんぼを実際に作ってお

られる方や収穫の手伝い等でさくらんぼに関わ

っている方が多くいますので、ある程度各地域

の出来については把握なされていると思います

が、私が感じた作柄を申し上げたいと思います。 

  紅秀峰については地域に関係なくなったとの

感想ですが、やはり佐藤錦のなりが悪かったよ

うで、地域による収穫差もあったようです。昨

年よかった中山間地は収穫量が少なかったと。

また、里前も地域により収穫量はまちまちとの

ことで、佐藤錦の花の時期の温度が関係してい

るとか受粉の状態を挙げている方もいらっしゃ

いましたが、いずれにしましても昨年の高温が
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影響しているとのさくらんぼ農家のお話をお聞

きしました。 

  それに対しては本市でもいろいろな対策を講

じたとの説明でしたので、本市のホームページ

で高温に対する対策事業が載っておりましたの

で、補助事業の概要について私から述べさせて

いただきます。 

  対象者は、農業者団体（３戸以上の農業者で

組織する団体）、農業法人、農協等となってお

り、補助率は対象経費の２分の１、県が３分の

１、市が６分の１となっておりました。 

  次に、補助対象設備資材でありますが、１番、

遮光資材は直射日光を適度に遮り、花芽や果実

温の上昇を抑制する。 

  ２番、白色反射シートは、従来の銀色の製品

より熱反射を少なくし、果実やハウス内の温度

の上昇を抑制する。 

  ３、井戸掘削については、冷却効果で果実や

ハウス内の温度の上昇を抑制する。 

  ４番、散水設備は冷却効果で果実やハウス内

の温度の上昇を抑制する。 

  ５、選果機については、機械による高速選果

で適期内の収穫可能量を増やし、もぎ遅れを低

減する。 

  ６番、作業場の冷房設備に関しては、収穫後

の果実を適温に保ち、品質を維持する。 

  ７番、冷蔵庫、収穫後の果実温を適温に保ち、

品質を維持する。 

  ８番、無加温ハウスの整備等がありました。 

  補助の要件としては、１つが、事業の翌年度

に成果目標、販売額または所得額の増加の実現

が見込まれること。 

  ２つ目には、農業用ハウスの設置（ハウス資

材の導入を含む）の場合、農業共済等に加入す

ること。 

  ３つ目は、農業機械等の導入の場合、動産総

合保険等の保険（盗難補償及び天災等に対する

補償を必須）に加入することで、４つ目、実績

報告書を令和８年１月末までに提出できること

となっておりました。 

  そこで、昨年のさくらんぼの高温障害による

影響に対する対策事業として様々な補助事業が

展開されましたが、その効果について伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 昨年度におけるさくらんぼの高

温対策の事業といたしまして、２つ事業を実施

させていただいております。 

  １つ目は、寒河江市果樹園芸作物生産振興事

業費補助金にさくらんぼ高温対策事業のメニュ

ーを７月に追加させていただきまして、今年の

夏に設置する遮光資材等の購入を支援いたしま

した。これは令和７年産のさくらんぼに対応す

るため、緊急的に市の単独事業として実施した

ものでございます。実績として19経営体の方に、

事業費358万円に対し補助額162万円を支援いた

しました。 

  ２つ目は、価値ある園芸やまがた所得向上支

援事業費補助金にさくらんぼ高温対策緊急支援

を10月に追加させていただきまして、先ほど太

田議員から御説明ありました遮光資材、白色反

射シート、選果機、冷蔵庫、エアコン設備、散

水設備、井戸掘削、無加温ハウスの整備につい

て支援いたしました。実績としまして73経営体

の方に、事業費5,284万円に対し補助額2,557万

円を支援いたしました。 

  そして、効果についてでありますが、遮光資

材については、翌年への効果として、花芽分化

期の夏頃に遮光資材を設置することによりまし

て、双子果の発生リスクが高まるような温度か

ら花芽を守ることができたというふうに伺って

おります。 

  また、今年は佐藤錦の着果が不良な園地が多

くありましたが、前年に遮光資材を設置した園

地では他園地より着果が良好であったという声

もいただいております。 

  収穫期の効果といたしましては、遮光資材設
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置により、未設置時と比べ果実表面温度が５度

程度低下するとの県の調査結果がありまして、

猛暑下であってもうるみ果のような高温障害の

発生を抑えることができたというふうに考えて

おります。 

  そして、選果機の導入については、選果の効

率が上がることで収穫遅れを防ぐことに加えま

して、重量選別作業が単純化されるため、初め

て働きに来た方も作業が可能で、短期アルバイ

トなどの雇用労力も活用しやすくなったと伺っ

ております。 

  また、作業場の冷房施設の導入については、

選果場の気温が下がることで、収穫後の軟化と

いった品質低下が抑えられるとともに、選果の

作業効率が上がり、作業員からも大変好評で、

アルバイト雇用の確保にもつながるということ

を伺っております。 

  その他、白色反射シートや散水施設の導入等

についても、その高温対策効果によりまして結

実確保や品質保持等が図られているというとこ

ろでございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 私も三泉地区に手伝いに行って

いるのですが、最初分からなかったのですけれ

ども、後から聞いたところによりますと、やは

り今まで使っていたポリシートとちょっと違う

やつを使ったということで、何か前から見ると

ちょっと曇っているような感じのシートでした

けれども、いや、非常に効果があったというよ

うな話でございました。 

  今後、生産者の高齢化、後継ぎ問題、雨よけ

ハウスの経年劣化等々で、さくらんぼ離れが加

速するような気配を感じます。本市のさくらん

ぼのこれからについて見解をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市のさくらんぼの将来的な見

通しについてどのように考えるかと御質問をい

ただきました。 

  近年の気候変動によりましてさくらんぼの生

育環境は変化して、これまでの栽培方法では収

穫量や品質の安定性を図ることが困難な状況と

なっております。 

  また、高齢化の進行による生産者数の減少や

後継者不足などの課題もあり、さくらんぼ生産

をめぐる前途は大変厳しいものがあるというふ

うに感じております。 

  昨年、さくらんぼにこだわったまちづくりを

推進するために、さくらんぼのまち寒河江推進

条例が制定されました。 

  この条例においては、市の特産品であるさく

らんぼを市民の誇りと位置づけ、生産者、事業

者、市民及び市が、それぞれの役割に応じた取

組に努めるとともに相互に連携協力すること等

を規定し、さくらんぼを核としたまちづくりを

さらに推進し、未来へ継承していくこととされ

ております。 

  本市の将来のまちづくりを見据えたとき、さ

くらんぼはなくてはならないものだと考えます。

そのさくらんぼを将来にわたって安定的に栽培

を可能とするため、先ほども申し上げました高

温対策等を引き続き推進していくとともに、気

候変動に負けない品種への改良、栽培技術の見

直しや土壌改良による保水力向上、収穫・出荷

の効率化などの対策を進めていく必要があると

考えております。 

  あわせまして、高齢化した既存の担い手から

次世代へと円滑に引き継ぐ仕組みづくりも重要

であり、喫緊の課題であると認識しております。

こうした課題を解決するため、国や県、ＪＡ等

農業関係団体など、各方面との連携した取組を

進めていく必要があると考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 市長は、いろいろな対策という

か将来を考えているということでございますの

で、それには本当に感謝したいと思います。 

  この頃テレビ等を見ていますと、この温暖化
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で、今まで山形ではさくらんぼを大々的に作っ

てきたわけですけれども、何かバナナを作って

いるとかレモンを作っているなんていう話をよ

く聞くようになったのです。 

  何か山形県も、さくらんぼは生かしていかな

くてはいけないのでしょうけれども、そういう

大きな転換口も模索していかないといけないの

かみたいなことを感じていますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  本県の梅雨入りが６月14日頃で梅雨明けが７

月18日頃との発表がありましたが、その間の雨

量は微々たるもので平年の３割程度との報道が

ありましたが、梅雨明け後も雨は一滴も降らな

いといった状況でございました。葉っぱが黄ば

んで落ちている。これはさくらんぼばかりでは

なく、いろんな秋の果物、野菜にも大きな影響

を与えているようです。 

  水分が不足しているのは分かっているのです

から、人工的に水をまく等の手段を講じなけれ

ば、野菜は一年物ですから来年に持ち越すこと

はないと思いますが、さくらんぼや果物につい

ては来年に大きな影響を与えるのではと素人の

私ですら考えますので、当局の生産者への指導

をお願いしたいと思います。 

  次に、これから始まる秋の農作物、主に米、

ブドウ、リンゴ、ラ・フランス等の作柄につい

てどういう状況か伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 今年の秋の農作物の作柄につい

てということでございますが、まず、米の作柄

につきましては、市政の概況でも触れさせてい

ただきましたが、県によりますと、はえぬきの

穂の数は平年比92と少なく、１本の稲穂につく

もみの数は平年比107とやや多く、全体のもみ

数はやや少ないということになっております。 

  また、つや姫の穂の数は平年比94と少なく、

１本当たりのもみの数は平年比106と多く、全

体のもみ数は平年並みというふうになっており

ます。 

  また、雪若丸の穂の数は平年比91と少なく、

１本当たりのもみの数は平年比107とやや多い

ものの、全体のもみ数はやや少ないということ

になっております。 

  全体的に高温の影響によりまして、米粒に亀

裂が入ったり白く濁って見えるなど品質の低下

が懸念されておりますが、生育状況、収穫量と

もに平年並みを見込んでいるということであり

ます。 

  また、果樹の作柄について県やＪＡからの情

報により申し上げたいと思います。 

  初めに、ブドウの作柄につきまして申し上げ

ます。 

  デラウェアは１本当たりの房の数が平年より

多く、一房当たりの重量も大きい傾向にあるも

のの、樹木への負担が大きく着色の遅れがあっ

たということのようです。シャインマスカット

は、実の生育が進まず、前年より小さいという

ような状況だそうです。 

  次に、リンゴの作柄について申し上げます。 

  つがるの実の生育は前年より小さく、一部日

焼けも発生しております。また、ふじの実の生

育も進まず、前年より小さいものの、実のつき

は問題ないということであります。 

  最後に、ラ・フランスの作柄について申し上

げます。 

  実の生育が進まず、前年より小さい状況にあ

り、日照時間が多く気温も高く経過しているこ

とから、果実内部の進みは遅い状況となってお

ります。 

  いずれの農作物もこれまでの高温少雨の影響

があるようですが、今後における肥培管理が重

要となりますので、適期内収穫に努めていただ

きまして、実りの秋となりますよう期待してい

るところでございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 どうもありがとうございます。 
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  素人の私の目から見ましても、米に関しては

米面がいいように思えるのですが、米を多く作

っている専業農家さんにお聞きしますと、田植

え後の低温が品質に影響しないか心配だとのお

話でした。先ほど市長からありましたように、

県の見解は平年並みということで安心したとこ

ろでございます。 

  果物につきましても、ブドウの品種の色物に

ついては色つきが遅れているが、リンゴ、ラ・

フランスともほぼ順調に進んでいるのではとの

見解でございました。 

  これから台風の季節を迎え、油断は禁物です。

秋の農産物に関しては、大豊作、収益増を願っ

て、農家の方がよかったなと感じるような１年

となってくれるよう御祈念申し上げ、私の一般

質問を終わります。ありがとうございました。 

 

後藤健一郎議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号３番について、16番後

藤健一郎議員。 

○後藤健一郎議員 おはようございます。壮風会

の後藤健一郎です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

  第２次ベビーブームと高度経済成長期の日本

では、道路、上下水道などのインフラ系、学校

や庁舎などの建築物系と、多くの公共施設が全

国で一斉に整備されました。それらはこれまで

私たちの暮らしを支えてきましたが、今まさに

老朽化し、一斉に更新の時期を迎えております。 

  寒河江に限らず、全国的に急速な人口減少、

少子高齢化が進んでおり、更新、維持管理コス

トの増大が予想される公共施設をこのまま維持

することが難しくなることは明らかです。 

  公共施設の更新費用は自治体財政が抱える時

限爆弾とも言われ、一度に更新することは不可

能であり、財政負担を軽減、平準化するため、

国は各自治体に計画策定を求め、本市でも公共

施設等総合管理計画、個別施設計画を定めまし

た。 

  しかし、平成28年の計画策定から10年ほどた

った今、県立病院との総合病院建設や統合中学

校など、ここ数年で大規模な案件が相次ぎ、計

画に変化が生じております。 

  また、先ほど太田議員の一般質問にもありま

したが、連日のように流れていた全国各地の上

下水道の事故報道などから、市民の不安も高ま

っております。 

  限られた財源で公共施設をどこまで維持し、

どこを縮減、再配置していくのか、その判断は

非常に困難である上、その判断を市民の皆さん

に説明することも、市民の皆さんの理解と納得

を得ながら進めることも、大変な時間を要する

と私は考えております。 

  公共施設マネジメントは非常に大きなテーマ

で、時間が幾らあっても足りないところではあ

りますが、直近で市民から寄せられた不安に関

するインフラ系公共施設の維持管理、そして、

説明や理解に時間を要すると思われる建築物系

公共施設の計画の進め方についての２点に絞っ

て今回は質問させていただきます。 

  最初に、１冊本を御紹介させていただきたい

と思います。 

  こちらは寒河江市立図書館の蔵書で、私、二、

三回借りておりますけれども、こちらは2011年

に発行された「朽ちるインフラ」という本で、

著者の根本氏は東洋大学大学院経済学研究科教

授で、東洋大学公民連携研究センター長も務め

ております。 

  14年前の書籍ですので古くはなっております

が、筆者の解析だけではなく、更新費用の計算

方法や各自治体の老朽化対策の実践例なども掲

載されております。ぜひ興味を持たれた方は、

今日この一般質問を終わってお昼にでも、私、

市立図書館に返却してきますので、ぜひ借りて

読んでいただければと思います。 
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  この本の一番最初のページ、冒頭、プロロー

グにこのようなことが書いてあります。 

  2012年、公共施設、道路、上下水道などの社

会資本が著しく老朽化しているというデータが

各省から発表された。だが、与野党幹部も地方

の首長も、対策は過剰かつ非現実だと批判した。 

  2020年、近畿地方で建設後50年たった橋が崩

落、九州では老朽化した水道管が破裂、地下に

空洞をつくり地面が陥没したため、通行中の車

両がのみ込まれ死亡事故が起きた。 

  この後は割愛しますが、全てにおいて手後れ

になり、国も地方も財政悪化、最終的には日本

経済は復活できず、外国の一部になってしまう

という最悪の結末まで書いてあり、以上はフィ

クションだが、何もしなければノンフィクショ

ンになるだろうという言葉で、このプロローグ

が締めくくられております。 

  さて、この本が発行されて14年たった今、似

たような事故が起こっております。このプロロ

ーグをノンフィクションにしないためにも、公

共施設の再整備にしっかりと取り組まなければ

ならないと改めて感じた次第です。 

  そこで、通告番号３番、公共施設マネジメン

トについてであります。 

  まずは、インフラ系の公共施設について伺い

ます。 

  今年１月、埼玉県八潮市で下水道が原因の道

路陥没事故が起き、市民の方から寒河江の下水

道は大丈夫かという声が寄せられました。 

  そのたびに私も説明しておりましたが、市長

から市民の皆さんへ直接発信していただきたい

と思い、今回伺おうと思っておりましたが、さ

きの太田議員の一般質問でその点については答

弁いただいておりますので、インフラ系公共施

設に関しては、下水道については１点だけ、そ

して、道路について伺いたいと思います。 

  まず、下水道についてです。 

  寒河江市民に上下水道サービスを持続的に提

供していくためには、新しく環境を整備するこ

とや現施設の耐震化・老朽化対策が不可欠です。

しかしながら、上下水道料金の値上げにつなが

りかねませんので、できるだけ更新は費用を抑

えながら、計画的に行っていかなければなりま

せん。 

  寒河江市下水道経営戦略の老朽化対策の項目

を見ますと、点検調査は、老朽管渠95.6キロメ

ートルのうち12キロ程度を対象に令和17年度ま

で実施する計画で、事業費は７億9,000万円を

見込んでいると記載してあります。 

  一方、八潮市の事故を受けて、事故につなが

り得る下水管を2030年度までに修繕するとした

国土強靱化計画2025が今年６月に閣議決定され

るなど、国では下水管整備に関して財政支援の

動きもあります。 

  寒河江市の現在の下水道が今回の補助対象に

なるかは分かりませんが、今後、有利な補助や

起債があれば積極的に活用して更新等を行って

いくべきと考えますが、市長の見解を伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 下水道の維持管理に対する考え

方について、後藤議員から御質問いただきまし

たのでお答えさせていただきます。 

  本市の下水道管は昭和52年に事業認可を得て

整備を開始し、令和６年度末までに総延長約

209キロメートルを敷設しております。下水道

未普及地域の整備も大詰めを迎えまして、いよ

いよ西根地区等の一部を残すのみとなっており

ます。今後は敷設した下水道管の耐震化や改築

・更新など、維持管理に重点を置いた整備へ移

行することとなります。 

  本市における下水道管の改築や更新について

ですが、今年度、中長期的な下水道管の状態を

予測し、維持管理や更新等を一体的に捉え、計

画的、効率的に管理することを目的としました

下水道管路施設ストックマネジメント基本計画

を策定いたします。この計画をベースにしなが
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ら、点検や調査の結果などを踏まえ、計画的、

効率的な維持管理を適切に実施してまいりたい

と考えております。 

  議員から発言をいただきましたが、国の財政

支援につきましては、大口径の下水道施設の調

査と修繕が対象となっているということでござ

います。本市の下水道施設は対象となりません

が、調査や更新等には本市でも多くの費用が必

要となりますので、現在、法令で定められた調

査点検や修繕及び更新事業に活用している社会

資本整備事業総合交付金、これを引き続き活用

するとともに、今後、新たな国の財政支援等の

動きにも注視しまして、活用できるものは最大

限に活用してまいりたいと考えております。 

  また、下水道管の更新と耐震化について一体

的に行うなど、効率的な整備についても検討し

てまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 分かりました。そうですよね。

今回もやはり大口径の下水管ということでした

ので、私も寒河江は補助対象にはならないだろ

うとは思っておりましたが、こういった事故が

全国で起きておりますので、国のほうでも新た

な補助金とかという多分動きもあると思います

ので、ぜひそういった動きに関しては注視して

いただいて、できるだけ有利なものを使いなが

ら整備をしていっていただければと思います。 

  次に、道路の維持管理について伺います。 

  寒河江道路舗装長寿命化修繕計画を見ますと、

寒河江市が管理する道路の総延長は317キロで、

そのうち95.3％が舗装道路とのことでした。舗

装道路は、経年劣化に加え、交通量の増加によ

り損傷が進行していきますけれども、こちらも

同様、限られた予算で安全快適な道路通行を確

保していかなければならず、これまで以上に効

果的、効率的に維持管理を行うことが求められ

ております。 

  計画を見ますと、壊れたら直す事後保全型か

ら予防保全型修繕に移行していくとしており、

事後保全型から予防保全型へ移行した場合、30

年間で累計修繕費が５割削減できるという試算

も掲載されておりました。 

  そこで、まず、市道の予防保全、道路舗装の

長寿命化に向けて、現在どのような取組を行っ

ているか伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 市道の予防保全、道路舗装の長

寿命化についてお答えさせていただきます。 

  市道のパトロールや定期点検については建設

管理専門員が日常的に行っておりまして、その

際に道路上の小規模な損傷箇所などを発見した

場合には、その場で補修作業を行っているとい

うところでございます。 

  道路舗装の長寿命化に向けた取組につきまし

ては、ひび割れ、わだち掘れ、路面の平たん性

などの路面の状態を定量的に把握するための路

面性状調査を行った上で、道路の劣化度合いや

健全性の診断を行いまして、管理目標と道路の

特性に応じた管理水準を設定し、計画的、効率

的に補修を実施するために策定しました寒河江

市道路舗装長寿命化修繕計画に基づきまして、

健全性の低い路線から順に計画的に舗装整備工

事を行っているところでございます。 

  この計画については５年ごとに見直しをする

ということとなっております。今年度が見直し

の年となっておりますので、改めて市道の現状

を調査し、これまでの補修履歴等を反映させた

上で、現在、道路舗装長寿命化計画の更新作業

を行っているというところでございます。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 分かりました。継続的な舗装

の点検としては専門員の方が、要はパトロール

をして発見したら補修していくということでご

ざいました。 

  ただ、私たち議会をやっていると、市道の不

具合による自動車の修理という、主に穴ぼこに
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はまったというような専決処分が議会には度々

出てきます。 

  市道の総延長に対して、道路の専門員のパト

ロールする方が不足しているのではないかと思

いますけれども、パトロールの体制について伺

います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 現在、道路や公園等のパトロー

ルを専門的に行っております建設管理専門員に

つきましては、４月から11月までの８か月間、

３名の会計年度任用職員を雇用しているところ

であります。 

  令和元年度までは２名体制でありましたが、

パトロール体制を強化するため、令和２年度か

ら１名増員しまして３名体制というふうにして

おります。 

  業務としては、道路の損傷箇所の簡易的な補

修のほか、街路樹、公園の樹木の剪定や除草作

業など、これについても行っております。 

  市道延長については、新たな住宅地の造成な

どによりまして今後も延びていくことが予想さ

れるため、市道の適切なパトロールが図られる

よう、適宜、人員体制の検討を図ってまいりた

いと考えております。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 今、道路のパトロールが２名

から３名に１名増員して当たっているというこ

とではございましたが、３名で約300キロの市

道を常に不備なく巡回するというのは、なかな

か私はちょっと人の目が足りない、難しいこと

ではないかなと思っております。 

  現在、自治体の点検、巡回を補完する形で、

市民による道路損傷の通報システムを導入し、

うまく機能している事例が全国に多々あります。

例えば、23の自治体で導入しているＭｙ Ｃｉ

ｔｙ Ｒｅｐｏｒｔ ｆｏｒ ｃｉｔｉｚｅｎ

ｚというスマホのアプリのレビューを見ますと、

道路の舗装や側溝、カーブミラーの破損、街路

樹や公園の不具合、ごみなどの不法投棄を発見

した際、ＧＰＳと写真・説明をセットで送信可

能で、投稿が地図上にマッピングされ、行政が

効率的に処理できるとのことでした。 

  また、手軽に通報できるよう、市の公式ＬＩ

ＮＥに道路の通報システムを組み込んでいる自

治体も複数ございました。 

  私自身、豪雨で河川が越水しようとしていた

のを通報した際や台風で街路樹が倒れているの

を発見した際、これはもう市では把握している

だろうか、災害時に何より貴重な担当課の人員

というリソースを、無駄にこの電話でしていな

いかなと悩みながら連絡したことがあります。 

  システムの導入により、パトロール員の何百

倍もの人の目により早期発見できるほか、通報

が目に見えれば、同様の電話で一番大事な担当

課の人員を割くということも減るのではないか

というふうなメリットがあると思います。 

  また、調べたところ、デジ田のメニューブッ

クには、奈良県奈良市「ＧＩＳを活用した道路

損傷等通報システムの構築・運用」という同様

の取組も載っておりました。 

  寒河江市でもこういったシステムの導入を検

討してはどうかと思いますが、見解を伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 現在、道路の舗装や側溝の破損

など異常が見つかった場合の通報手段につきま

しては、市民の方や町会長から直接市役所に出

向いていただいたり、電話での連絡といったこ

とが主となっております。まれに、メールでの

通報でありますとか国土交通省の道路緊急ダイ

ヤル＃9910といった番号を使っての通報なども

ございます。 

  議員がおっしゃるとおり、スマートフォンを

使用した通報手段により通報が気軽にできて、

かつ場所や状況が詳細に分かれば迅速な対応も

可能になるのではないかと考えます。 

  市のデジタル戦略計画に、市民が来庁を必要
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としない市役所環境の整備推進の１つとしまし

て掲げておりますので、道路維持管理における

ＤＸを推進するために、他自治体の導入状況と

か活用状況なども参考にしながら、どのような

システムであれば通報しやすいかといったよう

な視点も含めまして、導入を検討してまいりた

いと考えております。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 検討いただくということで、

ありがとうございます。 

  やはりどういったシステムにしても結局お金

がかかりますので、先ほど、デジ田のメニュー

ブックにこういうものがあったということは、

国のほうでももしかするとこういった補助があ

るかもしれませんので、できるだけいいものを、

財政的に負担の少ないものを使っていただいて、

そして、便利にしていただければなと思います。 

  私が調べたところ、近隣の自治体では、山形

市が市の公式ＬＩＮＥアカウントで道路の損傷

の通報を受け付けているようでした。 

  山形市のサイトを見ますと、９月１日清住４

号線側溝破損、現在対応中、８月22日見崎中野

線穴ぼこ、補修完了、吉原18号線支障木、現場

確認したところ既に伐採済みでしたといった受

付及びその対応まで掲載されており、これだと

通報した人も状況が分かりやすく、また、自分

が通報したことに自治体が素早く対応してくれ

ていると、また問題があったら通報しようとい

うような好循環にもなっていると思いますので、

ぜひそういったことも含めて御検討いただけれ

ばと思います。 

  次に、建築物系公共施設について伺います。 

  公共施設等総合管理計画によれば、本市の公

共施設の延べ床面積は約17万平方メートル、そ

の４割を学校教育系施設が占めております。 

  また、築30年以上の建物が全体の85.5％を占

め、西部・南部地区公民館、西根・白岩・高松

保育所、老人福祉センター、市民プールなどは

既に耐用年数を超えております。また、市役所

庁舎をはじめ、文化会館や中央公民館なども10

年以内に耐用年数を超えるとありました。 

  まず、その大前提として、ここから一般質問

の議論を進める上で確認したいのですけれども、

公共施設は今後縮減、私は縮減という言葉があ

まり好きではないので、市民の皆様との会話で

は縮充、縮小するけれども中身を充実させるの

だという意味の縮充という言葉をよく使うので

すけれども、齋藤市長は、今後、寒河江市の公

共施設を全てこのまま維持しよう、または維持

できるとお考えでしょうか。それとも、やはり

ある程度縮減、縮充させていくべきだと考えて

いらっしゃいますか。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 今後、本市の公共施設をこのま

まの規模で維持できると思うか、それとも、あ

る程度縮減させていくべきかというような御質

問をいただきました。 

  現在、本市の今後のまちづくりを推進するた

め、新たな振興計画の策定をはじめとしまして、

都市計画マスタープランの改定、立地適正化計

画の策定を進めているところでございます。 

  この検討の中でも、人口減少や少子高齢化が

進行する中で、将来にわたり行政サービスの提

供を確保していくためには、既存の公共施設の

縮減や都市機能の集約、いわゆるコンパクトシ

ティー化に取り組んでいく必要があるというふ

うに認識しているところでございます。 

  また、それぞれの公共施設における建設当時

の役割でありますとかコンセプトが、地域の実

情の変化でありますとか市民ニーズの多様化に

よりまして見直さなければならないものも少な

くないというふうに感じております。 

  これらのことを踏まえますと、現存する公共

施設を同規模のままで維持するということは難

しく、議員御指摘のように、規模を縮小しなが

らも機能を充実していく、例えば同様の機能を
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持つ施設の集約化を図るといった施設総量の最

適化といったことを進めていく必要があるとい

うふうに認識しております。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 よかったです。このままここ

でそうではないと思われると、一般質問もなか

なか進めづらいところではあったのですが、同

じような方向性で市長も考えていらっしゃると

いうことで、さらに議論のほうを進めさせてい

ただきたいと思うのですけれども。 

  今後やはり機能の充実、縮充が必要であると

いうふうに考えるならば、現施設の維持管理、

更新費用には年平均これぐらいかかると。それ

から、人口動態が例えば減るということが分か

っていれば、今後はここまでしか費用はかけら

れない。よって、公共施設の総量や延べ床面積

をここぐらいまでに抑えなくてはいけないから、

統廃合や削減をしなくてはいけないというよう

に、その詳細な現状把握と具体的な数値目標を

定めていかないと進めることはできないと私は

思います。 

  例えば、滋賀県米原市のサイトには、施設の

統合や廃止により、令和18年度までに延べ床面

積約６万平方メートル削減を目標としますと書

いてありました。 

  長野県中野市では、将来にわたり必要な市民

サービスを持続的に提供していくため、10年間

で延べ床面積20％縮減に向けて取組を行うと記

載してありました。 

  また、大分県日田市のサイトを見ますと、目

標は10年間で18.4％削減、令和５年度の削減率

は8.4％でしたという途中報告をしている市も

ございました。 

  このように公共施設の統廃合や削減に取り組

んでいる市では、具体的な削減目標数値を示し

ているようですが、本市では、現施設の更新費

用を把握し、削減目標を定めているのか伺いま

す。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 施設の更新費用につきましては、

昨年度末に策定しました公共施設等総合管理計

画で、総務省による施設の維持管理更新等に係

る経費の算定方法に基づきまして、施設の種別

や延べ床面積等から算出した維持管理、改修、

更新等の経費の見込額を掲載しております。 

  具体的には見込額というのは、今後30年間で

耐用年数どおりに維持管理等を行った場合に

782億5,400万円かかるといったものでございま

す。ただ、これらの経費を勘案した削減目標と

いったものは定めていないというような状況で

あります。 

  他市の例などを見ますと、削減目標は将来の

人口減に合わせて言わば機械的に設けるといっ

たところもありますが、公共施設は地域コミュ

ニティーの持続性を支える役割が求められると

いうふうに考えます。地域の均衡ある発展とい

う視点に立って、地域からの声も十分に踏まえ

ながら、施設総量の縮減を目指してまいりたい

と考えております。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 30年で782億円、このままだ

とかかるということで、この額はさすがにかけ

られないよねということで、総合施設管理計画

及び個別施設計画等でそこからどのように集約

していくのかと、こういうことになるかと思い

ます。 

  こちらは、個別施設計画の概要版の抜粋のペ

ージです。（資料を示す） 

  この下から２番目、３番目ですかね、オレン

ジ色の一番上のところに廃止という項目がある

のですが、現時点で５施設しかこの廃止のとこ

ろにはありませんし、その中の施設についても、

ちょっと地域の方からお話があり、もしくは防

災上これはどうなのだということで、また代替

の検討がなっているなどという施設もあります

ので、これだけ施設がたくさん書いてあります
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が、現時点で廃止対象というのは４つだけにな

っております。 

  それ以外の施設を維持、改修、統合、建て替

えするというのは、多分先ほどの金額にほぼ同

じことになると思いますので、やはりこれは難

しいのではないかと思います。 

  学校教育系施設が４割を占めておりまして、

今、学校の統廃合を進めていますので、これに

よって大きく変わるというのは承知をしており

ますけれども、個別施設の維持改修の方向性、

見直し等について、市長の見解をお伺いいたし

ます。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 個別施設の維持改修の方向性に

ついて、現時点では、個別施設計画にお示しし

ている整備方針として整理させていただいてお

りますが、これから統合中学校や西村山の新病

院の建設整備が進められていく中で、また、今

後小学校の統合が進む中で、既存施設の廃止が

進む可能性もあろうかというふうに考えており

ます。 

  個別施設計画は５年ごと、また状況に応じて

随時見直しを図るというふうにしておりますの

で、学校施設整備計画や新病院整備の進展等に

合わせまして、将来的に維持可能な公共施設の

整備や配置が図れるよう、適宜見直しを図って

まいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 分かりました。適宜、そうで

すね。この一番下に、５年ごとに計画の見直し

を行いますが、社会情勢の変化や財政状況、関

連する計画の策定や改定に合わせ、必要に応じ

て見直しを図りますということでしたので、そ

の４割という、もうほぼほぼ半分ぐらいの学校

のほうが決まらないと、多分ほかの施設のほう

もなかなか決められないというのが現状かと思

います。 

  そちらのほうも随時決まっていって、このよ

うにするという方向になったときには多分、今

は施設がたくさんありますけれども、その中で

これとこれをこうする、もしくはこの施設はこ

のまま使うとかという見直しが行われると思い

ますので、それはもう適時行っていただきたい

と思います。 

  そして、地域についても適正に配置をしてい

くということでありましたが、よく私、お話い

ただくのは、中部小学区は人口が一番寒河江市

内で多いところではあるのですが、学校以外の

公共施設は中部小学区にはないという話をいた

だきます。いわゆる地区の体育館とかもござい

ませんし、何とか会館とか、もしくは何とかセ

ンターというのは、これだけ人がいる真ん中の

場所なのですが、中部小学校にはないと。 

  ただ、中部小学区以外の方から見ると、いや

中部小学校はいろいろなものがあるじゃないか

というお話をされるかと思うのですが、公共施

設という切り口で見ますと、中部小学区には学

校以外はないというような状況でありますので、

そういった地域に関してのバランスというのも

今後ぜひ見ていただきたいなと思います。 

  ただ、今後進めていく上で、これは私の私見

ではありますけれども、どんなに説明を尽くし

ても、住民の方100％がもろ手を挙げて賛成と

いうのはなかなか難しいことだと思います。 

  しかし、こうしたいという主張、こうしなけ

ればならないという理由、そしてそれを裏づけ

る具体的なデータ、この３点セットで皆さんに

説明すれば、より多くの方から共感いただける

かと思います。 

  今回、ほかの自治体の公共施設マネジメント

についていろいろと調べさせていただきました。

その中で非常に分かりやすいと思ったのが、こ

ちらの東京都府中市の「公共施設の危機を乗り

越えるために」という市民に対しての説明資料

でございました。（資料を示す）これは漫画等

も入っていて非常に分かりやすくできていると
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思いました。 

  こちらはその中から抜粋して拡大したものな

のですけれども、なぜ今危機的状況なのか、財

政はどういう状況なのか、そして、今後どのよ

うにしていきたいのかというのが非常に分かり

やすくまとまっております。 

  先ほどから申し上げているとおり、公共施設

の維持管理、そして更新するには多額の費用が

必要であります。市民の皆様の理解を得ないと

進められないと思いますので、こういった分か

りやすい資料等を皆様にはお伝えしていってい

ただきたいと思うところであります。 

  維持管理費、更新費に関してですけれども、

財政の中の基金、基金の中の市有施設整備基金

がまずその財源として充てられると思いますけ

れども、令和元年度末に5.9億円だったところ、

令和５年度末では16億3,500万円と順調に積み

増しを図っております。 

  しかし、今定例会で示されている令和６年度

末時点での基金状況を見たところ、令和５年末

とほぼ変わらない数字でありました。 

  借金を返済しながら行政サービスを充実させ、

なおかつ貯金をするというのは非常に難しいこ

とは重々承知をしておりますが、目前の統合病

院や統合中学校の建設、そして、今後予定され

ている統合小学校を考えただけでも現状の基金

では不安があり、また、今後ほかにも建設、維

持、改修が必要だと分かっている以上、市民か

ら負託を受けている私たちは、そのとき何とか

なる、そのとき何とかすると無責任なことを言

うことはできません。 

  家計でもそうですが、月末に余裕があったら

貯金するではなかなか貯金できないのが現実で

あります。今後、市有施設整備基金へ予算時か

ら積み増しを検討すべきと思いますが、市長の

見解を伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 市有施設整備基金につきまして

は、ただいま後藤議員からもありましたとおり、

大規模な市有施設の建設及び改修の資金に充て

るため平成22年３月に創設しまして、市有施設

の整備改修に伴う財源の平準化に向けた取組を

進めてきたところであります。 

  基金残高の状況は、10年前の平成27年度末に

１億円を超えまして、令和６年度末には新第６

次寒河江市振興計画の中で目標と設定してきま

した15億円を超える約16億3,500万円となって

いるところでございます。 

  また、同様に、財源の平準化により財政の安

定を図る目的を持った基金といたしましては、

年度間の財源調整等を目的とした財政調整基金

と、公債費負担の平準化を目的とした減債基金

が設置されております。 

  市有施設整備基金とこれら２つの基金合計残

高について、令和６年度は約３億円、３億582

万5,000円を積み増ししまして、約43億7,800万

円となったところでございます。 

  また、いわゆるふるさと納税を財源としまし

たまちづくり基金、これは約47億6,000万円ご

ざいますが、これについても必要に応じて活用

しながら、健全で持続可能な財政運営を図って

まいりたいと考えております。 

  これから新たな中学校など多額の整備費用が

見込まれる施設整備のため、国の補助金や地方

債などに加えて、これら３つの基金を貴重な財

源として活用してまいりたいと考えるところで

ございます。 

  予算編成時から市有施設整備基金への積み増

しを検討してはどうかというような御提言でご

ざいますが、当初予算の編成におきましては、

市税や地方交付税等の歳入予算の過大な見積り

というのは、財政運営において大きな支障があ

るということから、毎年、歳出予算に見合う一

般財源確保に苦慮しているところでございます。 

  このような中で、令和７年度当初予算では財

政調整基金からの繰入金が４億円、市債を約14
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億2,000万円計上して、不足する財源を確保し

た上で予算編成しております。市有施設整備基

金も含め、財源のめどがない基金への積立金に

係る当初での予算化というのは、非常にハード

ルが高いものというふうに考えております。 

  しかしながら、今後の公共施設の更新であり

ますとか大規模改修を見据えまして、財源の確

保が非常に大きな課題であるということについ

ては認識を同じくしているところでございます

ので、税収や地方税の動向、歳出決算見込み等

の状況を踏まえ、３月定例会等において、市有

施設整備基金等の基金への積立金に係る補正予

算を編成できるよう、財源確保と歳出削減も含

めて努めてまいりたいというふうに考えており

ます。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 分かりました。なかなか私も

これは難しいだろうなというふうに思ってはい

たところですが、もうこの後これぐらいお金が

かかると分かっているのであればやはり備えて

いかなくてはならないと思っております。 

  まちづくり基金、今47億ほどあるということ

で非常にありがたいことだなと思うのですけれ

ども、他の自治体でもありましたが、あまりに

もふるさと納税を当てにしてしまうと、問題が

あったときに、やろうと思ったことができなく

なるという自治体があったようですけれども、

今回も例えばさくらんぼが物すごく不作である

というのが何年も続いた、もしくはお米の高温

障害が続いて思うように量が取れなかったとな

った場合、結局、出すものがないと寄附のほう

もいただけないということが今後もやはり考え

得ると思いますので、寄附金はあくまでも寄附

金、そして、それを積み立てるまちづくり基金

のほうはあくまでも寄附に基づいた基金であり

ますので、これは過度に依存せずに、やはり私

たちの努力で市有施設整備基金等を積み増して

いただければと思います。 

  最後になりますが、建築物系公共施設更新実

施の具体的なロードマップについて伺います。 

  先ほどから何度か申し上げていますが、公共

施設の更新や統廃合というのは、市民の皆さん

の生活に密接に関わる問題です。市民の皆さん

に理解していただくためにも、目に見えるある

いは想像できるように具体的にお示しをし、丁

寧に進めていかなくてはならないと思いますが、

ここまで一般質問で申し上げた市全体での延床

面積の削減目標とか個別施設計画の見直しとか、

そういったものを含めて具体的なタイムスケジ

ュールといいますか、具体的に進める上でのロ

ードマップをどのように考えているかお聞かせ

ください。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 建築物系公共施設整備実施の具

体的なロードマップについてということですが、

公共施設の整備実施については、市民サービス

の質を維持しながら本市に見合った施設規模が

不可欠であり、単なる施設の削減ではなくて、

市民の生活の質を維持する見直しが必要である

というふうに考えております。 

  公共施設等総合管理計画・個別施設計画では、

将来の整備方針、維持管理、廃止、統合、縮小

といったことを明示しておりますが、この整備

方針は、本市の上位計画であります振興計画や

都市計画マスタープラン、学校施設整備計画、

立地適正化計画など関連する計画と整合を図っ

ていくものであります。 

  これら上位計画等のほとんどについて、現在

策定や改定を進めておりますが、いずれも10年

ないし20年先を見据え、持続可能なまちづくり

のビジョンを描き、これに向かって計画づくり

を進めているというものであります。 

  公共施設等総合管理計画・個別施設計画の改

定は、原則、総合管理計画は10年、個別施設計

画は５年ごとに実施してまいりますが、状況に

応じて変更するケースも想定しておりますので、
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持続可能なまちづくりを目指す上位計画との整

合を図りながら、適宜、公共施設の更新や統廃

合を進めてまいりたいと考えております。 

  いずれにしても、公共施設の更新や統廃合に

関わる計画変更となる際には、市民の皆様の理

解が深まるよう、市役所内での検討だけではな

くて、市民参加型の検討の場、ワークショップ

のような場でありますが、こういった場であり

ますとか市民説明会の開催、そして、検討内容

の情報発信など丁寧に進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 分かりました。 

  先ほども申し上げたとおりなのですけれども、

やはり市民の方が分かる、理解する、そして、

そうかと納得するまでには非常に時間がかかる

ところだと思いますので、できるだけ具体的に

進めていただかないと、総合ではなくて個別的

な話になりますけれども、私もやはり市民の方

から、「いや、あそこさ、中学校できるの」と

か「何、あそこさ、病院できるの」と。やはり

今まで見えていなかったものがいきなりここに

なりましたよという話になると、えっという声

が大きく、そこでやはり要らぬあつれきといい

ますか、いろんな問題とかも出てくると思いま

すので、できるだけ市民の皆さんに分かりやす

いように具体的に進めていただければと思いま

す。 

  私の住んでいる家も40年ほどたっております

ので、毎年あちこち修理をしております。個人

のうちなので修理してもたかが知れているので

すけれども、さきの臨時会で提案された文化セ

ンター事務室の空調機更新は490万円の予算が

組まれました。 

  先ほど述べたとおり、市内公共施設は一様に

老朽化しておりますので、文化センターの空調

機だけが特別ということではなくて、今後もこ

のような事態が市内公共施設で度々発生するの

ではないかと私は思っております。 

  その際に必要になるのが、具体的なタイムス

ケジュールやロードマップだと思っております。

あと何年でこの施設が更新になるから、例えば

先ほど言った市有施設整備基金は何年後までは

これぐらい必要になるよねとか、この施設は何

年後に統合するから、壊れてもこれぐらいもた

せるレベルの修理にしようとか、もしくはこの

施設はまだまだその使用予定なので、根本的な

対策をするための予算を組もうとかという財政

の補修の判断材料になると思いますので、そう

いった点も含めてより具体的に、そして市民の

方が分かりやすく決定していただければと思い

ます。 

  最後になりますけれども、冒頭に、こちら

「朽ちるインフラ」という本を紹介させていた

だきましたが、冒頭ではこの本の一番最初のペ

ージを紹介させていただきました。 

  この本の一番最後のページを紹介して、私の

一般質問を閉じさせていただきたいと思います。 

  本書を最後までお読みいただいた方々、特に

首長、国会議員、地方議員、公務員など官の側

の方々にお願いしたいことがある。以下、端的

に示す。 

  第１に、数字を把握することなく、社会資本

老朽化問題を軽く見ないでほしい。誰であれ、

数字を見ればその深刻さは認識できるはずだ。 

  第２に、従来のしがらみや慣行をよりどころ

にしないでほしい。もし、それらが正しいもの

であるなら、そもそもこういう問題は発生して

いないはずだ。過去の方法に問題があったから

今表面化しているのだ。 

  第３に、個別最適化の行動を取らないでほし

い。必要なのは、地域全体、国全体を考えるこ

とだ。自分が関係する分野を優先することなら

誰でもできる。ましてや自分の雇用を守ること

を優先してはならない。納税者はそのような仕

事を皆さんに頼んではいない。 
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  第４に、市民や民間の知恵を軽視しないでほ

しい。足らざるを知ることで前進があるのだ。 

  第５に、自分の世代のためではなく、子供や

孫の世代のために行動してほしい。今この時点

から、全ての判断を子供や孫の世代のために行

うなら、世の中は確実に変わるだろう。 

  老朽化はいつの間にか忍び寄る緩やかな震災

である。東日本大震災による被害を二度と繰り

返してはならないと考えるならば、同じように、

老朽化という緩やかな震災にも対応すべきだ。 

  100％確実に発生が予見できるということは、

100％確実に避けることができるということ、

その知恵と力が日本人にないはずがない。 

  以上で一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時15分といたします。 

 休 憩 午前１１時０４分  

 再 開 午前１１時１５分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

太田陽子議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号４番から６番までにつ

いて、７番太田陽子議員。 

○太田陽子議員 おはようございます。日本共産

党の太田陽子です。 

  連日の暑さで電気代が心配でエアコンをつけ

られない高齢者が増えているということです。

熱中症になる方が多いのではないか。私のうち

の前もよく救急車が通るのですが、通れば熱中

症の搬送でないかなど心配になります。 

  物価高騰の中、生活が困窮している方が増え

ているのでないか。長い夏休みで空腹に耐えて

いる子供が増えていないかなど心配事が尽きま

せん。 

  ７月の消費者物価指数は3.1％の上昇で、８

か月連続で３％台の上昇だということです。食

料品の値上がりは、生鮮食品を除く食料は

8.3％の上昇でした。おととい、さきおととい

になりますか、９月１日のテレビで値上がりの

ラッシュだと報道しておりました。 

  石破総理降ろしなど自民党内での政争がテレ

ビをにぎわしていますが、今やるべきことは、

この生活困窮にあえぐ国民をすぐに救うことで

はないでしょうか。２万円をもらってもすぐに

なくなります。消費税の減税は５％で年間12万

円の減税になります。 

  選挙のときは、ほとんどの候補者が減税を言

っていました。所得が増える夏と、センセーシ

ョナルにポスターに書いていた候補者もいます。

朝晩、秋風が吹いても何も変わりません。かえ

って1,000品目を超える値上げが押し寄せてき

ました。私も買物には行くのですが、スーパー

に行くと、じわじわと値上げが迫っているのを

感じています。もう限界です。 

  冬のスローガンも用意していたようですが、

公約実現は政治家の仕事です。今の情勢は、野

党が手をつなげば臨時国会ですぐに通せる状況

です。すぐに救ってください。年金支給日のワ

イドショーは、高齢者の苦しさを訴えています。

年金だけで暮らせず、80歳で介護の仕事をして

いる人もいますが、みんなができることではあ

りません。 

  国民全体が憲法25条の精神の中、生き生きと

生きられるような議論にしたいと思います。私

は日本共産党とこの質問に関心を寄せてくださ

る市民を代表して質問いたします。誠意ある答

弁をお願いいたします。 

  今年の７月の参議院選挙の中でいろいろな問

題が浮き彫りになりました。一番は、排外主義

の台頭です。 

  知り合いの方からも、埼玉県の川口市のクル

ド人の問題を知っているかという問合せがあり

ました。自分の仕事の賃金が上がらないのは、
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クルド人のような外国人が単価を下げているか

らだということを綿々とお話しされました。 

  その問合せの後、私も川口市や蕨市の問題な

ど調べてみました。川口市にはクルド人が

3,000人ほど住んでいるということで、日本全

体を何とかできる人数ではありませんでした。

日本人がなかなかつきたがらないような仕事に

従事しているという記載もありました。 

  今、寒河江の現状を見ても、買物などに行く

とよく外国籍の方に会います。こんな田舎まで

普通に隣に住んでいる状況のようです。市内の

企業でも多くの外国人の方が働いている状況で

す。 

  ＳＮＳから垂れ流される陰謀論に踊らされ、

自分の今の生活が苦しいのを外国人のせいであ

ると問題を転嫁し、差別してしまうのです。差

別する心や陰謀論に加担してしまう心は誰でも

持っています。私は今まで障がい者の方と生活

をしてきましたが、私の中にもどきっとするよ

うな差別心があることに驚きながら、それを越

えてきました。 

  このような建設労働者の賃金が外国人によっ

て下げられると、どうして信じてしまうのか。

何かいい方法はないのか。いろいろ調べていく

うちに、通告番号４にあります公契約条例の制

定についてというのが、私の目に飛び込んでき

ました。 

  その中でも、今年、建設業者の倒産が戦後最

大になった、万博の建設業者への不払いの問題

など報道されています。売るものは全部売って、

あとは自分の命しかないということも新聞など

に載っていました。 

  地域の建設業界はどのようになっているのか。

自治体の発注する事業は、従事する労働者の賃

金が保障されているのかなどお伺いしたいと思

います。 

  本市の公共事業の入札の状況についてです。 

  市が発注する工事などの入札が行われる際、

発注者である市が定める予定価格において、人

件費相当は適切に積算されているのかお伺いし

ます。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 初めに、本市における入札の際

の予定価格において人件費相当分は適切に積算

されているかというような御質問をいただきま

した。 

  予定価格の設定に当たっては、発注内容が適

切に反映された仕様書等に基づいて、市場にお

ける労務及び資材などの実勢価格を適切に反映

させ、実際の施工に要する経費を適正に積算し、

設計金額を算出するというような必要がありま

す。 

  人件費相当分とされる労務費については、地

域に合わせた最新の設計労務単価等を反映する

とともに、見積り等の価格を積算に適用する場

合は、実勢価格が適切に反映さされているかど

うか十分に留意しておりますので、市の発注工

事等においては、人件費相当分の適切な積算が

確保されているものと考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 公共事業においては、きちんと

人件費相当が積算されているというのが分かり

ました。 

  末端で働く労働者へ適切な人件費が今後とも、

12月から最低賃金の単価が上がるわけですが、

その後の積算についてもそういうことを十分配

慮し、また、熟練する職人さんやそういうこと

に対しては、職人さんを認めるような人件費相

当額を積算されるようによろしくお願いいたし

ます。 

  次に、請負業者が他の業者へ下請した場合、

その下請業者への賃金の保障などきちんと行わ

れていると思われますが、極端に低い価格での

入札であった場合の市の対応はどのようになっ

ているのかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 
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○齋藤真朗市長 公共工事等におきましては、公

共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する

法律などの規定によりまして、低価格で入札し

業務を受注するダンピング受注の防止に努める

ことが求められているところでございます。 

  公共工事等におけるダンピング受注は、工事

の手抜き等を招くことにより、品質の低下や下

請業者へのしわ寄せ、従事する労働者の賃金、

その他の労働条件の悪化、安全対策の不徹底等

につながるおそれがあります。そのことは地域

の建設業の健全な発展を阻害するものでありま

して、これを防止することは発注者である自治

体の責務とされております。 

  本市におきましては、ダンピング対策の１つ

としまして、低入札価格調査制度を導入してお

ります。これは、調査基準価格を下回る金額で

入札した場合、その価格で工事等の履行が確保

されるかどうか、業者に対し積算に関わる資料

の提出を求めまして、内容を調査し適正に履行

されると判断したときにのみ、落札者として決

定するというような仕組みであります。 

  加えて、下請対策ということになりますけれ

ども、寒河江市建設工事元請下請関係適正化指

導要綱といったものを定めておりまして、元請

との契約の際に、下請代金額や労働環境整備、

雇用管理体制等が適正なものとして実施される

よう書面をもって確認するなど、元請と下請と

の関係の適正化にも努めるところであります。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 下請の人にしわ寄せがないよう

に、きちんとそういうところは見ているという

ことで分かりました。 

  私の知り合いも、下請を受けるときに自分の

工賃が半額にされるというのですね。そういう

ことのないように、今後とも公共事業に関して

はきちんと見守りをしてほしいと思います。 

  （２）ですが、公共工事の公契約条例の制定

についてです。 

  公契約とは、国や地方自治体の事業（工事、

サービス、物品調達等）を民間企業に発注・委

託する際に結ぶ契約のことを公契約といいます。 

  公契約条例とは、自治体が発注する公共事業

・業務委託等に従事する者の賃金（報酬）下限

額を設定し、自治体・受注者の責任等を契約事

項に加えることを定めた条例をいいます。 

  今後、学校や病院、公共事業が多くなる中、

先ほども後藤議員からあったように、これから

公共事業が多くなります。地元の企業の経営の

安定や労働者の適正な賃金等労働条件で、生活

の安定につながる公契約条例の制定は考えられ

ないかどうかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 公契約条例というものは、自治

体が行う公共事業に関する契約、いわゆる公契

約に係る基本方針を定めまして、自治体と受注

者の責務を明らかにすることにより、公契約の

適正な履行及び労働者の適正な労働環境の確保

を図るという考え方で制定されるものと伺って

おります。 

  令和７年７月１日現在で、労働者に支払うべ

き賃金の一定額以上の支払いを規定する賃金条

項があるかないかにかかわらず、公契約条例を

制定している自治体は全国90の自治体というこ

とでありまして、山形県内では、山形県が平成

20年に賃金条項を持たない山形県公共調達基本

条例を制定している状況であります。 

  公契約条例の制定効果としましては、労働者

の良好な労働条件を確保することで労働者の意

欲向上が図られ、ひいては業務の適切な履行と

品質の確保が担保されるとともに、地域経済の

活性化にもつながるものというふうに考えてお

ります。 

  一方で、最少の経費で最大の効果を上げるよ

うにしなければならないとする地方自治法第２

条第14項の規定を踏まえまして、予算額や契約

額の上昇に対する費用対効果をどのように評価
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すべきかといったことや、労使間による賃金そ

の他労働契約との関係、最低賃金法との関係な

どもございますので、そういった法制面も含め

た問題でありますとか事業者側からの理解など、

整理すべき課題は少なくないのではないかなと

いうふうにも感じております。 

  市としましては、先ほどの答弁でも申し上げ

ました、低入札価格調査制度及び寒河江市建設

工事元請下請関係適正化指導要綱に基づきまし

て、今後とも適切な賃金と労働条件の確保に努

めるとともに、公契約条例の制定については、

県内自治体とも情報交換を図りながら、私ども

としても理解を深めてまいりたいと考えており

ます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 公契約条例は、適正な賃金と労

働条件で生活が安定、公正な競争機会で経営が

安定、ダンピング受注の排除などと、そうする

と、住民は公共事業の品質や住民サービスの質

の向上、地域経済の活性化、給料が上がれば税

金がいっぱい、税収が増えるのですね。住民の

定住化で、国には適正な契約手続や財政安定、

このように好循環をもたらすと言われています。

ぜひ制定を目指していただきたいと思います。 

  公契約は、建設関係のみならず、労務の遂行

もしくは提供という内容もあります。公務現場

では今、会計年度任用職員など非正規労働者が

増大しています。これは寒河江市でも同じこと

だと思います。公契約の条例制定は、公務現場

で働く全ての仲間の実態を解決するための運動

だとも思います。 

  また、条例制定は、地域の民間職場で働く労

働者の労働環境や賃金の引上げにも波及してい

くのではないでしょうか。 

  東京都立川市では、非正規公務員を対象に正

規職員採用試験を導入したということです。来

春に導入するということが報道されていました。 

  今、寒河江市の公務の現場を見ますと、とて

も人員不足でどこの課も大変な状態ではないで

しょうか。こういうことを、もう本当に公務の

現場にとってもよいことだと思います。ぜひ条

例の制定を望み、次の質問に入ります。 

  通告番号５、さがえっ子が健やかに成長する

ためにです。 

  ７月の参議院選挙で、子供１人10万円を支給

し、女性が子育てに専念できるようにと公約し

た政党がありました。その訴えは、独り親で頑

張って苦しい生活を支えている母親に届きまし

た。当然２人で働いていても、あと５万円くら

い収入があったらと思って子育てをしてきた私

としても、その立場だったら、すぐにでももら

えると思ったら期待したと思います。 

  その政党は、女性は大学など入学せず、高校

卒業後子供を産んで育て、子供がある程度大き

くなったら就職すれば優遇するということでし

た。しかし、途中で離婚したり、独り親になっ

たらなどをどういうふうに考えているのでしょ

うか。とても疑問です。 

  今、子供を産み育てることの困難を抱えてい

る人はどのくらいいるのでしょうか。独り親に

なればどうでしょう。罰のように自分の行動が

制限され、生きるため、生活のため、ダブルワ

ークやトリプルワークも当たり前。児童扶養手

当などやっと少し増えましたが、それでも足り

ないでしょう。 

  先ほども申しましたが、憲法25条の健康で文

化的な生活が送れるでしょうか。子供を産んだ

ことが罰のようにのしかかってきて、かわいい

と思えない人も多いのではないでしょうか。 

  今回、養育費をもらえない人についても月１

人２万円を支給するなどということが言われて

いますが、２万円で１人何ができるでしょうか。

何か２万円の呪縛でもあるのでしょうか。 

  少子化がこんなに社会問題になっている中、

子供を産み育てる環境を整えることが、本当に

公共の役割ではないでしょうか。社会が支える
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ことが今後とも重要になっていくのではないで

しょうか。 

  寒河江市では、給食費や副食費の無償化、保

育料の無償化など、子育て世代には大きな応援

になっています。いや、もっと今後ともいろい

ろな支援をしていくことが重要であると私は思

っています。 

  このような社会情勢の中、子供の貧困問題な

ど格差の拡大についての報道がされていますが、

さがえっ子の現状はどのようになっているのか

お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市における低所得の子育て世

帯の状況についてということでございます。 

  子供の貧困につきましては、山形県が令和５

年12月15日から令和６年１月10日にかけて子供

の生活実態調査を行いまして、県全体の貧困率

等が公表されているところであります。 

  これは等価可処分所得ということで、世帯の

可処分所得を世帯人数の平方根で割った数値と

いうことでありまして、世帯人員の生活水準を

示す指標ということだそうです。 

  この等価可処分所得が貧困線である127万円

に満たない子供の割合は6.9％で、前回、平成

30年度の調査と比較して9.1ポイント低下して

いるということであります。 

  貧困率が低下した要因としましては、独り親

世帯の割合が前回より2.4ポイント下がりまし

て、また、保護者の正規雇用の割合が、父親が

3.2ポイント、母親が9.8ポイント増えたことか

ら、等価可処分所得の平均額が、前回と比べま

してプラス63万円となる304万円という平均額

に増加しまして、貧困率改善の要因になってい

るというふうに推測されております。 

  ただし、この県の調査では市町村ごとの数字

というものは示されておりませんので、本市と

しましては、市が行っている事業の数字から令

和元年度と現在の数値を比較して、貧困世帯の

増減を分析したところであります。 

  まず、認可保育施設を利用している就学前の

児童がいる世帯についてでありますが、子供の

父母の市民税額で保育料の負担区分を決定して

おりますので、令和元年度における市民税非課

税世帯は全体の8.9％でありました。これに対

しまして、令和７年度は6.4％と減少しておる

ところでございます。 

  また、県の保育料無償化に向けた段階的負担

軽減事業の対象となります世帯年収470万円未

満相当世帯の割合につきましては、令和元年度

が46.0％であったのに対しまして、令和７年度

は26.8％で、こちらも減少しているところであ

ります。 

  さらに、18歳未満の児童、障がい児につきま

しては、20歳未満の児童ということになります

が、これらの児童を養育している独り親世帯の

父母等に支給している児童扶養手当につきまし

ては、支給対象者本人と扶養義務者の所得制限

がございまして、所得額によって支給額が決定

されるというような仕組みになっております。 

  例えば２人扶養で本人所得額が284万円以上

の場合は全部停止というふうになりますが、こ

うした所得制限により全部停止されている方は、

令和元年度が全体の15.1％であったのに対しま

して、令和７年度は17.9％と増加しております。 

  これらの数値から見まして、本市において子

育て世帯の貧困世帯は、令和元年度と比較して

減少しているものと分析しているところであり

ます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 数字的には検証して、貧困世帯

と言われる人が減少しているということが数字

的には明確になってきたと思われます。 

  また、日本の貧困は相対的貧困と言われて、

地域や社会で普通とされる生活が享受できない

状態で、所得でいえば単身者世帯では年間で

122万円以下が一つの目安とされています。 
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  子供の貧困は、子供が経済的困難と社会生活

に必要なものの欠乏状態に置かれ、発達の諸段

階における様々な機会が奪われた結果、人生全

体に影響を与えるほどの多くの不利を負ってし

まうことと定義されています。 

  子供の貧困は、経済的困難を中核にしながら

も、不十分な衣食住、適切なケアの欠如や虐待、

ネグレクト、文化的資源の不足、低学力、低学

歴、低い自己評価、不安定、不信感、孤立、排

除が複雑に絡み合っていて、大人になっても貧

困から脱出できなければそのまま引き継がれて

しまうということが多く問題になっているよう

です。 

  このような物価上昇に、今、賃金がついてい

っていない中、保育料などの無償化はよい施策

だと思います。今年度より３歳未満児の全ての

対象者の保育料が半額になったのも、子育て世

帯には大きな応援になっているのではないかと

思います。それが、先ほど市長がおっしゃった

数字に表れているのではないかと思います。今

後とも、子育て世帯に大きな応援を送っていた

だきたいと思います。 

  次は、家族との関係で、ヤングケアラーなど

の問題はどのようになっているのかお伺いいた

します。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 ヤングケアラーの問題について

でございますが、ヤングケアラーの存在は家庭

内の問題であるために表面化が難しく、支援が

必要であっても気づかれないことが多いという

のが現状でありまして、その対応には慎重さが

求められております。 

  ヤングケアラーの把握につきましては、要保

護児童対策地域協議会での情報共有であります

とか、学校における日頃からの子供との関わり

などから把握するよう努めてまいりましたが、

直接子供に状況を確認する機会というのはこれ

までございませんでした。 

  そこで、直接子供のヤングケアラーとは何か

といった周知でありますとかその状況確認を行

うために、こども家庭センターを設置した令和

６年度から、毎年１回、子供本人が回答する実

態調査、ヤングケアラー支援のためのアンケー

トというような名称ですけれども、これを行う

ことといたしております。 

  調査は、市内における小中学校の小学５年生

と６年生及び中学１年生から３年生までを対象

に、児童生徒用タブレットからのウェブアンケ

ート回答方式によりまして行って、回答は本人

を把握し、個別に対応ができるように、任意の

記名方式というふうにしております。 

  令和６年度のアンケート回答率ですけれども、

小学生が89.9％、中学生が78.2％で、そのうち

記名回答者は小学生が75.0％、中学生が51.6％

となっております。 

  ヤングケアラーという言葉をこれまでに聞い

たことがなくこのアンケートで知ったと回答し

た小学生が70.1％、中学生が55.5％ということ

でありましたから、実態調査の重要性といった

ものがうかがえるというふうに考えております。 

  調査実施に際しまして、ヤングケアラーの具

体例を分かりやすくイラストで示したチラシも

送付いたしましたが、困った際には子供が直接

連絡できるように、チラシ裏面にこども家庭セ

ンターの連絡先を記載しまして周知を図ってお

ります。 

  令和６年度のアンケートには、少ないながら

も、家の手伝いや家族の世話に時間を取られて

いる、自分の気持ちを聞いてほしいと思ってい

るなど、子供自身の主観的な回答が寄せられて

おりまして、この中から、記名回答者の中で実

態把握が必要な子供、中学生２名が該当しまし

たが、これについて生活等の客観的な実情の把

握を慎重に行いながら、支援対象であるかを判

断させていただきましたが、ヤングケアラーと

認められる状況にはありませんでした。 
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  今年度、令和７年度につきましては既に子供

からの回答を得て、現在、内容を精査中であり

ます。 

  今後も毎年１回の実態調査を行いながら、ヤ

ングケアラーという言葉の周知と対象者の把握

に努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  今後、ヤングケアラーと認められる子供に対

する支援につきましては、子供と保護者等の複

雑な心情等に配慮しつつ、子供とその家族が日

常的に接点を有する学校のほか、障がい福祉、

介護、医療等関係機関との連携協力体制をより

強固にしまして、適した相談支援につながるよ

う丁寧に対応してまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 引き続きアンケートなどを取っ

ていただきたいと思います。 

  以前、文化センターのほうでヤングケアラー

の当事者の方のお話をお伺いしました。高学歴

で、お母さんが精神的に弱い人で、そのお母さ

んの世話をしているという男性の方でした。そ

のときは当たり前のようにお母さんの世話をす

るのだと思って過ごしていたそうです。途中で

気づきもなかったということでしたね。でも、

お母さんのところに往診してくださる精神科の

医師が毎回自分に声をかけてくれて、頑張って

いるねと言ってくれるのが大変励みになったと

話されていました。 

  多くの手でなくてもよいので、必ずつながっ

ていることを意識できるような関わり方を続け

ていくということが、やはり重要であると思い

ます。アンケートが小さな芽のうちに摘めるの

であれば継続して、その子がその子らしく生き

られるように、ぜひ寒河江市としても大事にし

ていただきたいなあと思います。 

  やはり家族の関係も子供たちとの関係も複雑

化する子育て環境の中で、今後どのようにこど

も家庭センターを活動していくのかというのを

お伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 こども家庭センターの活動につ

いて御質問いただきました。 

  近年、子育て環境が変化しまして、特に核家

族化が進みまして、育児協力を得ることが難し

くなってきた。また、子供にスマートフォンで

動画を見せたまま放置しておくというようなこ

とがあるなど、支援を必要とする世帯が増加し

ておりますけれども、抱えている問題が複雑か

つ多様化しているため、該当する世帯を取りこ

ぼすことなく把握していくことが重要な課題と

いうふうに考えております。 

  そこで、こども家庭センターを周知するため

に、学校や保育施設にパンフレットを配布した

ほか、民生委員・児童委員や主任児童委員等の

研修会におきましてセンターのＰＲを行いまし

た。そうしましたら、学校などの関係機関だけ

ではなくて、市民からも相談や情報がセンター

のほうに寄せられるようになっております。 

  令和６年４月の開設から令和７年３月までに

寄せられた児童福祉関連の相談件数につきまし

ては、延べ929件となっております。 

  支援対象世帯の把握につきましては、母子保

健を担当するすくすく健康係というのがござい

まして、こちらのほうが実施している各種母子

保健事業でありますとか学校等の関係機関との

関わりにおきまして支援の必要な世帯を把握し

まして、その情報を児童福祉担当である子ども

家庭相談係と共有して連携しながら対応してい

るところであります。 

  また、必要な方には公認心理師への相談を勧

めて、孤立感の解消や不安の軽減を図るなど、

虐待につながらないように未然防止に力を注い

でいるところであります。 

  そのほかにも、民生委員・児童委員や主任児

童委員に対しまして、何かあった際の協力であ

りますとか見守り等をお願いすることで、関係
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機関が１つになって、子供を見守り支援してい

くための体制づくりに取り組んでいるところで

あります。 

  近年、ハイリスク妊婦の割合が増加している

ということでありまして、特定妊婦といった方

も一定数いるということ。そして、核家族化の

進展等によりまして、子育てに不安を抱える世

帯や支援を必要とする世帯が増加しているとい

うこと。支援を必要とする対象者ほど連絡が取

りにくく支援から遠くなりがちでありまして、

もしくは支援のタイミングが遅れてしまう傾向

にあるといったこともございます。 

  様々な課題が出てきておりまして、今後、こ

ども家庭センターの果たす役割というものはま

すます重要になっていくものというふうに考え

ております。複雑で困難な事案に対応できるよ

う職員研修等にも取り組んでおりますが、さら

に専門的な知識を身につけまして、また、関係

機関との連携を強化しながら、一つ一つの事案

に対しまして課題解決が得られるよう対応して

まいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 本当に子育てが大変な時代にな

ってきていると思います。いろいろとこども家

庭センターの専門の方たちも、本当に身を粉に

して一生懸命子育てを応援してくださっている

のは分かります。やはり必要なところに必要な

手だて、そういうことをきちんとできるように、

また、虐待の通報とかそういうこともこの場所

でいいということなどを周知徹底していくとい

うことを、今後とも一般の市民の皆様にも通知

していただければありがたいと思います。 

  続いて、（２）の学習支援や子ども食堂の現

状と今後の支援体制についてというのを質問し

たいと思います。 

  学習支援や子ども食堂の活動はどのように本

市として支援しているのかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 まず、学習支援事業、愛称はさ

くらんぼ塾ということでありますが、これにつ

きましては、令和６年度から市内のＮＰＯ法人

に委託しまして、市内に住民登録している中学

生と高校生を対象に実施しております。今年度

で２年目ということになります。 

  事業の周知方法につきましては、中学生には

学校を通じて全員に募集チラシを配りまして周

知しておりますが、高校生に対しましては、Ｎ

ＰＯ法人が、市内に住民登録をしている高校生

に直接声がけを行う等の方法で募集を行ってお

ります。 

  さくらんぼ塾には、現在、高校生１名、中学

生７名の合計８名が登録しておりまして、毎週

土曜日を基本に、ハートフルセンター２階の和

室で午後４時から２時間の学習支援を行ってお

ります。夏休み期間や受験直前時には実施回数

を増やして土曜日以外にも行うなど、子供に寄

り添った対応に努めているところであります。 

  講師につきましては、現役の高校生８名が担

っておりまして、生徒との年齢が近いというこ

とから、和気あいあいとした雰囲気の中でほぼ

一対一の学習に取り組んでいるということです。 

  講師を務めている高校生自身は、社会の役に

立ちたいという気持ちでありますとか将来教員

を志望しているといった理由から参加していた

だいておりまして、自身の将来を見据えた高校

生の自立心向上にもつながる事業ではないかな

というふうに考えております。 

  また、子ども食堂につきましては、学習支援

事業を委託しておりますそのＮＰＯ法人が月２

回、18時30分からハートフルセンターを会場に

開催しているところであります。第３木曜日は

市内の親子を対象に行い、第４土曜日はさくら

んぼ塾の終了後、住所要件を設けずに市内外か

らの親子を対象に実施しております。 

  市内外というのはどこからかということです

けれども、東根市、天童市、山形市、中山町、
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大江町からそれぞれ１組程度が毎回参加してい

るということで、特にお隣中山町からの参加者

が多いようです。 

  このように実施しておりまして、１回当たり

の参加者は約35名ということで、特に小学生の

参加者が多くなっているということであります。 

  なお、住所要件を設けていない子ども食堂と

いうのは、一般にあまり例がないということで

あります。 

  市が学習支援事業と子ども食堂に対して行っ

ている支援でございますが、学習支援事業は委

託事業でありますので、事業者と定期的に話合

いの場を設けて、その意見や要望をお聞きしな

がら充実した学習環境づくりに努めているとこ

ろであります。 

  子ども食堂への支援につきましては、会場の

使用料免除でありますとか、国や県からの子ど

も食堂に関連する補助金等に関する情報提供の

ほか、市から毎月精米10キログラムの提供を行

っております。 

  特にこの精米の支援というのは好評でありま

して、ＮＰＯ法人からは、このように定期的な

行政支援を受けている例というのは珍しく、行

政側とよく連携が図られている好事例だという

ふうなありがたいお言葉をいただいております。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５８分  

 再 開 午後 １時００分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  太田議員。 

○太田陽子議員 子ども食堂や学習支援について

今後どのように支援していくのかお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 学習支援や子ども食堂に対する

今後の支援につきましては、今のところ、事業

者であるＮＰＯ法人から特に追加支援の要望と

いうのはありませんが、先ほど申し上げました

とおり、精米の支援というのは本当に助かって

いるというふうにお言葉をいただいております。 

  今後も精米の支援を継続して行うとともに、

事業者と常に連携を密にしながら、現場の視点

からの意見や要望をいただいた際には十分に内

容や方法を検討し、よりよい事業になるよう努

めてまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 子ども食堂をやっていらっしゃ

る方から、本当にお米は助かったと私もお伺い

しました。ぜひ今後ともそういう支援を続けて

いただきたいと思います。 

  子ども食堂が全国にもう7,000か所から１万

か所になったという報告もあります。学習支援

も広がっています。興味はあるけれども、困窮

家庭が利用するという固定観念があって、なか

なか行けないのだなどという声はないのでしょ

うか。 

  ＮＰＯ法人の方も全ての子供たちにチラシを

回して努力していらっしゃることもありますの

で、ぜひ寒河江市としてもそういう広報の支援

などを手厚くしていただきたいと思います。 

  続いて、学校生活の中での子供の変化をどう

捉え対応しているかということについて質問し

たいと思います。 

  給食費の無償化や就学援助金の支給など、子

供の教育にも力を入れている寒河江市であると

思います。 

  そこで、学校生活の中で子供の変化などをど

のように捉えているかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 子供の変化をどのように把

握しているかということですが、学校では毎朝

担任が学級の子供たちの健康観察を行っており

ます。その際には、健康状態だけではなく、ふ

だんと違う暗い表情をしていないか、服装の汚

れや毎日同じ服を来ているなど身なりで気にな
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るところはないかなど、様々な面から子供たち

の様子を把握するようにしています。 

  また、授業の中でも、例えばふだんは学習の

準備がしっかりとできている子供さんが、忘れ

物が続いたり学習に必要な用具がなかなかそろ

わなくなったりするなど、いわゆるサインを出

すこともあります。そのようなサインは、子供

が何らかの助けを求めている可能性もあるため、

素早くかつ丁寧に対応していく必要があります。 

  全国では、夏休みなど学校給食が食べられな

い長期休み明けに、痩せてしまって子供が登校

するといった事例もあります。特に長期休業が

明けて子供たちが登校した初日には、そのよう

な変化についても気をつけて確認するようにし

ています。 

  このように、学校では日頃から子供の様子に

気を配り、いつもと違う姿を見せた場合には、

その背景に何か困っていることを抱えているの

ではないかというふうに捉え、子供の話を聞い

たり家庭と連絡を取ったりしながら、必要な対

応を進めていくよう努めているところです。 

  子供たちが困っていることや悩みを抱えてい

る場合には、自分からも周りの大人に相談する

ことができるように、寒河江市ではＳＯＳの出

し方教育をこれまでも行ってきております。 

  そしてまた、そのＳＯＳをしっかりと受け止

めることができるよう、教員に対しましてもＳ

ＯＳの受け止め方に関する研修も継続して実施

しております。 

  ４月に実施されました全国学力・学習状況調

査の回答では、困り事や不安があるときに、先

生や学校にいる大人にいつでも相談できますか

という質問に対しては、当てはまる、どちらか

といえば当てはまると回答した小学６年生は

70.1％、中学３年生は70.6％となっています。 

  この数値をもっと高められるように、今後も

教職員が心のアンテナを高くして、子供の変化

をしっかりと受け止め、子供に寄り添った対応

を行うとともに、日頃から子供たちが困ってい

ることや悩みを学校にいる大人に相談できる、

信頼関係づくりを進めてまいりたいというふう

に考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 子供の心に寄り添った支援がと

ても重要だと思います。子供たちは先生たちの

考え方、心の大きさをきちんと把握して、70％、

70.6％、これは子供たち多いと思います。こう

いう子供たちがきちんと学校の職員をちゃんと

慕っているという表れではないかと思います。

忙しい中、本当に先生たちは大変だと思います。 

  物価高騰など普通に暮らしている家庭にも大

きなしわ寄せが来ているのではないかと思いま

す。困難を抱えている家庭に対してどのような

支援をしているかお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 学校で困難を抱えている家

庭ではないかというふうに把握した場合には、

担任だけでなくて管理職やほかの教員、そして

事務職員など、その家庭に関係する複数の職員

で子供の情報を共有し、対応に当たっています。 

  特に経済的な困難を抱えている場合は、学校

の教職員だけで対応することが難しいため、子

育て推進課など関係課とも情報を共有しながら、

具体的な支援につなげているところです。 

  今年度から学校教育課にスクールソーシャル

ワーカーを１名配置しました。スクールソーシ

ャルワーカーというのは、学校や家庭で子供が

抱える困難について福祉的な視点に立ち、保護

者、学校、関係機関等と協力しながら課題解決

に向けて支援し、子供が安心して希望を持って

学校生活を送ることができるよう働きかける福

祉の専門家のことです。 

  本市では、社会福祉士と公認心理師の資格を

持つ方にスクールソーシャルワーカーとして勤

務いただいております。 

  主な支援活動といたしましては、学校を訪問
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しての子供の様子や観察、子供や家庭について

の相談や面談への同席、指導や関わり方のサポ

ートなど教職員への支援、家庭を訪問しての生

活での困り事や福祉サービスの利用支援などの

相談といった保護者への支援、そして、ケース

会議への参加や関係機関とのかけ橋となって連

携した支援の実施などが挙げられます。 

  現在では、スクールソーシャルワーカーは朝

から学校訪問したり、場合によっては夜に家庭

訪問をするなど、例えば６月、７月は、電話相

談も含めると月に延べ80件を超える子供や家庭

のケースに対応しておりまして、困難を抱えて

いる子供や、その家庭、教職員を支援しており

ます。 

  子供たちが安定した学校生活、家庭生活を送

ることができるよう、困難を抱える子供や家庭

の早期発見も含めまして、関係各課や関係機関

とも連携しながら、今後も支援を継続して行っ

てまいりたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 先ほどお伺いしたヤングケアラ

ーの問題などにも、スクールソーシャルワーカ

ーの方のアドバイスなどは大変有効になるので

ないかなと思います。ぜひ今後とも活用してい

ただきたいと思います。 

  この春から、不登校の子供たちに対して寒陵

スクールの開校時間を長くしていただいたり、

各中学校の別室登校相談員の配置など、本当に

子供が学校に通えるようになったという感謝の

声が私のほうにも寄せられています。 

  学校内の、確かに先生たちはお忙しいでしょ

うけれども、子供の変化など教育現場での発見

が大きいと思います。ぜひ今後とも、スクール

ソーシャルワーカーの配置などを活用していた

だき、早期に子供たちの問題を解決できるよう

にしていただきたいと思います。 

  寒河江に残って寒河江で子育てしたいと思え

るような環境づくり、今後ともお願いしたいと

思います。 

  通告番号６番、国民健康保険制度についてで

す。 

  マイナ保険証施行後の滞納者の窓口負担につ

いてですが、昨年12月２日よりマイナ保険証に

なり、国民健康保険証の紙ベースがなくなると

いう状況になりましたが、滞納者に対する窓口

負担はどのようになっているのかお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 国民健康保険の窓口負担につき

ましては、国民健康保険法に基づきまして、国

民健康保険税が長期間納付されない場合におい

ては、従来、資格証を発行し、医療機関等で一

旦10割の負担で支払っていただき、その後、申

請によって保険給付分の払戻しを受けるという

取扱いとなっておりました。 

  昨年12月２日にマイナ保険証を基本とする仕

組みに移行しておりますが、これまで同様、国

民健康保険税が長期間納付されない場合におい

ては、窓口で一旦10割分を支払い、申請によっ

て保険給付分の払戻しを受けるという取扱いと

いうふうになっております。 

  マイナ保険証を利用している方の場合は、窓

口負担が10割になるということが医療機関側に

表示されるようになります。 

  また、マイナ保険証を利用していない方には、

特別療養と記載された資格確認書が交付されま

して、同様に窓口負担は10割となっております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 私にもマイナ保険証がないので、

資格確認書というのが届きました。それで、私

もどうなっているのかなと大変気になりました。 

  10割負担があるというのは、滞納している人

にとっては大変負担になると思いますけれども、

今後ともそういうことのないようにしていただ

きたいなと思います。 

  あと、先ほどからありますように、急に困窮

になって滞納してしまった、倒産や解雇など急
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激な環境の変化で滞納してしまった、その間、

通院も余儀なくされた場合などで、滞納してい

る市民は２割、３割負担で受診できるのか、本

市はどのように対応しているのかお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 国民健康保険税の滞納となって

いる世帯に対しましては、年間を通して弁明や

納税相談の機会を設けております。それぞれの

御事情をお聞き取りしながら対応しているとこ

ろであります。 

  特に、突発的な就労環境の変化等によって著

しく生活困窮に陥ってしまった場合などは、分

割納付や支払い猶予の御相談をしていただくな

どの対応をさせていただいております。 

  なお、弁明や納税相談を行わず状況の確認が

できない場合や、聞き取りした結果、特別な事

情があると認められない場合などは、国民健康

保険税の納税者との公平を期すために10割負担

になってしまう場合もありますが、その目的と

いうのは、医療機関等での受診を遠ざけるため

のものでは決してなくて、納税相談の機会参加

を促すものでありまして、機械的な運用を行う

ことなく、納税できなくなった事情の有無を適

切に把握するためのものでございます。 

  これまでも納税相談等を行いながら、特別の

事情があると認められる場合には、通常の自己

負担分になるよう対応しているところでありま

して、国民健康保険税を滞納することですぐに

10割負担になるということではありませんので、

ぜひ早めに相談していただきたいというふうに

思っております。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 早めに相談に行けば対応してい

ただけるということであれば、滞納を長引かせ

ず、相談して払える段階で払えるとかそういう

ふうにしていただけるというのは、困っている

人にとっても大変よいことではないかと思いま

す。 

  弱い人が豊かに暮らせるような社会にならな

いとやはり駄目だと思います。お金がなくても

本当だったら10割負担でなくて医療費が無料に

なるとか、高齢者は無料になるとか、黙って年

金から介護保険を引かれて、三、四万で暮らし

ているなんていう高齢者がやはりおります。 

  そういうところにきちんと目を当てて、生活

できるような体制づくり、あと、激変した家庭

での困窮者へも、もう寒河江市全体で頑張って

そういう人たちを救っていただきたいと思いま

す。ぜひよろしくお願いいたしまして、質問を

終わります。ありがとうございました。 

 

児玉 崇議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号７番について、４番児

玉 崇議員。 

○児玉 崇議員 皆さん、長時間お疲れさまでご

ざいます。壮風会の児玉 崇でございます。 

  通告番号７番、物価高騰等の影響により停滞

している地域経済の活性化と、市内消費喚起を

目的としたプレミアム商品券事業（チェリンＰ

ａｙ）の販売についてお伺いをさせていただき

ます。 

  今回の事業は約１か月前の８月１日から利用

が始まったばかりで、12月末までの約５か月間、

まさに現在進行中の事業であります。そのため、

まだ結果が出そろっていないのではないかとの

御意見もあろうかと思います。 

  しかしながら、既に市民の声が多く寄せられ

ており、そして、次回以降の実施も視野に入れ

るならば、早い段階で検証と改善の視点を共有

することは極めて重要であると考え、あえて本

定例会で取り上げさせていただいたものであり

ます。 

  県内では、昨年度末から35市町村のうち30市

町村で同様の事業が実施されていると認識して

おりますが、多くは市民限定あるいは世帯ごと
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に配布や販売という方式を取っております。 

  これに対して本市は、地域商工業者に向けた

地域経済の活性化を第１の目的に置かれたこと

から、市外や県外の方も含めて購入できる仕組

みとされました。地域の事業者を支援するとい

う趣旨は十分理解しますし、私の支援者を含む

商工業者の皆様からも、いろんな人に使っても

らえてありがたいとの声があることも承知して

おります。 

  一方で、市民の皆様からは、せっかくの市の

予算である以上、まずは市民の暮らしに還元し

てほしいとの声も寄せられております。私自身

も、市民一人一人の安定した生活を大切にした

い、その視点は欠かせないと感じております。

市民が元気でこそ、地域商工業者も持続的に支

えられ、まち全体が活性化していくはずである

と考えるからであります。 

  したがって、今回は、事業効果をどう高め、

市民の生活支援と事業者支援の双方につなげて

いくかという観点から、幾つか提案を交えつつ

質問させていただきたいと思っております。 

  御承知のとおり、歯止めがかからない物価の

上昇、特にエネルギー価格や生活必需品の価格

高騰は市民生活や市内事業者の経営を大きく圧

迫しております。 

  商工業者の皆様からは、売上げは伸び悩むが

仕入価格が上がり、経営が難しいという声が寄

せられ、また市民の方からも、食費や光熱費が

重くのしかかり、節約ばかり考えてしまうとい

った声が多く届いております。 

  こうした中で、本市が地域経済緊急対策とし

て取り組んだのがプレミアム商品券事業、いわ

ゆるチェリンＰａｙであります。地域での消費

を喚起し、事業者の元気につなげるための大切

な事業であると私も認識しておりますし、私の

支援者を含め、多くの商工業者の皆様からもあ

りがたい取組だという声も上がっております。 

  一方で、市民の皆様の声を伺っておりますと、

なぜもう少し早く実施できなかったのか、応募

や利用方法が分かりづらい、高齢の方々がなか

なか登録できず苦慮していたといった切実な意

見も少なからず寄せられております。 

  市長も記憶にあるかと存じますが、前々回、

本年度第１回の定例会において私は、緊急経済

対策事業の継続について質問をさせていただき

ました。その際は、市長のほうから、令和７年

度においては地域経済緊急対策事業として６月

後半頃の実施を想定したチェリンＰａｙによる

プレミアム商品券事業の実施を予定していると

の御答弁をいただいたところであります。しか

しながら、実際には今回８月からの実施となり

ました。 

  もちろん準備や調整に要した時間もあったか

と思いますが、県内ほか自治体が春から初夏に

かけて早期に実施している例が多く見られる中

で、本市の販売利用開始の時期が適切であった

のかどうか。市民からのもっと早く実施してほ

しかったという声をどう受け止められているの

か、改めて御意見をお伺いできればと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

  ちなみに、今回の質問は、多くの市民や商工

業者にお伺いした中で、事業の効果をより大き

なものにしていただくための建設的な提案であ

り、市の貴重な予算を使うからこそより多くの

市民が恩恵を受け、事業者にとっても確実に効

果が波及するようにしていきたい。そのための

建設的な提案の一環として伺うものであります。 

  そこで、今回は通告どおり大きく４つの質問

をさせていただきます。順次質問させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、初めに、実施時期と計画並びに抽

せん方式についてお伺いします。 

  まずは、実施時期と計画についてお伺いしま

す。 

  今申し上げたとおり、県内の他自治体では３

月から６月にかけて事業を早期に実施している
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例が多く見られましたが、本市における今回の

応募期間や販売時期は緊急的な地域経済対策と

して妥当であったのか御意見をお伺いいたしま

す。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 今回の商品券事業につきまして

は、６月23日から７月18日まで購入申込みの受

付を行いまして、７月25日の抽せん結果の発表

を経て、８月１日から使用開始しているところ

でございます。 

  使用期間の設定に当たっては、より一層の経

済波及効果と、宿泊業や飲食業の方々の御要望

を考慮して、消費が特に活発になるお盆と、そ

して、寒河江まつりが９月に含まれますので年

末までの期間を設定したものであります。 

  なお、進捗状況につきましては、県外の方を

含む9,788人から購入申込みがありまして、販

売予定の４万セットに対して３万8,034セット

の購入申込みをいただきましたが、購入期限の

８月31日までに購入されたのは３万6,299セッ

トでありました。 

  残りの3,701セットにつきましては、９月８

日から９月21日まで追加購入の申込み受付を行

いまして、申込み多数の場合には抽せんを実施

した上で、10月１日から使用開始の予定として

おります。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 ありがとうございます。 

  あわせて、今回は応募多数の場合に抽せん方

式を採用されましたが、結果的に、今御説明い

ただいたとおり全員が購入できたと承知してお

ります。また、当せんされた方でも未チャージ、

いわゆる購入されなかったという方も相当数お

られたようであります。そのような中、市民か

らは、当初、当たるかどうか分からず不安だと

いう声もありました。 

  市内商工業者に対しての地域経済の活性化を

第１の目的としたことは理解しますが、周りを

見渡せば同様の事業を実施している市町村の約

８割が市町村民限定、全戸配布等の市町村民の

生活への配慮がなされている中、本市はなぜ抽

せん方式を取られたのか、その理由と今後の在

り方についてお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 抽せん方式を採用した理由につ

いてでございますが、先着順による販売方法に

比べまして購入機会の公平性を確保しやすいと

いうことのためであります。 

  また、他の自治体のようにプレミアム分だけ

の金額の商品券を全戸に配布する方法を採用し

た場合、本市の７月末時点の世帯数が１万

4,837世帯ということでありますので、今回の

プレミアム分の6,000円の商品券を配布する条

件で試算しますと、その経済効果からすると約

8,900万円となります。このたび本市が採用し

た方式での経済効果は２億6,000万円いうこと

になりますので、これに比べ約34％にとどまる

ということになります。 

  今回は経済効果を高めることを第一に考え、

購入者対象を市民だけに限定せず、広範囲から

消費意欲のある多くの方々が商品券購入を申し

込めるようにしたことから、申込者の増加に備

えて抽せん方式を採用したものであります。 

  今後につきましては、消費意欲の高い市民が

可能な限り商品券を購入できるように配慮しな

がら、市内商工業の経済活性のため最も効果の

高い施策となるよう検討してまいりたいと思い

ます。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 ありがとうございます。申し上

げているとおり、市民への配慮といったところ

も、ぜひ今後ともよろしくお願いしたいなとい

うふうに思います。 

  続きまして、大きい２番目です。利用者視点

での課題と改善点についてお伺いいたします。 

  まずは、利用者の利便性についてお伺いしま
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す。 

  市民からは、アプリの登録や申込みの入力が

難しい、抽せん確認が分かりづらい、チャージ

できる場所が限られて不便さを感じたとの声が

寄せられております。 

  こうした中、利用者の声をどう受け止め改善

につなげていかれるか御見解をお伺いできれば

と思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 このチェリンＰａｙにつきまし

ては、特に高齢者を中心にアプリの操作方法に

関するお問合せを専用のコールセンターであり

ますとか担当課のほうにいただいておりまして、

抽せん結果の確認ができないとか、セキュリテ

ィーのための２段階認証のパスワードの確認画

面と入力画面の切替えで操作に戸惑うなどのお

話を伺っているところであります。 

  確かにほかの決済用アプリも様々ございます

が、こうしたものと比較して操作の手順が多い

ことなど、操作性の改善は必要であるというふ

うに認識しております。 

  今後、プレミアム商品券事業を実施する場合

には、ほかの決済用アプリも検討しまして、費

用対効果も考慮しながら、なるべく操作が容易

なものを採用してまいりたいと考えております。 

  また、今回ですけれども、前回はより身近な

コンビニエンスストアでのチャージが可能であ

りましたが、従業員の対応が難しいなどの理由

からこれが外れることになりまして、チャージ

可能な事業所数が減少しております。今後、チ

ェリンＰａｙ方式にてこの商品券事業を取り組

む際には、幅広い業種の事業所に御協力をお願

いして、チャージ対応事業所の増加も図ってま

いりたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 御答弁ありがとうございます。

理由を伺えば、納得できる内容でございます。 

  今から質問をするところが一部ちょっと御回

答をいただいたところでありましたが、チャー

ジ先がこれまでの実施では、フローラでの販売

やコンビニでの決済などあらゆる購入者の利便

性に配慮がなされていたと感じましたが、今回

は温泉組合の５つの施設とガソリンスタンド５

件に限定されたことについて、その狙いや効果

をどのように評価されているのか。あわせて、

クレジットカードと現金による購入割合につい

てもお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 現金によるチャージが可能な事

業所につきましては、コンビニエンスストアを

含む各事業所とチャージ業務委託の交渉をさせ

ていただきましたが、その結果として、今回は

宿泊施設とガソリンスタンドの各５件ずつにお

引き受けいただいたといった経過がございます。 

  コンビニエンスストアのように24時間対応と

いうわけにはまいりませんが、宿泊施設とガソ

リンスタンドはともに営業時間が長く、土曜日、

日曜日も対応していただけるということから、

比較的利用しやすい場所なのではないかという

ふうに考えております。 

  また、クレジットカードと現金による購入割

合につきましては、クレジットカードが59％、

現金が41％となっております。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 クレジットカードが６割、現金

４割ということで、私も購入をさせていただき

まして、クレジットカードで、先ほど市長から

説明があったセキュリティーで引っかかった人

間の１人で、チャージまで１時間ぐらい要しま

した。すみません。 

  さらに、今回の商品券はプレミアム率が30％

ということでございますが、一口5,000円購入

で1,500円分のプレミアム、Ａ券、Ｂ券に分か

れる方式でありましたが、市民の一部からは複

雑で分かりにくいという声もございました。 

  地域商工業者の活性化という目的を踏まえつ
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つ、より分かりやすく利用しやすい仕組みにで

きないものかお考えをお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 この商品券の利用状況を見ます

と大型のスーパーマーケットの利用が多く、今

回のようにＡ券、Ｂ券を設定していなかった平

成27年度実施の商品券事業の実績におきまして

は大型店が全体の売上金額の３分の２を占める

結果となったことから、中小規模の一般店にも

経済効果が及ぶようにするために、このＡ券、

Ｂ券の設定を始めたといった経緯がございます。 

  システム上、Ａ券のみ使用可能な大型店では

自動的にＡ券の残額から差し引かれますけれど

も、Ａ券とＢ券の両方が使用できる一般店では

どちらを使用するか迷われる方もおられるのか

と思いますので、一般店の使用の際も迷わずに

済むように一般店でのみ使用可能なＢ券の残額

から優先して自動的に差し引かれるシステムに

改善できないものか、今後検討してまいりたい

と考えております。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 ありがとうございます。 

  特に高齢の方々、レジでお支払いをするとき

に、特に最初などは戸惑われていたというよう

な、とあるスーパーのレジの方からお伺いもし

ました。ですので、そういったところの御検討

を、次回されるのであれば御検討をお願いでき

ればなというふうに思います。 

  それでは、次に購入者属性の分析とデジタル

に不慣れな方への配慮についてお伺いいたしま

す。 

  まずは、購入者の属性や利用者状況について

お伺いいたします。 

  過去実績の中では申込みの際に提供が必要で

はなかった、氏名、性別、生年月日、住所など

の個人情報の登録という入力作業が今回は必要

であったわけですが、これは重複購入を避ける

目的もあろうかと思いますが、ここまでの個人

情報を求めたということは、実施に対しての検

証データとして活用されることも期待されると

考えます。 

  そこで、収集された住所、年齢、性別などの

データから、市内、市外、県外の割合や年齢層

などの傾向を明らかにし、地域商工業者への経

済効果がどの程度あったのか分析結果をお伺い

したいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 これから分析結果についてお答

えさせていただきますけれども、まず、購入申

込みの際に御入力いただく氏名や住所等の個人

情報につきましては、マイナンバーカード等を

活用した個人認証で確認されたものではなくて、

あくまでも自己申告で入力された情報の集計結

果でありますことを、まず御承知いただきたい

と思います。 

  今回購入いただいた方の住所地別の割合につ

きましては、市内が72％、寒河江市を除く県内

が27％、県外が１％であります。 

  また、男女別の割合につきましては、男性が

41％、女性が59％。 

  そして、年代別になりますと、29歳以下が

７％、30代が14％、40代が20％、50代が24％、

60代が22％、70代が11％、80代以上が２％であ

ります。 

  経済効果といたしましては、８月分の利用総

額については約１億1,000万円ということであ

りまして、内訳としては大型店・一般店共通の

Ａ券が約5,528万円、一般点のみ対象のＢ券が

約5,558万円とほぼ同額であります。 

  なお、商品券事業終了後には、性別と年代と

のクロス分析でありますとか、どのような店舗

で幾らぐらい購入したかなど詳細な分析ができ

るようになりますけれども、現時点では商品券

利用状況のデータが整っておりませんので、詳

細な分析はできない状況であります。 

  しかしながら、この商品券事業によって、県
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外を含めた市外からも商品券利用者が訪れるこ

とによる消費人口の増加でありますとか、ふだ

んよりも高額な商品の購入、そして、新しい店

舗に行くきっかけになるなど、地域経済がこの

商品券によって活性化していくことを期待して

いるところでございます。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 ありがとうございます。 

  ぜひ、事業が終わりましたら、今いただきま

した詳細データのほうもぜひ公開していただけ

ればというふうに思いますが、今お伺いした数

値もとても興味深いデータであると感じました。 

  今お伺いしましたデータでは、購入者の約６

割が女性であり、また、購入者のうち30代から

60代がかなりの割合を占めております。これは

やはり日常の生活費や家計を担う世代、立場の

方々が、物価高騰の中で少しでも生活の足しに

しようとこの制度を積極的に利用されている表

れだと感じております。 

  そして、一方、その数値のとおり、地元消費

が手薄と見られる若年層、29歳以下が７％とい

うことでその対応も必要ではあるかと思います

が、今80代以上が２％、70代が11％ということ

で非常に低い。デジタル社会になかなかなじめ

ない方々が多いと推察できる高齢者、あと、そ

のほかにも利用しにくかった層をどう取り込ん

でいくかが今後の課題であると認識する必要が

あると考えます。 

  そこで、ただいまお伺いしたデータからも推

察できますが、高齢者や操作に不慣れな方の中

には、購入を諦めた方も多くおられたのではと

考えられます。やってみたけれども、難しくて

大変だっけというような声も耳にしております。

こうした層を取りこぼさないため、今後どのよ

うな配慮を検討されるのかお伺いしたいと思い

ます。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 デジタルに不慣れな方への対応

と配慮ということでありますが、私も各地域で

市政ミーティングということで行っておりまし

て、この中で市民の方から直接お話をお伺いし

た際に、スマートフォン操作に不安があるとい

うこととか、あと、スマートフォンを持ってい

ないのでチェリンＰａｙを購入できないという

ようなお話をたくさんいただいております。 

  ほかの自治体での事例も調べましたところ、

スマートフォンを所有していない方に二次元コ

ードが印刷されたカードを発行しまして、その

カードを店舗側が読み取るという方式でキャッ

シュレスでの商品券事業を実施している自治体

というのがございました。 

  このようなスマートフォンアプリ以外の方式

についても改めて情報収集を進めながら、デジ

タルに不慣れな方にも商品券を利用いただける

よう、今後に向けて検討してまいりたいと考え

ております。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 本当に前向きな御回答をいただ

いて、非常にありがたいと思っております。 

  ただ、商品券、紙物を発行するとどうしても

人手であったり、あとは在庫の問題であったり

なんていうところ、それがあったゆえにやはり

こういったデジタルになったかと思いますが、

ぜひ、この数値が本当に物語っているかと思い

ます。かといって、高齢の方が裕福かというと

そうではないとも考えられますので、ぜひそう

いったところも、今後事業をされる際には検討

の１つに入れてもらえればと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  最後の質問でございますが、市民の生活支援

と事業者支援を両立したより効果的な仕組みへ

の発展に向けて、今後でき得る改善についてお

伺いしたいと思います。 

  今回の事業に当たっては、当局において生活

経済支援対策本部会議が設置され、関係する課

が集まって協議が行われたと承知しております。
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その上で、寒河江市緊急経済対策実行委員会に

事業が委ねられているわけでありますが、実際

に市民生活の実情や各課が持っている知見とい

うものがどのように実行委員会の議論や仕組み

に反映されたのか、その点は市民の立場からは

見えにくい部分があります。 

  私としては、一過性の経済効果を狙うだけで

はなく、未来につながる持続的な経済効果をど

う生み出していくかが重要だと考えます。 

  そのためには、商工業者の支援に加え、子育

て世代や高齢者、生活に困難を抱える方々、さ

らには、地域コミュニティーの現場を知る関係

課など、あらゆる角度からの知見をきちんと生

かし、市民一人一人の実情に寄り添った施策と

して発展させていくことが必要ではないでしょ

うか。 

  そこで、今回の事業を通じて得られた成果や

課題をどのように整理し、今後どのように改善

し、市民の生活支援と事業者支援の双方を効果

的に実現する仕組みへと発展させていかれるの

か、現時点でのお考えをお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 この商品券事業の実施に当たり

ましては、まず、庁内で設置しております寒河

江市生活経済支援対策本部会議というのがござ

いまして、こちらのほうで事業目的、予算規模、

実施方法の概要を決定しております。 

  この会議につきましては、様々な分野の関係

課が参加しておりまして、そこからの意見を踏

まえた上で決定しているということであります。 

  その後、実施主体である寒河江市緊急経済対

策事業実行委員会で、具体的なスケジュールや

販売方式などの実施方法の細部を協議して決定

しているというところであります。 

  今後、商品券事業を実施する場合には、今回

様々データを収集いたしておりますので、こう

したデータの分析を踏まえまして、市民の生活

支援のウエートを高めるべきタイミング、事業

者支援のウエートを高めるべきタイミング、そ

の時々のタイミングに応じて、重視されるべき

施策目的に対して最も効果の高い制度設計とな

るよう、今後取り組んでまいりたいというふう

に考えております。 

○柏倉信一議長 児玉議員。 

○児玉 崇議員 非常に前向きな御返答をいただ

きまして、本当にありがとうございます。ぜひ

両者ともにというような事業に進めていただけ

ればなと思います。 

  最後に、繰り返しになるのですが、価格やエ

ネルギーの高騰という厳しい状況の中で、地域

の商工業者の皆様に元気を取り戻していただき

たい。そして、市民の暮らしが少しでも安心し

安定したものになるように、この施策が真に役

立つことを願っての一般質問であったことを御

了承いただければと思います。 

  市民の皆さんが使ってよかった、助かったと

感じられる仕組みであればこそ、地域事業者の

皆様にも確かな経済効果が届き、持続的な地域

全体の活性化につながっていくはずです。 

  現在の進捗としては、７割強が市民購入であ

る一方、市外、県外の購入者が３割弱を占めて

おります。そこで、その３割弱の方々がどこま

で本市の経済効果となったのかという検証もも

ちろん必要ではあるかと思いますが、地域商工

業者を持続的に支えることができ、まち全体の

活性化を担えるのは、やはり市民の皆様なので

はないでしょうか。 

  そして、地域に生き地域に貢献する市民一人

一人の営み、これを市が支えていくことで、地

域離れの阻止、さらには、人口減少の歯止めや

地域活性化にもつながっていくものと考えます。 

  景況の回復を見せる要素もあるようではあり

ますが、物価高騰の波も収まる様子が見られず、

これから新米も出てまいりますが、昨年の米騒

動以来、いまだに米問題も収まっておりません。

引き続き、地域商工業者の下支えとなる姿勢も
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保ちつつ、市民一人一人の声にも耳を傾けてい

ただき、次につながる改善を積み重ねていただ

きたく、強くお願いを申し上げます。 

  この事業はまだ実施の途中でありますが、だ

からこそ現時点で寄せられた声を真摯に受け止

め、次に生かしていくかが肝要であると考えま

す。 

  本市の未来を見据えた持続性のある経済効果

を実現することを願っての一般質問であると捉

えていただき、行政と実行委員会、そして、市

民と事業者が一体となってこの難しい事態を乗

り越えていけるよう、本市の今後の取組に大い

に期待を寄せ、私の一般質問を終わらせていた

だきます。ありがとうございました。 

 

   散    会    午後１時４８分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和７年９月９日（火曜日）第３回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  柏  倉  信  一  議員     ２番  佐  藤  政  人  議員 

   ３番  野  口  康 一 郎  議員     ４番  児  玉     崇  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ７番  太  田  陽  子  議員     ８番  佐  藤  耕  治  議員 

   ９番  渡  邉  賢  一  議員    １０番  伊  藤  正  彦  議員 

  １１番  古  沢  清  志  議員    １２番  太  田  芳  彦  議員 

  １３番  阿  部     清  議員    １４番  沖  津  一  博  議員 

  １５番  荒  木  春  吉  議員    １６番  後  藤  健 一 郎  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

齋 藤 真 朗  市 長  猪 倉 秀 行  副 市 長 

佐 藤 志津男  教 育 長  木 村 三 紀  農業委員会会長 

今 野 育 男  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 東海林   恒  企画戦略課長 

石 橋 慶 幸  みらい協働課長  小 林 博 之  財 政 課 長 

武 田 栄 治  建設管理課長  渡 邉 健 一  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

小 関 光 彦  商工推進課長  後 藤 英 明  
さくらんぼ観光 
課 長 

東海林 茂 美  学校教育課長     

○事務局職員出席者 

髙 橋 良 子  事 務 局 長  伊 藤 正 弘  局 長 補 佐 

堀   和 敏  総 務 係 主 任  熊 谷 拓 哉  総 務 係 主 事 
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   議事日程第３号      第３回定例会 

   令和７年９月９日（火）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 一般質問通告書   

 令和７年９月９日（火）                         （第３回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

ウォーカブルなま

ちづくりについて 

 

 

 

 

 

 

中心市街地の街路

灯について 

(１)ウォーカブルなまちづくりについて 

(２)滞在快適性等向上区域の設定と国の

支援メニュー活用の可能性について 

(３)Ｐａｒｋ－ＰＦＩ方式による民間活

力導入の可能性について 

(４)公益社団法人寒河江青年会議所主催

の「寒河江夜市」に対する市長の評

価は。 

街路灯の再整備について 

３番 

野 口 康一郎 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

１０ 

 

 

本市職員の充足状

況について 

 

(１)市職員の現状について  

(２)市職員の近年の採用状況について 

(３)今後の職員採用方針について 

２番 

佐 藤 政 人 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

１１ 

 

 

 

本市の観光振興計

画の進捗について 

(４)在職職員に対するリスキリングの考

えは。 

(１)現在の取組状況について 

(２)観光人材の育成について 

(３)ＳＡＫＵＲＡＮＢＯツーリズム～体

験型観光の先進地～の実現に向けて 

 

 

市 長 

１２ 

 

 

 

 

１３ 

今夏の記録的高温

少雨による、さく

らんぼをはじめと

する農作物被害救

済対策等について 

戦後 80年の節目

に、平和で多様性

を認め合う多文化

共生社会の実現に

ついて 

(１)農作物高温少雨被害の状況について 

(２)被害を受けた農家の救済とさらなる

対策強化について 

(３)最低賃金見直しに伴う農業労働賃金

等標準協定表改定について 

(１)国籍や信教の違いなどで差別される

ことがなく、基本的人権を尊重し、

多様性を認め合える、寛容なこころ

を育む教育について 

(２)国際交流事業や草の根交流のさらな

る推進に向けて 

９番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

農業委員会会長 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

１４ 

 

１５ 

農業問題 

 

教育問題 

(１)本市地域計画の進捗状況 

(２)今後の展望 

(１)全国学力学習状況調査の結果分析 

(２)学力向上策 

(３)本市小中学校の通級指導の現況 

１５番 

荒 木 春 吉 

市 長 

 

教 育 長 

 ※表内の文字表記は実際の通告書に基づき掲載しております。 

 

 

野口康一郎議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号８番、９番について、

３番野口康一郎議員。 

○野口康一郎議員 おはようございます。寒政ク

ラブの野口康一郎です。早速ではありますが、

質問に入らせていただきます。 

  通告番号８番、ウォーカブルなまちづくりに

ついて質問させていただきます。 

  ２年前、初めての一般質問で私は、中心市街

地の活性化やフローラ・ＳＡＧＡＥの利活用に

ついて質問させていただきました。今年度、フ

ローラ・ＳＡＧＡＥの２階を大幅にリニューア

ルして、若者が新たな事業を創出するエリアイ

ノベーションプロジェクトも進んでおり、来年

度から利活用が本格化するようです。せっかく

フローラ・ＳＡＧＡＥもリニューアルしますし、

新たな人の流れも期待できると思います。 

  こうした背景も踏まえ、私は、まちなかウ

ォーカブル推進プログラムを活用し、寒河江市

が人に優しく、にぎわいのある、歩いて楽しい

まちを目指すべきだと考え、このたび質問させ

ていただきます。 

  ウォーカブルとは何のことかと申しますと、

主に歩きやすいや、歩くのが楽しいという意味
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を持つ造語で、特にウォーカブルシティという

概念に関連しているそうです。ウォーカブルシ

ティは、ただ歩きやすい道を整備するだけの意

味ではなく、自動車に頼らず、歩行や公共交通

機関を利用して快適に移動できるように設計さ

れたまちを目指すことです。この考え方は、車

中心から人中心の空間へと再構築する動きで、

日本だけでなく、世界中の都市でも広がってお

ります。日本では国土交通省が推奨しており、

令和７年４月末時点で全国390都市がこの考え

に共鳴し具体的な取組を進めているそうです。 

  さて、寒河江駅周辺の現状はどうでしょうか。

私は家で仕事をしながらお店の前を通る人を見

ていますけれども、歩いている人がいたとして

も、朝と夕方に学校に通う小学生や高校生、日

中は幼稚園や保育園の子供たちがお散歩してい

るぐらいで、歩いている人は残念ながらほとん

どいません。郊外型店舗の進出や高齢化、そし

て何よりも自動車中心の生活が必要不可欠な田

舎のまちならではのまちづくりが、人々の歩く

機会を奪い、町なかのにぎわいを希薄化させて

いるのではないかと感じています。 

  高齢化や人口減少が進む中、快適で安全な歩

行環境を整備することには、たくさんのメリッ

トがあるのではないかと感じています。人がた

くさん歩いていることによって、商店への来店

機会が増え、中心市街地のにぎわいの創出にな

ると考えます。また、歩くことで健康増進にも

つながる機会となりますし、車の利用が減れば

環境への負担も軽減されるかもしれません。地

域全体で歩く人が増えれば、介護予防となり、

将来的な介護費、医療費の削減につながるかも

しれません。 

  このような多角的な視点から、ウォーカブル

なまちづくりが今後寒河江市にとって重要なの

ではないかと考えますが、市長の御所見をお伺

いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 おはようございます。 

  野口議員から、多角的な視点からのウォーカ

ブルなまちづくりの重要性に対する所見につい

て御質問いただきました。特に中心市街地にお

いて歩きやすい環境をつくるということは、大

変重要な視点であると私も考えております。 

  国においては、都市再生特別措置法を令和２

年に改正し、居心地がよく歩きたくなる町なか

の創出による魅力的なまちづくりを推進してい

るところであります。これは、車中心から人中

心の空間へと転換を図るため、町なかの歩いて

移動できる範囲において、市町村が滞在の快適

性の向上を目的に実施する道路や公園といった

既存ストックの再編利活用、あるいは民間事業

者等が実施する滞在環境の向上に資する取組を

国が重点的、一体的に支援することを柱として

おります。 

  現在の寒河江市内を見てみますと、駅前再開

発や県道整備等により、町なかを車で移動する

ことにおいては大変快適になっておりますが、

商店や飲食店へ歩いてアクセスする人の数は相

当に減ったと認識しております。 

  一方で、市内には沼川沿いの遊歩道や寒河江

城址の面影を残す内楯の町並み、和の雰囲気で

統一している流鏑馬通りなど、歩きたくなるよ

うな魅力を備えているエリアが多く存在してお

り、観光資源としての潜在的な魅力も感じてお

ります。 

  さらに、歩きたくなる町なかの創出は、中心

市街地の活性化に寄与するだけではなく、健康

増進や介護予防など、市民のウェルビーイング

の実現にも効果的に働くのではないかと考えま

す。 

  都市再生特別措置法における、居心地がよく

歩きたくなるまち町なかづくりは、行政におい

ては道路や公園等の公共資産の再整備を、民間

事業者は所有地のオープンスペース化や低層部

の改築などを担い、官民一体となって中心市街
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地エリアに人の流れを生み出すこととされてお

りますので、本市においてもこのような手法を

取り入れながら、居心地がよく歩きたくなる町

なかづくりを推進することが重要であると考え

ております。 

○柏倉信一議長 野口議員。 

○野口康一郎議員 市長からもウォーカブルなま

ちづくりが大変重要だというお言葉をいただき

まして、大変ありがたく思っておるところでご

ざいます。 

  国土交通省が推奨するまちなかウォーカブル

推進プログラムでは、歩行者優先の公共空間整

備を進める自治体に対して、都市再生整備計画

への位置づけや税制支援措置などが講じられて

おります。本市でも対象となる滞在快適性等向

上区域の設定を視野に入れ、国の支援メニュー

を積極的に活用するお考えはありますでしょう

か、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 国土交通省におきましては、居

心地がよく歩きたくなる町なかづくりを推進す

るため、法律、予算、税制等をパッケージ化し

て支援を行っているところであります。 

  まちなかウォーカブルの推進に関しましては、

都市再生特別措置法に基づき進めることとされ、

その中で都市再生整備計画を策定した市町村は、

その計画を推進するため、国の都市再生推進事

業費補助金や社会資本整備総合交付金を受ける

ことができるとされております。 

  また、都市再生整備計画の区域内に居心地が

よく、歩きたくなる町なかの形成を目指す区域

を、滞在快適性等向上区域として市町村が設定

した場合に、民間事業者がその区域内に整備し

た土地、家屋、償却資産に対して固定資産税や

都市計画税を軽減する税制支援制度も設けられ

ております。 

  一方、現在、寒河江市においては、令和８年

度から計画開始となる第２期寒河江市都市計画

マスタープランと併せ、新たに立地適正化計画

の策定を進めているところであります。 

  この立地適正化計画は、コンパクトシティー

の形成に向けて、都市機能の再配置等の具体的

な都市像を示すアクションプランに当たるもの

ですが、この計画の推進を財政的に支援する都

市構造再編集中支援事業というものがありまし

て、この事業の交付対象は、このまちなかウ

ォーカブル推進事業の交付対象とほぼ重なるも

のになります。 

  本市では、まずこの都市構造再編集中支援事

業を活用し、例えば沼川の空間利活用に資する

ハード整備や中心市街地の魅力向上に資する街

路灯整備等を図ることを検討していきたいと考

えております。 

  また、税制支援制度により、町なかのオープ

ンスペース化等を促す滞在快適性等向上区域の

設定についても、地域の方々や民間事業者の意

向を確認しながら、実施の是非を検討したいと

考えております。 

  いずれにしましても、国の支援メニューを積

極的に活用し、まちなかウォーカブルの推進を

図るためには、行政と民間の方々が一体となっ

て、官民連携の下、進めていくことが肝要であ

ると考えております。 

○柏倉信一議長 野口議員。 

○野口康一郎議員 市長から積極的に活用してい

く方向でいろいろお話をいただきまして、あり

がとうございます。 

  やはり、今市長からもありましたとおり、行

政だけでできる問題ではないと思います。やっ

ぱりほかのいろいろな資料を拝見しますと、民

間の方からの御理解がなかなか得られなかった

りとかというところがありますので、民間の方

とよく話をして、お互いに合意形成の上、先に

進めていただいて、寒河江の町なかをもう少し

にぎわいがあって、人が通るような感じにして

いただけたらなと思います。 
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  寒河江駅前からフローラ、それから、左のほ

うに曲がって、八幡様のほうに向かいますと、

道路の幅が非常に広くて、うちの前の道路は歩

道幅が4.5メートルあるということで、結構歩

きやすいかなと思います。車、例えばキッチン

カーとか、そういったものを置いても十分人が

通れる幅なのかなと思いますし、そういったと

ころも、我々商店街でもにぎわいづくりのため

に活用できたらなとも思いますし、先ほど沼川

の利活用なんてお話もあったかと思いますけれ

ども、あそこにもキッチンカーか分かりません

けれども、沼川のところに露店みたいなのを出

したりとか、そういったところでにぎわいがあ

って、歩いて行ってみたいと思われるようなま

ちにしていただければ、もっとにぎわいが出る

のではないかなと考えております。 

  私は、よく娘と駅前のみこし公園まで歩いて

散歩することがあるのですけれども、その道中

や公園内で休憩できる場所があまりないのでは

ないかと感じております。日よけになるシェー

ドやベンチ、テーブルがあるわけではないので、

ただ通り過ぎるしかないのではないかと感じて

います。ベンチなどを用意し、休憩しながら

人々が集える環境を整備してはいかがでしょう

か。また、その周辺をアートで飾るなどして、

おしゃれなフォトスポットを用意すれば、若者

がＳＮＳで情報発信してくれるのではないでし

ょうか。 

  昨年度開催されました寒河江市市制施行70周

年記念事業では、中心地に寒河江出身の写真家

鬼海弘雄さんの写真が飾られていて、その写真

を見て歩いている方々がたくさんいらっしゃい

ました。何もない場所でも、やり方次第で人が

集まる場所になるのではないかと感じました。 

  みこし公園を人々の居場所として活用するに

は、単発のイベントを開催するというよりは、

民間事業者に場所を提供し、常設でお店を運営

していただくことなどや、月１回の定期市や週

末限定で店舗を出していただくことなど、一過

性のイベントにするのではなく、定期的な事業

がよいのではないかと私は考えます。 

  今年７月には山形駅前の駅前公園を活用して

ＫＡＳＵＭＩ ＴＥＲＲＡＣＥが開業いたしま

した。この施設は山形県内で初めてＰａｒｋ－

ＰＦＩ制度を活用して民間主導で整備された都

市公園内の飲食店になります。寒河江市でもＰ

ａｒｋ－ＰＦＩ制度を活用して、みこし公園の

一部を民間事業者に貸し出すなどして、新たな

にぎわいを創出するべきだと考えますが、市長

のお考えをお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 Ｐａｒｋ－ＰＦＩは、老朽化し

た公園や、魅力や機能を十分に発揮できていな

い公園について、公園施設を適切に更新するた

め、公園利用者の利便の向上に資する公募対象

公園施設としての飲食店等の設置と、当該施設

から生ずる収益を活用して、公園施設の整備、

改修等を一体的に行う者を公募により選定する

制度であります。これは、民間の優良な投資を

誘導し、公園管理者の財政負担を軽減しつつ、

都市公園の質の向上や公園利用者の利便の向上

を図る新たな整備管理の手法です。 

  みこし公園につきましては、寒河江駅前土地

区画整理事業により整備した都市計画公園で、

平成14年４月１日より供用開始されております。

公園の広さは1,400平方メートルほどで、公園

内にはベンチや樹木、モニュメント等が設置さ

れております。また、公園中央部の広場には噴

水が３か所設置されており、５月頃から９月頃

までの週末限定ですが、午前と午後の１時間ず

つ噴水を稼働させており、市民の憩いの場とな

っております。 

  また、みこし公園は様々なイベントでも利用

されております。ちぇり～マルシェや駅前盆踊

り、寒河江まつり期間中の各種イベントや神輿

の祭典のフィナーレ会場となるなど、多くのイ



 - 75 - 

ベントで活用されております。 

  中心市街地へ人の流れを生み出すには、一過

性のイベントではなく、定期市や常設での魅力

的な店舗など、目的地となるようなスポットが

複数あることが重要だと考えます。 

  みこし公園へのＰａｒｋ－ＰＦＩ導入が適当

かどうかは検討の余地があると思いますが、民

間事業者の力もお借りしながら、町なかに魅力

的な目的づくりが進むよう十分に考慮してまい

りたいと思っております。 

○柏倉信一議長 野口議員。 

○野口康一郎議員 みこし公園、今御答弁にもあ

りましたけれども、今度行われます神輿の祭典

のときも、一斉渡御の最後の場所になったりと

か、皆様集まる場所ですので、そういったとこ

ろにもし建物を建てたりすれば、少し狭くなっ

たりとかして、いろいろ不便になることもある

かと思いますので、必ず建てることが一概にい

いとは私も思いませんけれども、そういった方

法もあるのかなと思いますし、Ｐａｒｋ－ＰＦ

Ｉで得た利益を、そこの公園の維持管理に使え

たりとか財政の負担も減るのではないのかなと。 

  前回の一般質問で後藤議員からもありました

けれども、これからいろんな公共施設を建て替

えなきゃいけなくなったりとかということで、

寒河江市としてもいろいろお金がこれからかか

ることだと思いますので、少しでもそういった

ところで、寒河江市としても少し稼ぐというこ

ともしていただけたらなと思いますし、それが

今後子供たちにお金を残してあげられる一つの

方法なのかなと思いますので、少しその辺御検

討いただけたらと思います。 

  ７月５日、６日の２日間、寒河江市で公益社

団法人日本青年会議所東北地区山形ブロック協

議会、第58回山形ブロック大会寒河江大会が開

催されました。同日、公益社団法人寒河江青年

会議所が主催となり、みこし公園を会場に寒河

江夜市が開催され、多くの人で大変にぎわって

おりました。主催者の発表によりますと、２日

間で約２万人が来場されたとのことでした。私

も家族でお邪魔いたしましたが、大変なにぎわ

いで、特に小さなお子さんを連れた家族連れの

方々や、中学生同士で遊びに来ているような子

たちも多く見かけました。初開催にもかかわら

ず、大変なにぎわいを見せていて、とてもすば

らしい事業だったと思っております。 

  市長も御覧になられたと思いますが、このた

びの事業をどのように評価なされていますでし

ょうか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 ７月５日、６日両日にわたりま

して、寒河江駅前のみこし公園と駅前駐車場周

辺で開催されました寒河江夜市は、日本青年会

議所東北地区山形ブロック協議会の山形ブロッ

ク大会が本市で開催されたことと併せ、猛暑の

中にもかかわらず大盛況でございました。 

  私も足を運ばせていただきましたが、本場の

台湾夜市のイメージを模した赤い提灯やネオン

サインなど、ふだん体験できないような雰囲気

の中で、飲食店ブースは肩と肩がぶつかって、

歩くのが難しいぐらいのにぎわいでした。 

  主催されました公益社団法人寒河江青年会議

所の皆様をはじめ、多くの関係者の皆様の御尽

力により、すばらしいイベントとなりましたこ

とに心より敬意を表します。 

  このイベントは、まちをよくしたいと思う若

いメンバーの皆様だからこその企画であり、皆

様の実行力があったからこそ、２日間で約２万

人の来場者があったのではないかと感じており

ます。 

  市といたしましても、地域コミュニティ活性

化推進事業補助金などの財政支援等で、できる

限りの支援をさせていただいたと思っておりま

す。 

  また、イベントの来訪者へのアンケートを実

施され、先日その結果を見せていただいたとこ
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ろでありますが、来場者の約65％が西村山地域

の方、約35％が西村山地域外の方であり、約

96％の方がイベントに満足され、半数近くの方

が本市を含む山形の魅力や郷土愛、地域の可能

性を感じたとのことでございます。 

  さらに、主催されました青年会議所の皆様へ

のアンケートでは、この大会を通じて自己の成

長につながったと答えた方が約75％、地域の魅

力の再認識につながったと答えた方が９割以上

となっており、主催側、来場者とも大変意義深

いイベントだったのではないかと受け止めてお

ります。 

  若い世代の皆様が地域活性化を願い、自分た

ちがやってみたいイベントを自らの手で立ち上

げ、実現するということ、そして、域外、域内

の多くの来訪者に地域の魅力を伝えるというこ

と、そういった経験を得たことは、今後の本市

にとって大きな財産になるものと感じておりま

す。 

  中心市街地活性化のためのイベントにつきま

しては、そのコンセプトや想定できる経済効果

等を明確にし、地域住民や観光客が中心市街地

に足を運び、滞在し、消費する魅力的な目的地

となるよう、開催することにより、一過性では

ない恒常的な人の流れや経済効果を生み出すこ

とを狙うような視点が重要ではないかと考えて

おります。 

○柏倉信一議長 野口議員。 

○野口康一郎議員 ほとんど全ての方が満足だっ

たというアンケートであったようで、大変よか

ったなと思っております。 

  町なかに人を呼び込み、にぎわいをもたらす

ために、これまで様々な団体がイベントをいろ

いろ実行されてきたかと思います。しかし、各

団体は地域を盛り上げようと、一応ボランティ

アという形で実行委員会を組織し、運営してい

るのがほとんどだと思います。さらには、数年

で組織の体制が変わるということもありまして、

立ち上げ当初の事業目的が薄れて、継続してい

かなくなることもあります。 

  その点、民間事業者をＰａｒｋ－ＰＦＩとか

で活用したりする場合ですと、組織の変化も少

なく、利益を追求しながら、年間を通じて継続

してにぎわいを創出することができるのではな

いかと考えましたので、この質問と併せて、先

ほどＰａｒｋ－ＰＦＩのことでちょっとお伺い

したところでした。 

  まちづくりで利益を出して、さらにそれを地

域に還元することで持続的なまちづくりができ

るのではないかと思っております。 

  また、このたびの青年会議所のイベントには、

本当に子供連れの方が多く見られたように感じ

ました。それはなぜかと自分なりにも考えたの

ですけれども、このイベントを主催したのが、

先ほど答弁にもありましたけれども、青年会議

所、若い人たちの団体だったからかなと思って

おります。 

  会議所は、40歳までの地域を盛り上げたいと

いう思いを持った方々が所属している団体でご

ざいます。このイベントを成功させるために、

所属している方々がイベントの参加者を募集し

ますし、イベントに来てと知り合いの方に声を

かけるという流れですね。そうしますと、おの

ずと自分たちと同じ年代の方々や、同じく地域

を盛り上げたいと活動している商工会青年部や

飲食店組合の皆さん、そして同年代の子供を持

った人たちにも情報が伝わります。イベントに

出展している方々からも、事業の情報が拡散さ

れ、今回の事業の規模になったのではないかと

考えております。 

  それから、青年会議所のメンバーにお話を伺

いますと、このたびの事業ではＳＮＳ広告を活

用したとのことでした。インスタグラムやＴｉ

ｋＴｏｋでの集客が若い人たちが多く集まった

結果になったのではないかということでした。 

  事業を成功させるためには、地元の人たちが
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どんなことを望んでいるかを理解し、地域に根

差して活動している団体や事業者にお任せする

のが一番よいのではないかと考えます。もちろ

ん主催団体だけではできないこともたくさんあ

ります。様々な規制もあるかもしれませんし、

金銭面、設備面、また当日の人員ですね、そう

いったところに様々な苦労があるかと思います。

そういった民間だけではできない部分、ボラン

ティアだけではできない部分を行政のほうでバ

ックアップしていただき、オール寒河江で寒河

江を盛り上げていただければと思っております。 

  また、寒河江青年会議所の理事長にお話を伺

いましたが、このたびの寒河江夜市は当初別な

場所で開催を考えていたそうです。しかし、前

年に市制施行70周年事業の中で行われ、約１万

2,000人の来場者があったふるさとクリエイト

ＳＡＧＡＥまちなか芸術祭の集客を見て、駅前

で夜市を開催しようと考え直したとのことです。

特にお酒の提供もあるイベントでしたので、電

車や徒歩での移動がしやすい駅前にして、みん

なに楽しんでいただきたかったようです。 

  私は、このたびの青年会議所のイベントのこ

とを質問し答弁を求めたのは、先ほど市長から

の答弁もありましたけれども、ウォーカブルな

まちづくりをする上で出てくる課題に関連いた

します。その課題というのが、たとえ歩きやす

い環境を整えたとしても、地域の方や観光客が

満足する移動先、目的地がないことが課題とし

てよく挙がるとのことです。 

  私は、寒河江夜市や昨年のまちなか芸術祭を

見て、駅前は定期的なイベントをしても十分に

人が集まる環境になれるのではないかと感じま

したし、車を運転できない子供たちも集まりや

すいのではないかと思います。 

  今の子供たちに、居心地がよく、住んでいて

楽しいまちだと思ってもらえれば、将来都会に

一度出たとしても、ふるさと寒河江に戻ってき

てもらえるきっかけになるかもしれません。フ

ローラ・ＳＡＧＡＥやみこし公園を、常に人が

集まれる目的地として利活用し、周遊できるま

ちづくりをしてはいかがかと思い、質問させて

いただきました。 

  寒河江市が歩きやすく居心地のよいまちにす

るためには、ほかにも様々な課題があると考え

ます。ウォーカブルなまちづくりに関連して、

次の質問をさせていただきます。 

  通告番号９番、中心市街地の街路灯について

質問させていただきます。 

  夜間帯の通行環境を整えることも、快適で安

全な歩行環境を整備することの１つと考えます。

２年前の一般質問で私は、さくらんぼの街路灯

について質問いたしました。佐藤前市長からは、

設置者や住民の方より意見調整を図っていただ

いて、市としても町並み形成の観点なども踏ま

えて支援や対応が可能かどうか検討を深めてい

かなければならないと回答がありましたが、そ

の後、市役所通り商店会で管理していた街路灯

は、維持管理がこれ以上困難だとして全て撤去

されてしまいました。 

  その後、防犯街路灯には切り替わりましたが、

全体的に暗く、住んでいる方々からはもとより、

ほかの地域の方々からも「寒河江の中心街があ

だい暗くていいんだが」と何度も言われる状態

です。さらには、市外からいらした方からも、

「寒河江市ほどのまちで、町なかあだい暗いん

だがした」と言われる始末です。 

  夜間、実際に車と自転車が接触しそうになっ

て危ない思いをしたとのお話を聞いたこともご

ざいます。２年前に質問したときよりも深刻な

状態になっているのではないかと思いますが、

中心市街地の街路灯の再整備をどのようにお考

えでしょうか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 御質問のありましたさくらんぼ

型の街路灯につきまして、少し経過を遡らせて

いただきたいと思います。 
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  昭和54年に中央通り商店街において、当該商

店街の振興のため、県や市の補助を受けるなど

し整備したことが始まりとなっているというこ

とでございます。その後、昭和59年頃に駅前商

店会や六供町中心商店会、昭和60年に本町商店

会が商店街振興のために街路灯を設置しており

ます。 

  整備に際しては、いずれも国の補助を受ける

ために、寒河江市商工会が設置主体となり整備

を進め、その後の維持管理については各商店会

から管理していただいたところでございます。 

  その後、駅前商店会につきましては、駅前区

画整理事業により新たな街路灯を整備したほか、

フローラ・ＳＡＧＡＥから寒河江八幡宮参道入

り口までの部分において、県の道路改良事業が

行われたことに合わせまして、沿道の町並み整

備を行い、町並みに合わせた沿道の街路灯の整

備を行っております。 

  ２年ほど前に街路灯の改修の話が出た際には、

商店会の枠組みで調整を図ってまいりましたが、

これまで維持管理を担ってきた商店の廃業など

により担い手の確保が困難となったことから、

中央通りにつきましては、一部を残し、さくら

んぼ型の街路灯が撤去され、代わって歩道の照

度を確保するため、防犯灯を設置した経過がご

ざいます。 

  全国の状況を見ますと、商店街における街路

灯の整備につきましては、行政が整備し、維持

管理する例はあるものの、商店街の振興を目的

として商店会が整備することが多いようであり

ます。また、その整備、維持管理に行政が支援

するといった例も見受けられます。 

  中心市街地における街路灯の整備効果といた

しましては、夜間のにぎわいや景観の演出にも

大きな役割を果たすとともに、まちのイメージ

アップにもつながると考えます。照明を用いた

優良な景観は、それ自体が観光資源としての価

値を持つようなものもありますし、加えて歩行

者の視認性が高まることにより、事故の発生を

低減する効果や夜間も安心して歩けること等の

防犯上の効果も大きいものと考えております。 

  他方、中心市街地以外の居住地域には、各町

内会が管理する防犯灯が設置されており、夜間

における歩行者等の通行や防犯性の向上等、安

全・安心の確保において役割を果たしておりま

す。 

  このように、中心市街地に設置する街路灯と

居住地の防犯灯では、求められる役割に違いが

あることを十分に踏まえるとともに、さきに申

し上げたような街路灯が果たす公益性を鑑み、

その整備については市が大きく関与する必要が

あるのではないかと考えております。 

  野口議員からは、前の質問でウォーカブルな

まちづくりについて御質問いただきましたが、

例えば一つの考え方としまして、滞在快適性等

向上地域を設定しまして、その範囲内において

市が整備や支援を行うといった手法も取り得る

のではないかと思っているところでございます。 

  街路灯の整備を進めることで、昼夜通したに

ぎわいの創出を図り、中心市街地の活性化につ

なげることは大変重要なことと考えております。 

○柏倉信一議長 野口議員。 

○野口康一郎議員 先ほどの答弁の中で、滞在快

適性等向上区域の設定をしていただくと、そち

らで、街路灯だけではやはりなかなか補助金は

下りないということですけれども、歩道の整備

と一体化することで、街路灯も一緒に整備がで

きるというようなことを私も調べまして、こち

らぜひしていただけたらなと思ったところ、今

御答弁いただきまして、大変ありがたいなと思

っております。 

  ぜひ、本当に何とかしてけねがいという声が

物すごく私に多く寄せられまして、２年前のと

きは、全く暗くなるよりは防犯街路灯でまずは

何とかということで私も一般質問させていただ

きましたけれども、やはり防犯街路灯を設置し
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ていただきましたけれども、高さが足りないの

かどうか、高過ぎるのか分からないですけれど

も、つけても結局暗いという形、あとは街路樹

が出っ張っていて、それに遮られて結局暗いと

いうようなことで、なかなか暗くて、全然寒河

江の町なか何したんだいという感じで物すごく

言われます。 

  あそこは結構高校生とかも夜、帰りに通るこ

とも多いようでして、先ほどちょっと述べさせ

ていただきましたけれども、ぶつかりそうにな

って危ない思いをしたって結構いっぱいあるみ

たいなんですね。なので、先ほど答弁あったよ

うに、中心街とそれから一般の住宅地で役割が

ちょっと違いますので、ぜひお願いできればと

思っております。 

  あとは、街路灯について、地域の方々からは

いろいろな意見がありまして、ちょっと披露さ

せていただけたらと思うのですけれども、整備

した時期がそれぞれ違いますので、まずデザイ

ンがそれぞれの地域で違う、さくらんぼがあっ

たり、うちのところは行灯のタイプであったり、

駅前のところはまたちょっと違う街路灯という

ことで、デザインがばらばらで統一感がまずな

いというところですね。そういったところもあ

りますし、うちのところは中心街と言われてい

るところで、寒河江市でも商業地と呼ばれる場

所にあるわけですけれども、そういった商業地

といいますと、固定資産税とか、そういった税

制の部分でも、ほかの一般の地域のところより

も少し高く設定されている地域だと伺っており

ます。そういった商店街、地元を盛り上げて、

固定資産税も多く納税している地域なのに、全

く暗いというのはどういうことなのかというこ

とで、そういったところに少し優遇なんていう

こともぜひしていただけたらなということもあ

りますけれども、統一感とかそういったところ

は、これから市のほうで一緒に考えていただけ

るということでよろしいでしょうか。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 まず、先ほど答弁させていただ

きましたとおり、街路灯の整備を進めるにはい

ろいろ手法がありまして、一つの方法として、

滞在快適性等向上区域の設定というものを答弁

させていただきました。まだ具体的に事業採択

を受けて、そして設定して整備していくという

経過をやったときに、改めましてその地域の皆

様方とその景観についても協議を重ねながら、

最も景観としての魅力が高い街路灯になるよう

に、打合せの上、進めていきたいと考えており

ます。 

○柏倉信一議長 野口議員。 

○野口康一郎議員 中心市街地をぜひ、その滞在

快適性等向上区域に設定していただいて、いっ

ぱい活用していただけたらなと思います。 

  今ある商店会、また町内会だけではなかなか

街路灯の整備ということができませんので、そ

ういった補助金をぜひ活用して、何とか寒河江

の町なかを明るくしていただけたらと思います。 

  寒河江市も残念ながら人口減少が進んでいて、

過疎化が進んでいる地域もありますし、そうい

った地域が今後増えてくるかもしれません。快

適で歩きやすいまちづくりを推奨していくこと

は、既存市街地の活性化と、車に乗れなくなっ

たとしても、公共交通機関を利用することで、

歩いて行ける範囲の中に生活に必要な公共施設

や商業施設、インフラが集中するコンパクトで

も住みやすいまちになるのではないかと私は考

えます。 

  寒河江市が人に優しく、訪れたくなるまちと

してさらに発展し、中心市街地にかつてのにぎ

わいが戻ることを願い、一般質問を終わります。

ありがとうございました。 

 

佐藤政人議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号10番、11番について、
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２番佐藤政人議員。 

○佐藤政人議員 壮風会の佐藤政人です。よろし

くお願いいたします。 

  ９月に入り、秋雨前線などの影響で少しは過

ごしやすくなってきました。全国的にはまだま

だ暑い日が続いており、今後の農作物への影響

も心配されているところです。 

  また、昨年のような豪雨の懸念もあり、異常

気象による市民生活への影響も心配されている

状況です。 

  異常気象とは直接的には関係ないとは思いま

すが、留場地区では６月、７月、８月と立て続

けに３か所で道路の陥没が発生しました。規模

も小規模で建設管理課の対応も早く、大事には

至りませんでした。 

  また、県内ニュースにもなりましたが、６月

には中央工業団地でも道路の陥没が発生し、一

時通行止めとなってしまう事態も発生しており

ます。老朽化したインフラの維持管理への対処

も増えてくるのではないかと思っております。 

  そのような多くの課題が山積している状況で、

本市職員の充足状況はどうなのか、気になった

ところです。 

  そこで、昨年度の本市採用試験の結果を見る

と、上級行政８名、初級行政１名、土木０名、

保健師０名、計９名の最終合格者となり、本年

度採用となっております。本年度も既に前期の

採用試験が終了しており、去る８月22日に本市

の前期職員採用試験の結果が発表となり、上級

行政７名、病院経営０名、保健師３名、建築０

名、土木０名、上級行政補欠２名の合格者が発

表されております。残念ながら、技術系を含む

欲しい人材の確保ができていない状況のようで、

後期試験を実施するなどの対策を取りながら、

本市の採用活動は行われております。 

  しかし、全国的に少子化の影響により、全て

の業種で人材不足となっており、人材の取り合

いが起こっている状況で、今後本市の行政サー

ビスを実施する上で、本市職員の現状について

お伺いしたいと思います。 

  通告番号10番、本市の職員の充足状況につい

てお伺いします。 

  令和７年度第１回定例会で、月光議員からも

職員の人員配置についての質問がありましたが、

今回は少し角度を変えて市長に御質問いたしま

す。 

  １つ目は、本市職員の現状についてお伺いし

ます。 

  本市の行政運営を円滑に進めていく上で、職

員数の適正な配置と確保は極めて重要でありま

す。そこで、まず本市における現在の職員数の

状況、職員と会計年度任用職員の割合について

どのように把握され、また近年増加している行

政需要、特に少子高齢化やデジタル化対応への

業務負担に対して、現状の職員体制で十分対応

できていると考えているのかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 市職員の現状について御質問い

ただきました。 

  まず、本市の職員数でありますが、令和７年

４月１日現在で441名となっております。職種

別では、一般行政職が222名と最も多く、全体

の半数程度を占めております。次いで、医療職、

医師、看護師等になりますが、これが121名で

およそ３割程度であります。その他の職種とし

ては、保育士37名、土木技師16名、調理師15名、

用務員13名、保健師11名、運転手４名、建築技

師１名、事務補助１名という内訳となっており

ます。 

  一方で、会計年度任用職員については、令和

７年４月１日現在で313人おり、全職員数に占

める会計年度任用職員の割合としましては、お

よそ４割程度となっております。 

  今年度の４月当初時点で正職員と会計年度任

用職員を合わせますと、総勢754名の職員体制

となっているところであります。 
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  現体制で社会情勢の変化や多様化する市民

ニーズに十分に対応できているのかとの御質問

でございますが、市として業務内容や組織の見

直し等の行政改革を進めてきた結果、現在の正

職員数となっております。正職員数と会計年度

任用職員の比率が適当なのかどうか、あるいは

廃止また効率化すべき業務はないのかといった

観点からの検討も加えながら、今後の行政ニー

ズを見据えて必要人員の確保に努めてまいりた

いと考えているところでございます。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤政人議員 今、市長から現在の職員の数と

いうことで、トータルで754名、うち４割が会

計年度職員313名ほどということでお話を伺い

ましたけれども、この中で本当に市政を運営す

る上でこれで十分なのか、それとももっと効率

化できるのか、しっかりと考えていただきなが

ら、行政運営をお願いしたいと思います。 

  次に、２つ目に本市職員の近年の採用状況に

ついてお伺いします。 

  冒頭で触れましたが、近年の新規職員採用の

状況について、直近数年間における新規採用試

験の実施状況とその採用人数や倍率、応募者数

の推移についてと、定年退職者、中途退職者の

推移や採用予定者数に対する充足率、即戦力人

材や専門職の確保の現状、採用後の定着率につ

いてどのように分析されているのか、お伺いし

たいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 市職員の近年の採用状況につい

てお答えさせていただきます。 

  まず、医師、看護師等の医療従事職員を除い

た直近の３年間、令和４年度から令和６年度ま

でになりますが、この間の職員採用試験の実施

状況について申し上げます。 

  令和４年度及び令和５年度は、年１回９月の

実施でありましたが、民間企業の採用活動の時

期が早まっていることに対応し、優秀な人材の

確保を図る観点から、令和６年度は前期６月と

後期９月の年２回試験を実施しております。 

  次に、年度ごとの採用人数と倍率についてで

ありますが、令和４年度は、受験者42名に対し、

採用者は13名でありまして、倍率は3.23倍。令

和５年度は受験者37名に対し、採用者は12名で

ありまして、倍率は3.08倍。令和６年度は受験

者76名に対し、採用者は９名でありまして、倍

率は8.44倍でございました。令和６年度につい

ては年２回の試験実施としたことから、受験者

数が大幅に増えたところであります。 

  また、同様に応募者の推移についても、令和

４年が71名、令和５年が51名であったのに対し

まして、令和６年度は109名と大幅に増えてお

ります。 

  次に、定年退職者については、令和４年度が

１名、令和５年度は定年退職者がいない年のた

めゼロで、令和６年度が５名でありました。 

  また、定年前、中途での退職者ということで

ありますが、勧奨退職者や自己都合退職者につ

いては、令和４年度が４名、令和５年度が５名、

令和６年度が９名という状況でございました。

退職者数については、各年度において増減があ

るというところであります。 

  次に、採用予定数に対する職員の充足率につ

いては、令和４年度、令和５年度は100％であ

りましたが、令和６年度は土木技師３名、保健

師１名の採用ができなかったことから、充足率

としては７割程度にとどまっております。 

  また、即戦力人材や専門職の確保状況とのこ

とですが、本市では社会人経験枠などは特に設

けていないことから、即戦力という観点では、

例えば土木技師について申し上げますと16名中、

半数の８名が民間同業種の職務経験を有する者

が採用されておりますので、年度当初から戦力

となり得る人材確保はできているものと考えま

す。 

  土木技師の採用後の定着率については、昨年
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自己都合退職者１名が出たものの、全体として

は離職せず、継続勤務していく傾向にあると考

えております。 

  土木技師以外の全職種で見ましても、直近３

年間で採用後５年以内の離職者は、89名中、一

般行政職の２名のみでありますので、高い定着

率で推移しているものと捉えているところであ

ります。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤政人議員 今、市長から御答弁いただきま

したけれども、やはり令和６年度から年２回の

採用試験を実施するということで、多くの応募

者がいるということは非常にいいことなんです

が、倍率が8.44倍と、今までの３倍程度から倍

以上になっているということは、やはり本市を

選んでいただけない方もひょっとしたらいるの

かなと。合格してもなかなか、辞退ということ

もあったのかなと感じているところです。 

  続きまして、３つ目の質問としまして、今後

の採用方針についてお伺いしたいと思います。 

  今年６月15日の日本経済新聞の記事に内定辞

退半数の自治体が続出という見出しがありまし

た。記事では、合格者の辞退率が５割を超える

自治体が相次いでおり、総務省の調査を基に集

計したところ、政令指定都市を除く市町村の

2023年度の採用試験合格者の辞退率は22.2％、

2019年度の18.4％から４ポイント近く上昇した

ようです。 

  辞退者の増加の一因として、民間企業との待

遇差だと言われており、少子化で学生優位の売

手市場はますます進み、内定を複数取るケース

が常態化している状況のようです。地方公務員

を志す人は、一般的に地元志向が強く、金融機

関などの地域の企業に流れる傾向もあるという

ことでした。 

  少子化の影響により、今後ますます人材確保

が困難になることが予想されております。また、

地方公務員の試験倍率が全国の７割の自治体で

低下して、成り手不足の懸念が高まっておりま

す。 

  本市では、今後どのような職員採用方針を描

いているのでしょうか。対象年齢層や職種の多

様化、Ｕターン、Ｉターン希望者への働きかけ、

さらには民間経験者採用など、新しい採用の方

向性についてどのように検討されているのかお

伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 今後の職員採用方針についてお

答えさせていただきます。 

  職員採用試験の実施時期については、近年に

おける民間企業による選考試験の早期化をはじ

めとしまして、県内自治体においても同様の動

きがあることを踏まえまして、令和３年度から

前期６月、後期９月の年２回の採用試験を導入

しております。採用試験の実施時期については、

今後も時期を逸することなく、柔軟に取り組ん

でまいりたいと考えております。 

  また、職員採用試験の周知においても、本年

度より、土木技師、建築技師、保健師、保育士

等の専門職の受験者数の増加を図ることを目的

としまして、実際に実務を担っている土木技師

等の職員を伴いまして、養成機関、例えば山形

工業高校、産業技術短期大学校、東北芸術工科

大学、東北文教大学、羽陽学園短期大学などを

直接訪問する取組を始めております。 

  入庁後の業務内容を説明し、求めている人物

像を明確に伝えることで、入庁後のミスマッチ

を回避するとともに、養成機関側の生の声にも

直に触れることができることから、翌年度以降

の採用にもつながる有意義な取組であると捉え

ております。 

  このことは、養成機関の就職担当者を通しま

して、間接的にではありますが、県外出身の学

生にも伝わっていくものと考えますので、議員

がおっしゃられますＩターン希望者への働きか

けにもつながっているものと思っております。 
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  なお、採用年齢層につきましては、基本的に

は30歳までを対象としていく考えでおりますが、

土木技師については受験者不足が生じているこ

とも踏まえまして、令和３年度実施の採用試験

から35歳までに拡大しております。この採用年

齢層の拡大は、民間での職務経験者を多く取り

込んでいる一つの要因になっているものと考え

ております。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤政人議員 今、市長から御答弁いただきま

したけれども、やはり今までいろいろ制限が、

年齢制限とか、そういうのがあったと思います

が、そういったところも改善していただいて、

ぜひ新たな採用を増やしていただきたいと思い

ます。 

  続きまして、在職職員に対するリスキリング

の考え方についてお伺いしたいと思います。 

  新たな行政課題に対応していくためには、新

規採用と同時に、既存職員のスキル向上も求め

られております。デジタル技術の活用、異動に

伴う業務の専門知識習得、また政策立案能力の

強化など、職員の能力開発は不可欠であります。 

  本市としても、在職職員に対するリスキリン

グや研修の取組を検討しているとは思いますが、

特にどこの自治体でも課題となっているのが技

術系職員の確保です。社会人経験者の採用も積

極的に行っているとは思いますが、残念ながら

人材確保が実現している状況ではありません。

特に土木系はインフラ整備及び維持管理上、必

要不可欠な業種となっており、本市のインフラ

を支える上では大変重要であると思われます。 

  昨年、本市の土木を受験した方のお父さんと

高校のＰＴＡで一緒でしたのでお話を伺ったと

ころ、いろいろ考えた結果、県職員を選択した

ということでした。 

  このように、厳しい採用状況下を打開する一

つの考え方として、行政職員の中から資格取得

に挑戦する方を応援できないものかと思ってお

ります。 

  2024年度から施工管理技士の１次検定の受験

要件が年齢制限だけとなり、実務経験がなくて

も受験できるようになっております。そこで、

ぜひ行政職員で資格取得に取り組んでいただい

て、技術者不足の改善につなげられないのかと

思い、質問させていただき、併せて人材育成の

全体的な方針についてお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 在職職員に対するリスキリング

の考え方、人材育成の考え方ということであり

ますけれども、当然のことでありますけれども、

毎年人事異動によりまして、新たな業務を担当

する職員でありますとか、昇格により新たな役

職を担うことになる職員が一定数出てまいりま

すので、その際には職員研修により必要な専門

知識の習得や、さらなるスキルアップを行うこ

とは必要不可欠なものと考えております。 

  また、担当業務以外の分野について、職員が

自ら自発的に自己研さんに努めたいと希望する

場合には、市として寒河江市職員自己啓発研修

助成実施要綱を定めており、こちらを活用する

こともできるところであります。 

  行政職員の中から、技術系職員の資格取得に

挑戦する意欲的な方を支援し、技術職不足の改

善につなげられないかという御提案でございま

すけれども、市といたしましてもこのたびの前

期採用試験を終えまして、技術系職員の確保に

ついては最も危機感を持っているところであり

ます。議員がおっしゃるように、行政職の職員

が技術系の業務に関心を持って、施工管理技士

などの資格を取得することで、技術系業務の担

い手としていくという手段もあろうかと思いま

す。現在、土木技師が不足している部署には、

行政職を配置しているところでありますけれど

も、技術系の業務にやりがいを見いだして、同

部署への継続配置を希望する行政職が今後出て

くることも期待できるのではないかと考えてお
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ります。 

  例年、職員の適正配置や人事の参考とするた

め、全職員から職員調査票の提出を求めている

ところでありますので、この調査票などを通し

て、職員の意欲や関心の細やかな把握に努めな

がら、職員の意欲的な挑戦に対して十分に応援

してまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤政人議員 今、市長から応援したいという

お言葉がありました。やはり行政職の方であっ

ても、理系の方たくさんいると思いますので、

そういう方の中から、職務にやりがいを見いだ

せるのであれば、そういった方を積極的に応援

していただきたいなと思っております。 

  地方公務員の技師不足の解消方法として、

様々な解消方法があるかとは思いますが、１つ

目は採用制度の柔軟化ということが言われてい

るそうです。柔軟化、広報強化だそうです。そ

の中で、Ｕ・Ｉターン枠、あとＳＰＩ試験とい

うのを私初めて聞いたのですが、採用選考で応

募者の能力や人柄をはかる適性検査というのが、

今非常に有効であると言われているようです。 

  ２つ目は、労働環境待遇改善だそうです。こ

れは賃金アップや働き方改革、福利厚生強化な

どで、民間企業との競争力を高めることなどが

言われております。また、行政ＤＸやＩＣＴの

活用、ＡＩ、ＲＰＡ、これも私も調べていて初

めて聞いたのですが、Ｒｏｂｏｔｉｃ Ｐｒｏ

ｃｅｓｓ Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎというそうな

のですが、これはパソコン上で行う定型、決め

られた作業を、ソフトウエアロボットが代わり

に自動実行するというような技術だそうですが、

こういったことも業務負担軽減につながり、離

職防止にも効果があるようです。 

  そして、３つ目として、外部人材の活用、委

託などの手法だそうです。 

  最後に、やはりこれが一番大事なのか、人を

育てること、育成、そして定着につながる仕組

みを整備するということで、いろんなところで

同じようなことをやっているわけですが、本市

を選んでいただけるような職員にぜひ来ていた

だいて、職員として働いていただくような環境

をぜひつくっていただきたいと思います。 

  続きまして、通告番号11番、本市の観光振興

計画の進捗についてお伺いします。 

  本市では、令和５年度に策定された観光振興

計画の推進を行っているところだと思います。

令和６年度第２回定例会においては、児玉議員

が質問した内容と重複する部分がありますが、

策定され、約２年となったところで進捗及び再

検証の意味で市長に質問させていただきたいと

思います。 

  初めに、現在の取組状況についてお伺いしま

す。 

  本市の観光振興の重要なテーマとして、さく

らんぼを核とした観光コンテンツの磨き上げ、

体験・イベント・食等のテーマに沿った市内周

遊施策の推進、インバウンド・広域観光の強化

と観光ニーズの把握の３つに取り組んでいるこ

とを承知しております。そこで、現時点での計

画の進捗状況、また課題とその対応策について

お伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市の観光振興計画の進捗につ

いて御質問いただきました。 

  寒河江市観光振興計画では、ただいま議員か

らもありましたとおり、さくらんぼを核とした

観光コンテンツの磨き上げと情報発信の強化、

体験・イベント・食等のテーマに沿った市内周

遊施策の推進、インバウンド・広域観光の強化

と観光ニーズの把握の３つを基本方針としまし

て施策に取り組んでいるところであります。 

  現在の進捗状況ですが、まずさくらんぼを核

とした観光コンテンツの磨き上げと情報発信の

強化については、さくらんぼフェスティバルの

実施や、仙台圏に向けた河北ウイークリーせん
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だいへの見開き全面記事の掲載など、さくらん

ぼ月間の観光情報の発信を強化しまして、新た

な観光客やリピーターの確保に向けて取り組ん

でいるところであります。 

  体験・イベント・食等のテーマに沿った市内

周遊施策の推進につきましては、昨年度、体験

型観光のメニュー造成とモニターツアーを実施

し、今年度はその造成したメニューを、ポータ

ルサイトを作成して掲載するとともに、ＳＮＳ

広告、インフルエンサー活用により情報発信し

まして、年間を通した観光客の増加に取り組ん

でいるところであります。 

  インバウンド・広域観光の強化と観光ニーズ

の把握につきましては、インバウンドの受入れ

体制整備への支援や観光従事者を対象としたお

もてなし研修会、台湾向けＳＮＳ広告による情

報発信、また台湾における知事トップセールス

に参加し、本市の観光ＰＲを実施するなど、イ

ンバウンド観光需要の取り込みを図っていると

ころであります。その成果としまして、令和６

年度の観光客数が過去10年と比較して最も多い

375万人に上り、令和６年のインバウンド観光

客数についても過去最高の1.1万人となってお

りまして、コロナ前を超えている状況でありま

す。 

  このことから、ポストコロナによる観光需要

の増加が主な要因だとは思いますが、施策の実

施による効果も幾らかはあったのではないかと

考えております。 

  計画を推進していく上での課題といたしまし

ては、本市への観光が、立ち寄りなどの通過型

観光が中心で、地域経済への波及効果が限定的

であると考えております。本市を、宿泊を伴う

滞在型の観光地とするため、体験型観光の充実

や、観光目的地の複数化、そして宿泊を含めた

サービスや物産の高付加価値化を進めまして、

裾野の広い総合型産業である観光関連産業の育

成と交流人口の増加による地域経済拡大を目指

しまして、施策に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤政人議員 今、令和６年度が375万人で過

去10年間で最高だということで、当然コロナ禍

もあったので、その間は落ち込みが激しかった

と思いますけれども、昨年度はいろんな意味で、

ＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥがオープンしたり、

あとチェリーランドのリニューアルがあったり

ということで、増えた要因があったのかなと思

いますけれども、やはり今市長のおっしゃった

ように、通過型の観光資源が寒河江では中心に

なっているのかなと思いますので、滞在型、宿

泊施設も少ない状況の中で、滞在型をどうやっ

て増やしていくか、そういったところも今後の

課題なのかなと思います。 

  あと、先ほどもちょっと出ましたけれども、

いろんな形で広告を出されていると。紙媒体も

当然いいのですが、ＳＮＳ、インフルエンサー、

費用対効果も当然あるとは思いますけれども、

今の時代、このインフルエンサーの力はすごく

大きいのかなと思っておりますので、そういっ

たところも重要視して検討していただければな

と思います。 

  続きまして、観光人材の育成についてお伺い

したいと思います。 

  観光は、人が支える産業であり、来訪者への

おもてなしの質や地域資源を魅力的に発信でき

る人材により、まちの印象が大きく変わります。

本市では、観光ボランティアガイドが慈恩寺を

中心に活動していただいておりますが、令和５

年第３回定例会でも私から質問させていただき

ましたが、現在市としてどのように観光に関わ

る人材の育成に取り組んでいるのか、また若者

や地域住民が観光に関わる機会をどう拡大して

いけるのかお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 観光につきましては、本市の魅
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力や価値を発信するとともに、付加価値を直接

本市に取り込む重要な役割を持ち、その推進に

はいかに観光に携わる人材をそろえていくか、

またレベルアップを促していくかが重要な鍵で

あると理解しております。 

  御質問の観光に携わる人材育成に対する本市

の取組につきましては、市内の観光従事者を対

象に接遇などのおもてなしや国による文化、習

慣の違いを踏まえたインバウンド対応などに関

して研修会を開催し、受入れ体制の向上に取り

組んでいるところであります。 

  また、現在、観光を通した地域経済活性化に

取り組む人材を確保するため、本市の観光資源

を生かした体験型観光メニュー造成や、観光情

報の発信力強化など、観光振興を担う地域おこ

し推進員１名と、外からの目線で物産品の掘り

起こしを図り、観光資源に活用していく物産振

興を担う地域おこし推進員１名について、昨年

10月より募集し人材確保に取り組んできたとこ

ろであります。観光振興を担う地域おこし推進

員につきましては、これまで４名の応募があり

ましたが、審査の結果、残念ながら採用までに

至っておりません。 

  一方、物産振興に関する地域おこし推進につ

きましては、今年１月着任し、現在特産品の掘

り起こしなどに取り組んでいるところでありま

す。 

  このような観光に携わる人材の育成に取り組

んでいるところでありますが、観光は裾野の広

い人材集積型の産業でありますので、重層的な

人材の育成に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、若者や地域住民が観光に関わる機会を

どのように拡大させていくのかにつきましては、

まず、若いうちから地域住民の皆様に、本市の

観光資源の魅力、価値について十分に知ってい

ただく必要があると考えます。より若い世代か

ら、地域資源の魅力や価値を考えてもらうため

の機会づくりといたしましては、今年陵西中学

校では、探究学習として寒河江のＰＲ戦略を考

えようを課題とし、生徒が本市の観光の魅力発

信について考え、パンフレットを作成し、ちょ

うど本日と伺いましたが、修学旅行先でＰＲす

ることとしております。 

  また、醍醐小学校では、昨年ふるさと慈恩寺

を見つめる学習に取り組み、学習成果をパンフ

レットにまとめ、子供たち自身が観光ガイドを

務めるなど、本市の観光に関わる活動を体験し、

慈恩寺など本市の地域資源の魅力や価値を知る

ことで、子供たちが本市の観光に関わる仕事に

関心を持つ機会を得ることができたのではない

かと感じております。 

  今後、若者や地域の皆さんが、本市の観光資

源の魅力、価値、そして可能性を実感すること

を通じまして、本市観光関連産業を支え、さら

に発展させる担い手となっていただけるよう、

観光地域づくりと観光人材の育成に取り組んで

まいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤政人議員 様々な取組をされているとは思

いますけれども、やはりこの人材を育てるとい

うことは非常に大変なことで、いろんな形で私

も関わってはいるのですけれども、やはり観光

人材の最たる方というのは、私が思うに名物ガ

イドなのかなと思っております。あそこに行く

とこういうガイドさんがいる、とても面白い、

何でも知っている、行動力がすごいというよう

な、得意分野で様々な、目立つ方、そういった

ところが名物ガイドとしているのかなと。残念

ながら、寒河江にはそういう方が今いないとは

思います。ですから、そういった名物ガイドが

しっかりと収入を得て、そのガイドで食べてい

けるような後押しもぜひ必要なのかなと思って

おります。そういったガイドが生まれる環境づ

くりを、ぜひ後押ししていただければと思いま

す。 
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  続きまして、ＳＡＫＵＲＡＮＢＯツーリズム

～体験型観光の先進地～の実現に向けてについ

て、お伺いいたします。 

  本市が誇るさくらんぼを核とした観光は、全

国的な知名度を持ち、体験型観光の可能性を大

きく秘めています。収穫体験や食文化体験、農

業体験を組み合わせることで、ＳＡＫＵＲＡＮ

ＢＯツーリズムの先進的なモデルを築けると思

います。 

  しかし、先進地への実現には、乗り越えなく

てはならない大変多くの課題があると思います。

近年の高温によるさくらんぼの収穫時期の短縮

や収量の減少、観光人材不足、コンテンツ不足、

宿泊施設不足など様々な課題が浮き彫りだと思

います。 

  この状況の中、体験観光先進地の実現に向け、

市としてどのようなビジョン、具体的な施策を

展開していくのか。また、国内外からの誘客を

強化するための連携方策についてお伺いしたい

と思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 ＳＡＫＵＲＡＮＢＯツーリズム

～体験型観光の先進地～の実現に向けてという

ことで御質問いただきました。 

  本市のさくらんぼを核とした観光は、全国的

な知名度もありまして、収穫体験など魅力的な

観光の資源だと考えております。こうした体験

型観光は、個人旅行志向やコト消費需要の高ま

り、最近はコト消費よりもトキ消費だという声

もありますけれども、こうしたことを背景にし

まして、ますます重要性を増しているものと認

識しております。 

  しかしながら、さくらんぼにつきましては、

議員からの御指摘もありましたとおり、近年の

高温化による収穫時期の短縮でありますとか、

品質への影響など、様々な課題も顕在化してお

ります。 

  そのため本市では、さくらんぼを核としなが

らも、そのほかの四季を通じたフルーツ狩りも

ありますので、こうしたものや歴史文化、ス

ポーツ、アクティビティ、温泉等、本市が有す

る観光コンテンツを組み合わせた新たな観光メ

ニューを開発しまして、年間を通して楽しめる

体験テーマ型観光による先進地を目指してまい

りたいと考えております。 

  昨年度は、子姫芋収穫体験と芋煮会、ブドウ

刈りと収穫したブドウを使ったパフェ作りなど

10個の体験型観光メニューを造成し、モニター

ツアーを実施いたしました。参加者180人への

アンケートでは、おおむね好評でありまして、

今後の展開に期待の持てる結果でありました。 

  また、国の補助を受けまして、欧米や台湾の

富裕層を対象とした慈恩寺の精神文化を体験す

る観光メニューの造成を行いました。 

  本年度は、これら体験型観光のメニューを、

月山寒河江川アクティブ＆ガストロノミーとい

うホームページから一括して検索し、問合せが

できるよう整備するとともに、体験型観光の魅

力について、インフルエンサーを活用したＳＮ

Ｓによる情報発信や広告掲載などのＰＲの取組

を進めているところであります。 

  国内外からの誘客評価のための連携につきま

しては、市観光キャンペーン推進協議会を軸に

観光関連団体と連携し、四季を通じたフルーツ

狩りなど、体験型観光を中心にしたＰＲ活動を

展開してまいりたいと考えております。 

  10月には、市、そして観光物産協会、周年観

光農業推進協議会、慈恩寺観光協議会、チェ

リーランドが合同で、首都圏での旅行エージェ

ントへのＰＲ活動を予定しているところであり

ます。 

  今後も農業、食、歴史文化、スポーツ、温泉

などの分野横断した連携を強化しまして、行政、

事業者、市民が一体となってＳＡＫＵＲＡＮＢ

Ｏツーリズムの先進モデルの構築に取り組むこ

とで、寒河江市ならではの魅力を最大限に生か
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した観光地づくりを推進してまいりたいと考え

ております。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤政人議員 なかなか本当にこのテーマとい

うのは、すごく難しいのかなと私自身思ってお

ります。体験型観光の先進地という言葉が本当

に重くのしかかっているのではないかと、逆に

思いますので、その辺を踏まえた計画の見直し

であるとか、正直私は非常に危惧している状況

です。 

  いろいろ体験メニューをつくられているとい

うことではありますが、10の体験メニューを昨

年度つくったということでしたが、やはり冬場

の観光なんかも非常に弱いのかなと。冬場は、

この辺ですと西川町にはかなわないですし、当

然あそこの周辺、広域連携というところも必要

になってくるのかなと思いますけれども、やは

りたくさんの方に寒河江を知ってもらう上で、

ＳＡＫＵＲＡＮＢＯツーリズムから、もう全て

さくらんぼになっている状況があるので、そこ

はさくらんぼだけで本当にやっていけるのか。

この異常気象の状況の中で、さくらんぼを前面

に出していっていいのかというのも、正直考え

るところではございます。 

  今、市長からも話ありましたけれども、本市

には農業、自然、山、川、温泉、歴史、食、フ

ルーツなど、数多くの観光コンテンツがあるわ

けですが、これがうまく連携できているとは私

は思っておりません。そもそも各種コンテンツ

にたどり着くには、物語がやっぱり必要なのか

なと思います。寒河江ってどんなところなんだ

ろうなというところから、いろんな物語があっ

て、初めて寒河江のコンテンツにたどり着くの

かなと思っております。 

  余談にはなりますけれども、生涯学習課には

寒河江の物語を何かつくってよと個人的にお願

いしたことは何度かありますけれども、そうい

った取っつきやすい物語があれば、それを各施

設に配布して、飲食店の中に寒河江の物語なん

かあったら、飲みながら、食べながら手に取っ

てもらえれば、「寒河江って面白いね、ほかに

何があるの」、そういうところから、やはり入

り口に物語が必要なのではないかと私は思って

おります。 

  先日、９月２日の山形新聞に「県境を越え産

業観光振興 広域連携に財政支援 政府方針」

という記事がありました。これは、政府が都道

府県域を超えた産業や観光の振興を支援する新

たな制度を創設するというもので、広域リージ

ョン連携というものだそうです。 

  この広域リージョン連携とは、複数の都道府

県や市町村が、企業、大学、研究機関などと協

力して、行政区域を超えた広い範囲で地域の課

題解決や成長戦略に取り組む新しい連携の仕組

みだそうです。まず、定義として、従来の県単

位の枠を超え、複数の自治体と経済団体、企業、

大学、研究機関などが共通のプロジェクトや目

標を掲げて連携するものだそうです。行政だけ

でなく、産業界、学術界など多様な団体が一体

となり、持続的な地域発展、人口減少、雇用創

出、観光産業育成などの課題解決に臨む試みの

ようです。 

  目的としては、市町村単独では解決困難な課

題を広域で協力、分担して対応することで、規

模の経済、相乗効果を生み出すことが狙いのよ

うです。背景には、人口減少、経済縮小への対

応、産業競争力強化、新たな地域ビジョンの実

現などが挙げられております。例として、半導

体産業支援、観光振興、農産物輸出拡大、共同

研究開発など多様なテーマがあります。特徴と

して、単なる協議会や一部事務組合とは異なり、

より広く多様な分野の団体が参加するのが特徴

です。国は、広域リージョン連携を推進し、省

庁横断的な支援を行うようです。 

  というように、やはりこれからもっともっと

広い連携というのが必要になってくるのかなと
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思いますので、観光分野に限らず、いろいろな

連携をもっともっと強力に推し進めていただけ

ればと思っております。 

  寒河江の魅力というのはたくさんありますの

で、ぜひこういった寒河江の魅力を広く伝えて

いただいて、ぜひ体験観光先進地になれるよう

に要望して、私の一般質問を終わります。あり

がとうございました。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時10分といたします。 

 休 憩 午前１０時５５分  

 再 開 午前１１時１０分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号12番、13番について、

９番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 立憲民主党・無会派の渡邉賢一

でございます。市民を代表して御質問、そして

市民の切実な声をお伝えさせていただきます。 

  まず、今日９月９日は重陽の節句、菊の節句、

そして救急の日となっております。救急といえ

ば、新病院の建設予定地も決定し、そして市長

におかれましては、就任後９か月目に間もなく

入るということで、本当に日夜の御奮闘に心よ

り敬意を表したいと思います。 

  まず、記録的猛暑、酷暑となった戦後80年の

節目となる今夏の状況につきましては、先日市

長から市政概況報告がございましたが、私も市

民の皆様の声をお伝えしたいと思います。 

  初めに、さきの大戦で命を落とされた軍人軍

属、そして無辜の市民を含む300万余の犠牲者

に哀悼の誠をささげます。また、我が国が多く

の国に与えた侵略と植民地支配による被害と苦

痛を深く反省し、アジアをはじめとする諸国の

犠牲者に心から哀悼の意を表します。 

  現在のさくらんぼの里である本市の平和と発

展は、さきの大戦の切実な、痛切な反省を胸に、

戦後一貫した平和主義の地方行政推進、そして

多くの困難や試練を乗り越えた先人の努力の上

に成り立っています。世界各国、とりわけアジ

ア諸国との平和的な共存のために、平和主義に

基づいて、未来志向の友好関係を築く努力を続

けることが私たちの恒久的な責務です。 

  さきの参議院選中には核武装論まで飛び出し

ました。私たちは、唯一の戦争被爆国として非

核三原則を堅持し、このような主張に明確に対

抗していかなければなりません。さらに、人類

に二度と核兵器が使われないよう、被爆体験を

風化させず、世界に発信し続けなければなりま

せん。同時に、本市の平和行政をさらに推進し

て、後世に語り継いでいかなければなりません。 

  さて、８日に事実上の退陣勧告となる自民党

総裁選の前倒しをめぐる意思確認が行われるの

を前に、石破総理は退陣すると突然表明されま

した。日曜日に記者会見をする、退陣表明をす

るというのは前代未聞だそうですが、市民から

は「予想どおりの大山鳴動してネズミ一匹だ」

「自民党の党内抗争している場合じゃない、御

家騒動のさなか政治は完全に停滞だべ、10月４

日までまた停滞するのか」「物価高対策もガソ

リン暫定税率廃止の議論も遅々として進んでな

い、生活が苦しいのに無策過ぎる、何とかして

くれ」「経済政策と補正予算も既に大幅に遅れ、

政治空白をいつまで続けるんだ」「トランプ関

税でアメリカとの交渉も終わったわけでなく、

いっときもとどまっていられるはずがない」と

いうふうに、激怒、批判しているのでございま

す。 

  私も会見をお聞きしましたが、なぜ辞任を決

断したのかいま一つ分かりませんが、石破総理

がやろうとしていた日米地位協定改定や地方創

生などをさらに進めていただきたかった。会見

でできなかったことをるる掲げておられました
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けれども、支持率も高く、石破辞めるなの国民

からの人気があったから、思い切って具体策を

強調すべきだったと私は思っておるところでご

ざいます。 

  さて、通告順に質問させていただきます。 

  通告番号12番、今夏の記録的高温少雨による、

さくらんぼをはじめとする農作物被害救済対策

等について、農作物高温少雨被害の状況につい

てお尋ねしたいと思います。市政概況や同僚議

員の質問で総括的な御答弁をいただきましたが、

その深刻な被害状況についての質問でございま

す。 

  昨日は、山形さくらんぼ産地再生会議が開催

され（資料を示す）、今年度産の収量が平成以

降、過去最少8,500トンの見込み、10年後も１

万トンを維持するために10アール当たりの単収

目標を、現在の441キロから500キロに拡大し、

総力を挙げて安定生産に取り組むと、県の高橋

和博農林水産部長が述べたと今朝の山形新聞で

も報道されました。 

  まず、私ども議員は26日に開催されました四

者親善交流研修会の現地視察において、ＪＡさ

がえ西村山、寒河江土地改良区、寒河江市農業

委員会の皆さんと施設や農地を巡回してまいり

ました。市内でも水不足により寒河江川土地改

良区では番水、交互に水をやる、その番水を行

わざるを得なかったことから、水稲では一部の

水田で土壌の地割れや稲の枯れ上がりなど影響

が出ているということでした。主力品種のはえ

ぬきやつや姫、雪若丸の最も水が必要な時期に

不足したため、生育不良のものが増えるのでは

ないか、品質が低下するのではないか、大幅な

減収にならないといいという御心配をされてお

りました。 

  果樹では、リンゴやブドウ、桃などは水が足

りず、実が肥大しない、小粒小玉傾向の厳しい

状況でございます。腐れてしまうという障害も

あります。大豆や野菜でもしおれてしまったも

のが多数出ていることも報告されておりました。 

  家畜は、暑さのために肉用、鶏卵の鶏など死

んでしまったり、子供や卵を産まなくなったり

したということでした。 

  このところ、一昨年、昨年、そして今年と３

年連続で甚大な被害が各地域で続いているわけ

ですが、本市の米や野菜、果樹など高温少雨に

よる深刻な障害の影響について、市長にお伺い

します。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市の米や野菜、果樹など高温

障害の影響について御質問いただきました。 

  ここ数年、気候変動による農作物への影響が

続いている状況でありますが、今年度につきま

しては、６月以降、記録的な高温少雨が続き、

山形地方気象台の統計によりますと、６月の日

照時間は202.1時間で平年比122％とかなり多い

反面、降水量は64ミリで平年比61％と少ない状

況でありました。７月も同様に、日照時間は

244.2時間で平年比169％とかなり多く、降水量

は８ミリで平年比の４％と、雨が降ることをひ

たすら願うばかりでありました。８月に入って

待望のまとまった雨が降りまして、農家にとっ

ても恵みの雨になったのではないかと思います。 

  異常とも思える高温少雨により河川が渇水状

態となり、農業用水の不足による水田の乾燥や

亀裂が発生する事態となったことから、計画配

水、番水などの対応を関係機関と連携し実施し

たところであります。期間は７月29日から８月

12日まででありましたが、配水が間に合わず、

一部日焼けした水稲が見受けられたということ

であります。 

  これから収穫を迎える果樹におきましては、

先日の太田芳彦議員の一般質問でもお答えさせ

ていただきましたが、県やＪＡの情報によりま

すと、全般的に果実肥大が進まず、小ぶりで着

色の進みが遅れる傾向にあるということであり

ます。また、収穫が終了したさくらんぼにおい
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ては、樹勢の弱い木や、品種によって樹態の衰

弱や葉が黄色くなったり、枯れて落葉する等、

園地によってばらつきはあるものの、高温少雨

の影響を受けていると思われます。 

  また、野菜につきましても、ナスは生育不良

により出荷量が少なく、ネギは高温の影響で生

育が停滞しているということであります。また、

ハウスの中が暑過ぎて作業ができなくて、ハウ

ス野菜の出荷量が減少しているというようなお

話も伺っております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 私も６月24日から８月８日まで、

毎朝もうとにかく水をかけようということで、

休まずにかけました。このとおり真っ黒になっ

てしまいました。４時半から５時頃から始めて

いるのですけれども、８時過ぎると、もう園地

は30度以上です。10時頃になると35度、それ以

上です。もう農家の皆さんは大変だったと思っ

ています。 

  市長からは、地域農業の厳しい状況について、

今後安定的な生産が図れるように、様々な対策

を講じていかなければならないと、さきに概況

報告の中でも御報告されているわけですけれど

も、被害を受けた農家の救済と、さらなる対策

強化について御質問させていただきます。 

  本市では、高温少雨の影響を受けた農家に対

する救済として、園芸作物等高温対策事業及び

農業用水確保対策事業の受付を８月25日から

ホームページにアップして受け付けておられま

す。これによりますと、６月１日から今月30日

までの４か月に受けた影響について、対象とな

った経費の２分の１の補助を受けることができ

るものとなっております。財源については、今

議会に上程された補正予算と県の予算によりま

すが、高温障害の影響を受けた農家の緊急支援

という本事業の趣旨を鑑みて、できる限りの温

かい御対応をぜひお願いしたいと思います。 

  さて、昨年の高温被害対策については、県と

市で同様の事業が行われてきましたが、一定の

支援があったことは大変大きいと思います。 

  一方、国の局長通知による補助金、これは正

式名称、自然災害被害果実加工利用促進等対策

事業と長いのですけれども、これについては11

月に決まったことにより、12月に交付決定、１

月に募集となりました。被害のために余計にか

かった樹木の収穫時の選別摘果、選果、運搬、

貯蔵、冷蔵の費用の２分の１または10アール当

たりの収穫時間増による人件費の半額を１万

6,000円とみなして支給するもので、言わば戸

別所得補償的な救済事業でございました。 

  結果として、国の事業の対象になるべき農家

が、収入保険や果樹共済に加入しないと駄目と

いうふうにハードルが非常に高かったため、せ

っかくの国の支援を受けられないということで、

本市の実績はゼロだとお聞きしました。収入保

険や果樹共済加入促進と戸別所得補償のような

補助事業の適用については、それぞれ趣旨が違

うと思いますので、共済や保険加入を条件とす

る国の運用は、農家にとって大きな障壁となっ

ていることは明々白々であります。 

  ここで、さらなる対策について、ＮＯＳＡＩ

山形、そして試験研究機関である園芸農業研究

所の貴重な研究結果を踏まえた本市の単独事業

について、改めて２点の提言をしたいと思いま

す。 

  １つ目は、収入保険加入の促進であります。

県内では、上山市をはじめ６自治体で行ってい

る収入保険掛金の助成を、本市でも一刻も早く

実施すべきです。 

  各自治体の補助額と青色申告を行っている農

業者の加入率については、上山市が３万円で

44％、大江町３万円から５万円で67％、朝日町

は２万円で64％など、保険料の補助によって加

入率がぐっと高くなっているとお聞きしました。

こうした施策について、市長の御所見をお伺い

したいと思います。 
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○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 ただいま御質問にありました収

入保険につきましては、このたびのような高温

少雨や近年多発する大雨などの自然災害はもと

より、市場価格の変動や経営者の病気、けがな

ど収入の減少に関するあらゆるリスクに備える

ことができる制度でありますので、農業経営の

安定化のためには有用な備えだと理解しており

ます。農林水産省でも収入保険に力を入れてお

り、ほかの農業保険である果樹共済や園芸施設

共済などと併せて普及促進を図っているところ

であります。 

  山形県農業共済組合の集計によりますと、令

和７年６月時点での当市の収入保険の加入状況

でありますが、加入資格である青色申告者の加

入率は41.9％となっております。昨年同時点で

の38.2％から3.7ポイント上昇し、県の平均で

ある39.8％を上回っている状況でございます。 

  このような中、御質問にありました掛金の助

成につきましては、令和７年度現在、９つの自

治体で実施しているところです。本市でも令和

４年度に県の補助を受け、新規加入促進のため

の補助事業を実施しまして、12件の新規加入が

ありましたが、当初の想定を大幅に下回る加入

数となってしまいました。当該年度の新規加入

数が、掛金の助成に起因して上昇したとはうな

ずけない結果であったことから、翌年度以降は

事業実施に至ってない状況であります。 

  農業の保険につきましては、農家の経営形態

に合わせて様々な補償の形がございます。収入

保険とは併用できない既存の共済制度で果樹共

済などもありますので、農業者ごとの経営状況

によって加入する保険も適切に判断する必要が

あろうかと思います。 

  寒河江市では、さくらんぼと水稲などの組合

せによる営農類型がよく見られますが、収入保

険に加入されているケースを例に挙げますと、

今年のようにさくらんぼで収入が思うように上

がらなかったとしても、水稲などで収入を賄え

た場合は、収入保険の恩恵はあまり得られない

という結果になってしまいます。この場合は、

さくらんぼに対する果樹共済へ加入されていた

方のほうが、損失補償が得られるということに

なります。農業共済組合によれば、村山地域な

どの果樹が盛んな地域では、掛金が比較的リー

ズナブルな果樹共済を選択される方も多いと伺

っております。 

  同じく農業共済組合の調査で、収入保険の未

加入者に聞き取りを行ったところ、回答者の半

数以上が、小規模、高齢、兼業などを理由とし

まして、収入保険に加入していないという回答

が得られております。 

  収入保険は、一般的な保険会社の金融商品と

は異なりまして、国の資金が投じられた公的な

保険制度でありますし、近年は収入保険の加入

要件が緩和されてきていることもありまして、

特に経営を始めて間もない農業者の方々には心

強い制度でありますので、農家の皆様が適切な

情報を得られるよう、農業共済組合と共に制度

周知に努めてまいりたいと考えます。 

  農家の方々からは、それぞれ御自身の経営と

照らし合わせて、どのような保険に加入するの

がよいか御判断をいただきながら、市としては

農業経営の安定化や気候変動への対応、ひいて

は寒河江の農業を守り育てるため、政策の効果

を見極めながら、ニーズに応じた施策を展開し

てまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 頻発する自然災害で減収となっ

た場合の補塡やつなぎ融資による次年度への再

生産の準備資金というものが経営安定に直結す

ることは間違いないと思いますし、先ほど市長

からありましたけれども、７月に降雨量８ミリ、

平年比４％、これが毎年来るのでは、本当にこ

れからの農業は大変になってまいります。被災

農家の救済手段として、早期の実施となるよう
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に、またそうしたことも含めて、引き続き検討

をお願いしたいと思います。 

  そしてもう一つは、現在苗木の助成が、紅秀

峰、やまがた紅王となっているわけですけれど

も、私の園地でも幼木が３本、そして成木が２

本枯れてしまいました。なかなか水が思うよう

に平均にかけられなかったということで、スプ

リンクラーでかなり頑張ったんですけれども、

残念ながら枯れた。そういったことを救済する

ためにも、高温に強いとされる紅てまりをぜひ

加えることによって、受粉樹の更新が課題とな

っていますけれども、老木の更新にぜひこの紅

てまりを推奨したいということで、試験研究機

関の園芸試験場の研究主幹がおっしゃっており

ます。これがもっと増えれば、７月中旬、下旬

まで栽培ができるということで、５月の紅さや

かから、約２か月の収穫期間が、リレー出荷が

可能となります。 

  今申し上げた受粉樹については、特に多くの

園地で老木となっているナポレオン、高砂、ナ

ポレオンは明治時代から約150年、高砂は大正

時代から約100年の歴史がある品種なんですけ

れども、これもぜひ補助対象に加えていただき

たいということで提言させていただきたいと思

いますが、御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 まず、苗木補助につきまして、

本市では紅秀峰の里さがえを掲げまして、紅秀

峰の生産振興及びブランド化を推進しているこ

とから、市の単独事業で、寒河江市紅秀峰の里

ブランド推進事業を実施しまして、改植や苗木

導入を支援しているところであります。この事

業において、紅秀峰とやまがた紅王の苗木を補

助対象としており、導入支援の直近５年間の実

績としましては、令和２年度は紅秀峰443本、

紅王1,093本、令和３年度は紅秀峰224本、紅王

247本、令和４年度は紅秀峰176本、紅王345本、

令和５年度は紅秀峰375本、紅王169本、そして

令和６年度は紅秀峰505本、紅王375本となって

おります。 

  議員御推薦の紅てまりにつきましては、令和

６年の高温影響で、さくらんぼのもぎ取りの遅

れが発生したことから、収穫時期の集中を避け、

交互に対応できる佐藤錦から晩生種等への改植

を支援する山形県さくらんぼ品種転換緊急促進

事業におきまして、紅てまりをはじめとしまし

て、やまがた紅王、紅秀峰、大将錦、紅さやか、

紅ゆたかの６品種が苗木補助の対象となってい

るところであります。この補助事業は、事業実

施主体が果樹苗木生産販売業者や農業協同組合

等となっており、苗木１本当たり2,000円を支

援するものであります。 

  また、国の産地生産基盤パワーアップ事業の

先導的取組支援及び持続的生産強化対策事業の

果樹経営支援対策では、各地域の産地計画で振

興品目、振興品種と位置づけられたものが、改

植、新植事業等の対象とされていることから、

さがえ西村山果樹産地構造改革計画において、

これまでのさくらんぼの振興品種、佐藤錦、紅

秀峰、やまがた紅王、紅さやか、紅ゆたかに加

えまして、生産者からの要望を受けまして、令

和７年度から紅てまりを追加したところであり

ます。 

  これにより、例えば紅てまりに改植する場合

の苗木代、抜根伐採費用等について、果樹経営

支援対策で10アール当たり上限17万円の支援を

受けることが可能となっております。 

  受粉樹の更新に対して、ナポレオン、高砂な

どの他品種についても補助事業に加えてはいか

がかとの御提言でありますが、高温対策として

様々な支援をしていく中で、どのような支援が

有効であるか、農業者の方々の御意向や県関係

機関と情報共有を図りながら、さらに検討させ

ていただきたいと思います。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ナポレオンや高砂については、
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貴重な品種ということで、剪定枝をバケツに置

いて、水をかけて、そこで蜂が来るように受粉

しているくらい、希少価値がございます。蜜蜂

のせいにばかりしていますけれども、本当に受

粉率が高まらないと、結実が進まない、思うよ

うにならないというところが、農家の方々の話

ですので、ぜひここも検討していただきたいと

思っているところです。 

  さくらんぼの自然災害による被害をできるだ

け少なくするのが行政の役割です。条例の第６

条にもあるとおり、ぜひ生産振興、ブランド価

値の向上、新たな産業の創出、その他さくらん

ぼを未来へつないでいくための施策を推進して

いくために、さらなる御検討をお願いするとこ

ろです。 

  さて、次が最低賃金見直しに伴う農業労働賃

金等標準協定表改定についてでございます。 

  これは、農業委員会の会長に御質問させてい

ただきますが、2025年の山形県の最低賃金が先

日決定しまして、時間額1,032円に引き上げら

れました。現行の955円から77円、秋田は80円

上がったそうですけれども、本県では8.06％の

大きな引上げとなります。この新しい最低賃金

は、2025年10月から県内の事業所で働く全ての

労働者に適用されるということでございますけ

れども、ぜひ県の山形地方最低賃金審議会で二

度も延期されたという経過もあり、また附帯決

議も出されたということで、行政の支援の必要

性もこの附帯決議には明記されているわけでご

ざいます。 

  ここで質問ですが、今回の改定により、初め

て1,000円超になって、市内の小規模事業者、

とりわけ農業経営者からの悲鳴ですね。一方で、

農業に従事する労働者にとっては、東京と比べ

てもまだ200円近い差があるわけですから、８

時間労働で1,600円違うというふうになります

ので、全国一律1,500円にはまだ程遠いという

ことで、不十分の嘆きについてもお伝えしたい

と思います。 

  現在、農業一般が時間でいうと960円、果樹

剪定が1,700円、果樹収穫1,000円で、さくらん

ぼの箱詰めが960円、雨よけテント張りが1,300

円となっているわけでございますけれども、一

番下の960円がどのくらいアップするのかによ

って、非常に経営者にとっては不安というか、

懸念されるところでありますけれども、会長の

御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 木村農業委員会会長。 

○木村三紀農業委員会会長 お答えします。 

  農業労働賃金法につきましては、近隣市町の

賃金表及び例年10月に公表されます山形県の最

低賃金などを参考に、寒河江市農作業労働賃金

等標準協定表策定協議会において決定しておる

ところであります。この協議会は、寒河江市農

業委員会会長職務代理者が会長を務め、ほかに

メンバーとしましては、西村山農業普及課長、

さがえ西村山農業協同組合常務理事、寒河江市

果樹振興協会長、寒河江営農生活センター水稲

部会長、寒河江市農事実行組合長連絡協議会長、

寒河江市認定農業者協議会長、寒河江市農業士

会長、寒河江市農林課長等で構成されておる協

議会であります。事務局は寒河江市農業委員会

になっております。 

  また、当協議会においては、農業労働賃金に

係る必要な調査、研究を行うために、幹事会を

設置しておるところであります。私も農業委員

会会長という立場ではなく、寒河江営農生活セ

ンター水稲部会長として協議会に参加している

ところであります。 

  議員のおっしゃるとおり、農業経営者側から

は、近年の気象状況や収穫量の減少等々により、

所得の減少や光熱費、農業諸資材の値上がりも

あることから、最低賃金の上昇は経営を圧迫す

るものではないかと意見があるところでありま

すけれども、近隣市町より低賃金になった場合、

特にさくらんぼの収穫時期に労働力の確保が難
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しくなるという意見があります。また、農業に

従事する労働者側からは、賃金は高いほうがい

いに決まっているという意見があることも承知

しております。そのため、経営者側と労働者側

双方が納得する賃金を決定するのは、大変難し

いものかと思っておりますけれども、協議会に

おいて、協議会を構成する関係機関、団体が県

の最低賃金等を考慮し、協議しながら賃金改定

を行っておりますので、その決定を尊重したい

と考えるところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 会長おっしゃるとおり、農家は

資材がもうどんどん上がっていくばかりで、そ

して生産物に価格転嫁が困難ということで経営

がますます厳しくなっているわけでございます。 

  雇用情勢はといいますと、本市でもアパレル

事業の不振を受けて、東北グンゼが来年12月を

めどに操業を停止し、撤退するという驚くべき

ニュースが流れ、従業員約150人は40歳以上の

希望退職の募集が行われるそうです。大手の企

業がこれだけ厳しいわけですので、まして市内

の小規模事業者においては、ますます大変にな

っている状況です。 

  先ほど会長からありました近隣自治体の状況

でありますけれども、アプリのデイワークの募

集などを拝見しますと、寒河江市よりは東根市、

天童市などの賃金が高くて、そちらに労働力が

流れていく傾向にございます。そういったとこ

ろも踏まえ、今後の改定スケジュール、あと運

用となる改定日の年度当初までの取扱い、そう

したものについて会長にお伺いしたいと思いま

す。 

○柏倉信一議長 木村農業委員会会長。 

○木村三紀農業委員会会長 賃金改定のスケジ

ュールにつきましては、まず協議会の事務局で

ある寒河江市農業委員会事務局で、12月から翌

年１月にかけて改定案を作成いたします。その

後、２月中旬から下旬にかけ幹事会を開催し、

事務局案について協議を行いながら、３月上旬

から中旬に、その結果を基に協議会を開催し、

次年度の賃金を決定するということに伺ってお

るところであります。 

  改定日につきましては、年度ごと賃金となっ

ておりますので、４月１日からとなっておりま

す。 

  なお、前年10月公表の山形県の最低賃金を参

考に改定しておりますので、今年10月に公表さ

れると見込まれる山形県の最低賃金が、寒河江

市の労働賃金を上回った場合などに対応できる

よう、改定表の備考欄に、年度途中で最低賃金

の改定があった場合には、改定後の最低賃金を

参考にすると明記しているところでありますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上であります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 この標準表の備考欄に小さく書

いてあるわけですから、そこを農家の方も、あ

るいは働く方も分かっていないと、これ違うの

ではとトラブルになってしまいますので、ぜひ

農業委員会としても広報に努めていただきたい

と思います。 

  さて、時間がありませんので、次の質問に入

ります。通告番号13番、戦後80年の節目に、平

和で多様性を認め合う多文化共生社会の実現に

ついて、申し上げたいと思います。 

  外国人労働者や留学生の受入れが進む中、日

本で暮らす、その家族も増加傾向にあります。

本市でも、それに伴って日本語の日常会話が十

分にできない、または学習活動への参加に支障

が生じている、いわゆる日本語指導が必要な生

徒も増えているのですけれども、それに対する

状況です。日本語指導が必要な外国人ルーツの

子供の数は、国内に７万人で、ここ10年間で２

倍に増加していると言われているわけでござい

ます。 

  ８月20日の教育新聞に掲載されておりました
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が、７月の参議院選で広まった日本人ファース

トの言葉が子供たちの間でも使われ始めている

という問題です。それにより、学校現場で差別

や偏見が助長されることを危惧して、外国に

ルーツを持つ子供の日本語教育に取り組む認定

ＮＰＯメタノイアという団体ですが、８月18日

に教員向けに、子供たちを差別から守る考え方

５選を公開されております。差別は心の心肺停

止として、注意をそらす、記録する、助けを求

める、直接伝える、後でフォローするというこ

とで、その児童生徒と共にある、隣に立つとい

うことを提唱しているわけであります。 

  文部科学省の、いわゆる日本語指導が必要な

生徒の調査結果を見ると、授業が理解できない、

コミュニケーションが取れない、友達もできな

い、母国の学校には掃除当番や給食当番といっ

た仕組みがないために当番に気づかず、周りの

子から注意されてしまう、さらにその注意され

た内容も理解できないため、自分を否定されて

いると感じ、けんかのようなトラブルに発展し

てしまうというケース。ほかにも、言葉が分か

らないことが、子供たちのメンタル面に大きく

影響して、母国では成績優秀だったにもかかわ

らず、日本に来たら学校の授業についていくこ

とができず、成績がだんだん悪くなって落ち込

んでしまうというケース、中にはそれをきっか

けにひきこもり状態になってしまう子もいるそ

うです。 

  また、長期的には、日本で暮らす場合、日本

で就職することも視野に入れなければならない

わけですけれども、引き籠もってしまうと、勉

強についていけないばかりか、集団生活の経験

も乏しくなるため、その分将来的に自分の可能

性を狭めてしまうと言われています。 

  （１）の質問です。国籍や信教の違いなどで

差別されることなく、基本的人権を尊重し、多

様性を認め合える寛容な心を育む教育について

質問させていただきます。 

  民間の調査資料によれば、本市の在住外国人

は540人、ベトナムが208人、中国が74人、韓国

が71人、フィリピンが70人などとなっておりま

す。そうした状況でありますけれども、それぞ

れの現場では先生やその支援者が奮闘している

にもかかわらず、外国人児童生徒に関わる先生

や支援者の数がもともと少ないということや、

支援の経験の共有や蓄積がされにくいという課

題などもあると伺っておりますけれども、本市

の外国人児童生徒の現状、とりわけ日本語指導

が必要な児童生徒への支援について、現状はど

うなっているか、教育長にお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 おはようございます。 

  本市の日本語指導が必要な児童生徒への支援

の状況についてですが、９月１日現在、本市に

おいて小中学校に在籍する外国人児童生徒は15

人で、小学生が９人、中学生が６人となってお

ります。国籍別では、中国６人、フィリピン５

人、韓国２人、モンゴル２人となっております。

この15人のうち、日本語指導が必要な児童生徒

は８人です。 

  さらに、日本国籍ではあるものの、外国に

ルーツを持ち、日本語指導が必要な生徒が５人

おりますので、日本語指導が必要な児童生徒は

合計で13人となっております。 

  日本語指導が必要な児童生徒につきましては、

各学校において特別の教育課程を編成し、教員

や支援員が対象となる児童生徒に個別に日本語

指導を行ったり、教科の授業に一緒に入って学

習支援を行ったりしています。 

  支援が必要な児童生徒が在籍している学校は、

寒河江小学校、寒河江中部小学校、西根小学校、

陵東中学校、陵南中学校の５校です。 

  日本語指導が必要な生徒が一番多く在籍して

いる陵東中学校では、国の加配教員としての外

国人日本語指導の教員と市の日本語指導支援員

の２人を配置して日本語指導を行っております。
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ほかの小中学校では、外国語指導支援員が曜日

を決めて、該当する学校を回って日本語指導や

学習支援を行っております。支援員が訪問しな

い曜日や時間帯においては、担任や管理職など、

担任以外の教員が支援を行っています。 

  その際には、ＩＣＴ機器を活用し、教科書や

資料、プリントなどに書いてある日本語をタブ

レットのカメラで撮影し、それぞれの子供の母

国語に翻訳するアプリを活用して、その内容を

児童生徒が理解することができるように支援し

たり、今携帯型の双方向翻訳機がありますので、

これを活用して、授業中や子供同士で過ごす際

に、お互いに言葉の壁をなくして、相手の言葉

を理解することができるようにしたりしている

状況です。 

○柏倉信一議長 渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 特に陵東中の状況などは、近い

ところで登校されている状況などありまして、

私も拝見したり、目と目のアイコンタクトで行

ってらっしゃいと声かけるんですけれども、や

はりごく少数なわけで、いろいろ大変だなと、

学校行事などをされるときの苦労などもやっぱ

りあるということも現場の先生などからもちょ

っとお伺いしております。 

  我々の外国人に対するそうした偏見じゃない

のでしょうけれども、先日の新聞には長井市の

状況が出されているわけです。山形県長井市を

アフリカタンザニアのホームタウンに認定した

ことに関して、長井市がタンザニアの一部にな

るなどといった誤った情報がＳＮＳで拡散され

たために、これが24日に拡散されたそうで、26

日の昼まで約800件の電話、メールなどが殺到

したということでした。その後もまた何百件と

あったそうですけれども、こうした外国人に対

する偏見というか、そうしたものが出て、それ

を助長するような政策を訴えている政治家の

リーダーなどもいらっしゃるわけです。そうな

らないように、今教育長からありましたように、

ＡＩの進化によって、外国語の同時通訳、双方

からアプリを使って翻訳できる、そうしたリア

ルタイムで可能になっているものなど、さらに

活用していただいて、しかも電子黒板などでは

鮮明な４Ｋ、８Ｋによる動画のライブ配信など

も行われているわけですので、ぜひ外国文化に

接する機会も、これまでも加速度的に増加して

いると思っています。そうした教育ツールを今

後どのように生かしていくかということも大き

な課題だと思っています。 

  そこで質問ですが、さがえっこの限りない可

能性、そして洋々たる未来のため、多様性を認

め合える寛容な心を育む教育をどのように目指

していくのか。先日の市報にはイングリッシュ

デーのことも書いてございましたけれども、そ

ういったものも含めて、どのように目指してい

くのか教育長にお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 渡邉議員御指摘の多様性を

認め合えるということは、特にこれからの教育

において大変重要な視点であると私も思います。 

  現在、策定を進めております第３次寒河江市

教育振興計画におきましても、今回新たに基本

方針の２としまして、多様な教育ニーズに応じ

た支援の充実を図るということを原案として挙

げております。そして、その中では、御質問に

関わる外国人児童生徒への支援に関しましても、

実態や教育的ニーズを把握し、学校生活への適

応や日本語の習得に向けた支援を行うこととし

ております。 

  日本は、その地理的、歴史的特色から、異文

化との接触が少なかったことや、和を重んじる

文化があり、同調圧力が強かったことなどから、

自分たちと違う人々への警戒心が強い傾向があ

ります。また、現代社会においても、外国人労

働者の増加による雇用や賃金への不安、ごく一

部の外国人のマナーの悪さや犯罪等により、残

念ながら差別的態度につながってしまうことも
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あります。こうしたことの解消は大きな課題で

あると思います。 

  多様性を認め合える寛容な心を育む教育のた

めには、当然のことですが、まずはお互いの文

化や生活、そしてそれぞれの国とのつながりな

どを学ぶことが大切です。そして、これは日々

の積み重ねが必要であると思います。 

  例えば小学校の社会科では、３年生で身近な

地域を、４年生では自分たちの都道府県の地理

的環境の特色や様々な取組等を学びます。それ

ぞれの教科書には「町で外国の人を見かけるこ

とがあるよ。外国から来て、市に住む人も増え

ているんだね」とか「仙台市に住む外国の人の

数が増えているね。市の人口の約80人に１人は

外国の人だよ」といった記述もあります。 

  また、５年生では、我が国の国土の様子や国

民生活について学びます。そして、輸出入を通

した我が国と諸外国との関わりについても調べ

学習を行います。そうした学習を通して、食料

自給率の低さを含めた日本の食料生産の課題や、

日本の工業生産を支える貿易の現状等について

学び、外国とのつながりの重要性を学びます。 

  そして、６年生では、我が国とつながりが深

い国々の調べ学習を通して、多様な生活様式が

あり、異なる文化や習慣を尊重し合うことが大

切であることを理解していきます。 

  教員もこうした教科の授業、学習を行ってい

く中では、自分たちとの違いを理解し、そのこ

とを大切にすることの重要性や多様性というの

は、様々な面からの豊かさにもつながるもので

あるといった視点を持つことが必要であると考

えます。 

  また、道徳の教科書には、耳にピアスをした

ブラジルからの転校生に対して、校則に違反し

ているからピアスを外すべきという意見と、ブ

ラジルの文化として、女の子は赤ちゃんのとき

からピアスをしていて、ピアスは母親の愛情を

示すものだから外さないという転校生の主張に

ついて、様々な視点から討論を行うというもの

もあります。子供たちはそうした討論の中で、

文化の違いを認め合うために大切なことを学ぶ

こともできると思います。 

  今後は、外国人の児童生徒が学校生活の中で

活躍できる機会や場を設定し、お互いに学び合

ったり、関わり合ったりすることを通じて理解

を深めることができればよいと考えています。 

  まずは、それぞれの国に対する知識理解が大

事ですけれども、それだけでなく、様々な体験

を通してお互いに実感を持って納得するという

ことが必要であると思います。 

  そのほかにも、陵西中学校では、３年生が総

合的な学習の時間に、寒河江市の魅力を発信す

るパンフレットを作成しましたが、日本語だけ

でなく、英語と中国語のものも作成し、先ほど

市長の答弁にもありましたけれども、本日修学

旅行で浦安市の駅前で市の特産品の販売ととも

にパンフレットを配布する予定です。このよう

な様々な教育活動を通して、繰り返し繰り返し

異文化理解や相互の関わりを学ぶことにより、

多様性を認め合える心が育まれていくものと考

えます。校長会や学校訪問等を通して、こうし

た活動の大切さを教職員に話をしていきたいと

考えております。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午後０時００分  

 再 開 午後１時００分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 午前中、教育長から御答弁いた

だいたわけですけれども、ぜひ今後の寛容な心

を育む、心の豊かさを育む教育を、この後学力

向上を質問される同僚議員、先輩議員もいらっ

しゃいますけれども、両輪としてぜひ力を入れ

ていただきたいことをお願いしたいと思います。 
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  続きまして、国際交流事業の草の根交流のさ

らなる推進に向けた今後の取組について御質問

させていただきます。 

  道の駅寒河江チェリーランドの年間観光客数

は、過去最高の180万人突破という輝かしい新

記録を打ち立てました。 

  そこで、インバウンド訪日客の状況について

市長にお尋ねします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市におけるインバウンドにつ

きましては、まず外国人観光客数の推移でござ

いますが、コロナ禍前の令和元年の年間外国人

観光客数は5,678人であったものが、令和５年

には8,699人、令和６年には１万1,153人と順調

に拡大している状況にあります。 

  国別では、令和６年において台湾からの観光

客が9,505人と全体の約85％を占め、続いて韓

国、マレーシア、シンガポールとなっており、

約98％を東アジアや東南アジアの国が占めてい

るところであります。 

  また、季節別では年間の約半数に当たる

5,500人程度が１月から３月の冬季に集中して

おります。特に東アジア、東南アジアの観光客、

雪が降らない地域の観光客にとっては、雪景色

に関心が高くて、蔵王や銀山温泉に観光に訪れ

た際の観光ルートの１つとして、本市の雪中い

ちご狩りでありますとか、チェリーランドでの

食事を楽しまれる方が多いと伺っております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 年間１万1,000人超ということ

でありましたけれども、今後冬のイベントなど

も計画あるそうですので、ぜひそれも含めて、

今後さらに増えていくと思いますので、対応を

ぜひお願いしたいと思います。 

  続いて、今議会の決算にも出されております

が、昨年度実施されたインバウンド受入れ体制

強化を図るため、外国人観光客の市内周遊と消

費拡大を促進する取組に関して、この事業の費

用の一部を助成するということで、その実績を

踏まえた成果と課題について、どのようにお考

えか、市長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 昨年度のインバウンド対応施設

整備補助金の活用実績につきましては、４件の

事業を採択いたしまして、事業に取り組んだと

ころであります。 

  事業内容といたしましては、宿泊施設の改修、

観光立ち寄り施設や観光農園における多言語サ

インの設置などであります。それぞれの事業者

からは、旅行エージェントから客室が大変よく

なったと評価された、サインが分かりやすく観

光客の満足度が向上したといった声が寄せられ

ており、事業終了から間もない段階ではありま

すが、既に一定の成果が現れているところであ

ります。今年度につきましても、農業法人を対

象としたインバウンド受入れ体制整備の支援を

実施しているところであります。 

  一方で、この補助事業の利用状況といたしま

して、施設整備といったハード面の改善が中心

でありまして、人材育成や受入れ対応など、ソ

フト面の取組まで十分に活用方法が広がってい

ないこと、またこの事業目的である市内におけ

る消費拡大に照らしますと、まだ地域全体とし

ての消費拡大や回遊性の向上に結びついていな

いという点が、今後の課題であると認識してお

ります。 

  こうした課題を踏まえまして、補助内容や対

象範囲の在り方などを引き続き検討いたしまし

て、ハード・ソフト両面からの支援を進めてま

いりたいと考えております。 

  その上で、できれば富裕層を中心としたイン

バウンド観光客にとって魅力の高い宿泊施設の

整備でありますとか、観光サービスの高付加価

値化を進め、併せて地域資源を生かした体験型

観光メニューの充実、情報発信の強化を図るこ

とによりまして、滞在時間の延長、そして消費
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の拡大につなげ、より高付加価値なインバウン

ド消費を取り組むような仕組みづくりを進めて

まいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 続いて、新第６次振興計画では、

国際交流に関する主な取組といたしまして、姉

妹都市間を含む諸外国人との交流事業による相

互理解の推進などをうたっております。 

  そこで質問ですが、市民の国際意識の醸成に

つきまして、この間中断しております市民のト

ルコ共和国ギレスン市訪問交流事業の再開につ

いて、市長はどうお考えかお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 御案内のとおり、本市は1988年

６月25日にさくらんぼの原産地であるトルコ共

和国ギレスン市と姉妹都市締結を行い、これま

で相互訪問をはじめとする交流事業等を実施し

てまいりました。 

  御質問の訪問事業につきまして申し上げます

と、直近では2013年５月に姉妹都市締結25周年

を記念し、本市訪問団がギレスン市国際フェス

ティバルに参加し、慈恩寺舞楽を披露しており

ます。また、同年６月にはギレスン市訪問団よ

り本市を訪問をいただき、記念式典を開催いた

しました。 

  さらに、2018年９月には姉妹都市締結30周年

記念式典を本市で開催し、駐日トルコ共和国特

命全権大使に御臨席を賜りました。 

  その後、2023年６月には姉妹都市締結35周年

を迎えることから、ギレスン市長に対し本市へ

の招聘を行いましたが、大統領選挙実施など国

内事情により訪問は難しいとの連絡をいただい

ております。 

  私は、本年６月に駐日トルコ大使館を訪問し、

特命全権大使とお会いし、今後の交流等につい

て懇談させていただきました。その中で、2028

年にギレスン市と姉妹都市締結40周年を迎える

ことから、その際にはぜひ特命全権大使をはじ

め、ギレスン市の皆様から本市を御訪問いただ

きたいとお話をさせていただきました。特命全

権大使からは、寒河江市においてもギレスン市

を訪問していただきたいとのお話をいただいて

おり、今後国際情勢なども十分見極めながら、

訪問事業等について検討してまいりたいと考え

ております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今前向きな御答弁をいただきま

したけれども、実現できるように進めていただ

きたいということを要望させていただきます。 

  最後になります。過去に、2023年の第４回定

例会でも御提言、御要望させていただいた技能

実習生や長期滞在者に対する日本語セミナーや

文化交流の実施に向けて、前市長は検討すると

いうお話でしたけれども、どのように御検討さ

れたのかお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 技能実習生や長期滞在者に対す

る日本語セミナーや文化交流の実施に向けた検

討状況に対する御質問ということですけれども、

本市の技能実習生の受入れ企業に行政主催の日

本語セミナーのニーズについて意向を確認した

ところ、日本語の指導や生活面のサポートは、

海外での技能実習生の募集や企業への受入れ手

続を支援している管理団体が行っており、職場

では通訳がいなくても会話ができているため、

行政主催の日本語セミナーは特に必要ないとい

う回答でありました。 

  本市では、日本語指導の講師確保が難しいと

いう事情もありまして、日本語セミナーのニー

ズがある場合、現状では山形県国際交流セン

ターの日本語教室を紹介させていただくことに

なりますが、将来的に外国人労働者が増加し、

日本語セミナーのニーズが高まった際には、山

形県連携中枢都市圏連携事業として取り組むな

ど、安定した実施体制を確立していく必要があ

ると認識しております。 
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  文化交流事業については、姉妹都市や友好都

市のある国の方を主とした交流事業を現在実施

しておりますが、今後は技能実習生、長期滞在

者を含めた相互理解を深める機会の確保につい

て検討してまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間がありませんので、最後に

申し上げます。 

  国際交流事業、やっぱり私は今後本当に大事

だと思っていますので、いろんな形で実現して

いただければと思います。 

  最後に、結びなりますけれども、世界陸上が

いよいよ４日後に開催されますが、さがえっこ

の１人、西根小の５年生、齋藤咲心さんがいよ

いよ世界大会に出場することになりました。近

代三種競技で水泳、陸上、レーザー射撃の競技

だそうですけれども、ぜひ金メダルを目指して

頑張ってきてほしい、このことを申し上げ、質

問を終わります。どうもありがとうございまし

た。 

 

荒木春吉議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号14番、15番について、

15番荒木春吉議員。 

○荒木春吉議員 こんにちは、壮風会の荒木です。

通告14、15番の事項について質問いたします。

市長と教育長には答弁よろしくお願いいたしま

す。 

  さて、９月に入り、本市が一番にぎやかかつ

騒々しい季節になりました。農家は稲刈りに、

若い衆はみこし担ぎに汗をかく時期到来です。 

  今夏の猛暑のおかげでさくらんぼは収穫も２

年連続の凶作となったのは御存じのとおりであ

ります。稲作も禁じ手の備蓄米放出のせいで、

将来がどうなるのか不透明な状況にありますが、

生産者と消費者の両方が得心のいくところに落

ち着くことを願うばかりです。 

  まず、農業の地域計画について伺います。 

  今年は、春先から今まで農家は天気と暑さに

やられました。市長の市政概況にあったように、

本年度、さくらんぼと稲作も大変な状況にあり

ます。本市も農家に対して地域計画を昨年度に

作成しました。農地及び農家の将来を予想した

計画ですが、その内容について伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 昨年度完成を見た地域計画の中

身についてというような御質問でありました。 

  御案内の地域計画につきましては、令和５年

４月の改正農業経営基盤強化促進法に基づきま

して、全国の市町村に令和６年度中の策定が義

務づけられました。本市では、市内を９つの地

区に分け、それぞれの地域計画が令和７年３月

31日に策定されております。 

  この地域計画ですが、その中身は大きく２つ

に分けられます。 

  １つ目は、計画の本文となる地域農業の課題

や将来の在り方を示したものであります。例え

ば、各地区の計画区域の面積や担い手への農地

の集積率、地域の特色や課題を踏まえたこれか

らの取組内容に関する記載によって構成される

ものです。具体的には、新しい担い手を積極的

に地域で受け入れていくことに関しましてや、

果樹や野菜などの地域に応じた農産物のブラン

ド化に関する記載、地域によっては鳥獣害対策

や基盤整備など、課題に応じ、地域ごとに記載

内容は異なるものであります。 

  ２つ目は、目標地図と呼ばれる将来の耕作予

定者を可視化した地図であります。この地図と

将来の耕作者リストにより、将来どの農地を誰

が耕作する予定かを表現しているものです。 

  今年度からは、計画に基づいた実行期間に移

行しているところであります。市内９地区のう

ち、例えば柴橋地区では、計画にも記載のある

大規模な基盤整備のために、整備後の圃場にお

ける新たな導入作物の検討や、新規就農者の確
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保育成、法人化に向けての検討を行っておりま

して、計画の実現に向けて取組が進められてい

るところであります。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 それでは、次に地域計画の今後

の展望について伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 国の要綱によりますと、地域計

画は策定したら終わりということではなくて、

地域農業の実態に応じて、年に１回以上の頻度

で随時更新を行っていくこととされております。 

  地域農業を将来にわたって守っていくために、

各地域で定期的に話合いを継続し、新たな担い

手の受入れに際し、将来耕作者が不在になる、

いわゆる白地農地へ誘導したり、農地中間管理

機構を通じた担い手への農地集積集約など、地

域農業の在り方と取組を検討し続けていくこと

が重要であります。 

  今年度も農閑期になりましたら、各地域で計

画のブラッシュアップのための話合いを実施す

る予定であります。荒木議員も御出席いただい

たと伺いましたが、計画策定時にも地域の皆様

でワークショップによる検討を重ねてまいりま

した。そういった話合いの場ができたことは、

この計画のよい副産物でもあるのではないかと

思っているところであります。 

  今後は、当初の計画策定時には話合いに参加

できなかった方や担い手の後継者、配偶者など、

より多様な方々が話合いに参画し、目指すべき

地域農業の将来像の達成に向けて、各地区で計

画の変更を繰り返しながら、ＪＡや土地改良区

などの関係団体とも一体となって、計画の完成

度をより一層高めていければと考えております。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 私も市会議員になってから、園

のアルバイトですね、最初はホップをやりまし

た。一番暑いときに難儀な仕事だなと感じまし

た。次はさくらんぼ３か所でやりました。一番

高いところに上がって、ビニールかけから始ま

って、最後の撤去までという仕事ですが、一応

３か所でやりました。今度、ほかの市町村に行

って、ネギのあれでやりましたけれども、温暖

化のせいで、ホップは多分全滅、たしか私がや

ったときは５か所ほどでやっていましたが、多

分全滅したはずです。温暖化で、多分あれは冷

涼性作物ですから、なかなか難しいと思います。 

  次はさくらんぼ、御承知のとおり、２年連続

の凶作と言ったら農家に笑われまして、３年連

続だと言われまして、私も働いてさくらんぼ農

園をやるとすごく暑くて、とてもじゃないが昼

までもたないというか、今日の新聞見たら、だ

だちゃ豆は10時で収穫を打ち切るということな

ので、私が働いているところは正午までやるの

ですが、忙しいと、今度午後からもやってくれ

ということになりまして、とてもじゃないが、

ロボットならできるが、並みの人間はとても大

変なんだなということを実感します。 

  ネギも最初の頃に手伝いに行ったんですが、

今は機械で引っこ抜いていますが、私がやった

ときは就農して間もないときだったので人力で

引き抜いたわけですが、ネギは水分を嫌うので、

なかなか大変な、暑いときにやるのは多分大変

だなと思いました。農家の大変さの一端が、全

部は分かりませんが、分かったような気がしま

した。 

  昨夜のテレビに、さくらんぼ再生会議の模様

が、渡邉課長がテレビに映って、今朝の新聞、

全国紙、３つにさくらんぼ共生会議のことが出

ています。10年先を見据えてやらないと、さく

らんぼも多分山形を通り越して、秋田、青森、

北海道に行くのかなと。太田議員ではありませ

んけれども、バナナとミカンをこれから考えな

くてはいけないのかなという気はします。前は

冗談で言っていたのですが、冗談ではなくなっ

てきたような気がします。 

  先日、四者懇談で、ＪＡ、農業委員会、土地
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改良区の人たちと水路を眺めてまいりました。

農家にとっては水が命であります。大変だなと。

私の猫の額の田んぼの周りも水路が来てますが、

あの水がここから流れているんだと思うと、や

っぱり先人の築いた水路はすごくありがたいな

と思います。私は自家用にしかやってませんが、

無責任な栽培ですが、本当に大変だなと。 

  地域計画は、最後は何かといえば、農地と多

分後継者の問題かなと私は思っています。もう

かる農業は玄関にゴルフバッグが置いてあって、

後継者がいますけれども、もうけるのが困難な

農家の方は、後継者を見つけるのは大変かなと。

さくらんぼもホップも後継者がいなくて、最後

は大変かなという気はします。でも、もうかっ

ているネギのほうは、年齢的にも若いし、これ

からも続けていけるのではないかなと私は思っ

ています。ぜひ農家も消費者もお互い納得のい

く価格で取引できて、両者が共存共栄できるよ

うな関係になればいいなと思っています。よろ

しくお願いします。 

  次に、通告15番の教育問題について伺います。 

  今春行った全国学力・学習状況調査の結果が、

通年より若干早く、今夏７月に公表された。先

生方が最も多忙な時期と重なったようです。今

夏の生徒たち、充実活動に煩わされたような、

まずその全国学力・学習状況調査の結果と分析

状況について伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 ４月17日に実施されました

今年度の全国学力・学習状況調査における本市

の結果についてお答えいたします。 

  小学校の国語については、全国の正答率が

66.8％であるのに対し、本市の正答率は66％で

した。公表されている調査問題の正答率につい

ては、全国の正答率は小数第１位まで示されて

いますけれども、県や市町村の正答率は寒河江

市66％のように、小数第１位を四捨五入した数

字で公表されています。つまり、66％というの

は、65.5％から66.4％の幅があるということで

すので、１ポイント未満の数字については、正

確ではないこともあります。こうしたことから、

小学校の国語については、全国平均とほぼ同じ

くらいであると言えます。 

  小学校の算数については、全国58.0に対して、

本市は55と３ポイントほど下回る結果となって

います。 

  今年度は、国語と算数だけでなく理科も実施

されていますが、小学校の理科については、全

国57.1に対して、本市は58であることから、全

国平均とほぼ同じくらいであると思われます。 

  なお、山形県の正答率と比べた場合は、小学

校については、国語が１ポイント上回っており、

算数、理科はともに同程度の結果でした。 

  中学校の国語については、全国54.3に対し、

本市は53と僅かに下回っております。 

  中学校の数学については、全国48.3に対し、

本市は47と、国語と同様、全国平均を僅かに下

回りました。 

  中学校の理科については、今年度はタブレッ

ト端末を活用して回答するＣＢＴという方式が

導入されました。ＣＢＴによる調査は、正答率

ではなくて、各設問の正誤パターンの状況から

学力を推定し、500を基準としてスコアで表す

ものです。これによると、全国平均が503であ

るのに対し、本市は486という結果でした。 

  中学校の正答率を山形県と比べた場合は、数

学が２ポイント上回っており、国語は僅かに下

回っていました。理科の平均スコアも僅かに下

回る結果でした。 

  また、学力調査の答え方には、幾つかの解答

例の中から選ぶ選択式、漢字の読み方や数字等

で答える短答式、文章等で答える記述式の３つ

の形式があります。この問題形式別の平均正答

率で見ると、小学校の国語、理科、中学校の国

語で記述式が全国平均を上回っています。特に

小学校の理科においては、全国平均を約８ポイ
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ント上回りました。これは、比較したり、条件

づけたりしながら、自分の考えを論理的に表現

する力が育ってきていると言えると思います。 

  ただし、文脈をきちんと理解して答える必要

がある選択式の問題については、小学校、中学

校ともに３教科全てで全国平均を下回りました。

こうした傾向はここ数年続いており、本市の課

題となっています。 

  また、第７次山形県教育振興計画の目標であ

るウェルビーイングに関わる調査項目では、学

校に行くのは楽しいと思いますかという質問で、

当てはまる、どちらかといえば当てはまると答

えた児童生徒の割合が、小学校、中学校ともに

前年を上回りました。 

  さらに、ふだんの生活の中で幸せな気分にな

ることはどれくらいありますかという質問では、

よくある、時々あると答えた割合は、小・中学

校ともに全国平均を上回っていました。 

  このことから、楽しい学校づくりに努める各

学校の取組や工夫、こういったものに成果が見

られ、子供たちの幸福感も上昇しつつある状況

と考えられます。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 次に、今夏休み前の７月17日木

曜日に、我が陵南中において学区議員と語る会

が行われた。学区議員が最多の９名おり、50分

の授業参観の後、１時間の懇談会があった。茂

木校長から石山校長に替わり、現場に戻った本

人はにこにこしていましたよ。茂木校長は、フ

タコブラクダ学力だったのが、今はミコブラク

ダだと指摘されつつ、意欲満々の表情でありま

した。 

  そこで、生徒たちの学力向上策について伺い

ます。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 本市の学力向上対策につい

てお答えいたします。 

  学力向上対策については、ここ数年継続して

力を入れているのが、全ての学習の基盤となる

読解力の育成です。先ほど、全国学力・学習状

況調査の結果から、選択式の問題に課題がある

ことを申し上げました。これは、問題文の文脈

や内容を正しく読み取れないことに起因してい

ると考えられます。そこで、各教科等を通して、

教科書の文章及びグラフや図表などの資料を適

切に読み取る力、つまり読解力を育成すること

が重要であると考え、取組を継続しております。 

  具体的対策として、中学１年生、２年生を対

象に、リーディングスキルテストを実施してい

ます。リーディングスキルテストを活用するこ

とによって、学級一人一人の文章を読み取る力

を把握し、個別の支援に生かすことができます。

また、学級の全体的な傾向を把握することによ

り、学級全体としてどのように学習を展開して

いくか、何について詳しく説明するのが効果的

であるかなど、教師の授業づくりの工夫に生か

すことができるものと思います。 

  校長会では、読解力や論理的思考を高めるた

めの指導の在り方について、具体的な指導の留

意点について話をし、校長先生方に授業を行う

教員への指導をお願いしています。 

  また、教育委員会の学校訪問時にも、全国学

力・学習状況調査の実際の問題の正答率や無解

答率も示しながら、授業で大切にすべきポイン

トについて教職員に直接お話をしているところ

です。 

  さらには、各種調査で正答率の低かった問題

を例にして、必要と思われる学習内容について

は繰り返しの学習を行うなど、これまでの単元

構成を見直したり、学習過程を工夫することも

大切だと考えます。 

  例えば、今年度の小学校の国語では、情報の

関連づけや整理の仕方といった問題で正答率に

落ち込みが見られました。複数の情報を分析し

て関連する箇所を線で結んだり、矢印などを使

って図示や構造化したりする学習経験が乏しい
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ものと思われます。 

  このような結果を踏まえ、学ぶべき学習活動

を意識して単元を構成していくことは、これか

らの児童生徒に必要な資質能力の育成にもつな

がるものと考えております。 

  先ほど申し上げましたように、学校に行くの

は楽しいと感じる児童生徒が前年度より増えて

いました。学校が楽しいと感じるためには、授

業が分かる、授業が楽しいということが土台に

なります。全ての児童生徒が学習の楽しさを味

わえるように、そしてより一層力を伸ばすこと

ができるように、引き続き各学校に指導支援し

ていきたいと考えております。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 最後に、毎日新聞の８月10日の

記事に出ていた事項について伺います。 

  記事では、全国の通級指導の数値が出ていま

したが、本市内小中学校の通級指導の現況分析

について伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 荒木議員御指摘の記事によ

りますと、令和５年度に通級による指導を受け

た児童生徒が全国では20万人を超えたという報

道がありました。 

  通級指導というのは、通常の学級に在籍する

障がいのある児童生徒が、学習面、生活面で抱

える困難を改善したり、克服したりするために、

一部別な教室で特別な指導を受けることができ

るものです。学習上、生活上の困難が比較的軽

く、通常学級での生活が可能であるものの、個

別の特別な支援が必要な児童生徒が対象となり

ます。 

  本市では、言語障がい、ＬＤと呼ばれる学習

障がい、ＡＤＨＤ、自閉スペクトラム症、情緒

障がいなどを抱える児童生徒が通級指導を受け

ております。 

  寒河江小学校にあることばの教室には、言語

障がいを持つ児童54名が通級しています。寒河

江小学校に在籍し、通級指導を受けている、い

わゆる自校通級の児童が18名、ほかの学校から

通ってくる他校通級の児童が36名です。言葉の

意味の理解はできているものの、唇や舌、顎な

どの発音の器官の動きに障がいがあり、言葉を

はっきりと発音できない状況を改善するための

指導が専門の教員によって行われています。 

  また、寒河江中部小学校、柴橋小学校、陵南

中学校でも通級による指導が行われております。

ＬＤやＡＤＨＤ、自閉症など発達障がいを抱え

る児童生徒が寒河江中部小学校で19名、柴橋小

学校で15名、陵南中で８名通級指導を受けてい

ます。 

  ＬＤのお子さんには、読み書きのトレーニン

グや数の概念の形成を目的とした指導、ＡＤＨ

Ｄのお子さんには情動面のコントロールや注意

力、集中力を養うための指導、自閉的傾向のあ

るお子さんには、コミュニケーションを促進す

るための指導などが丁寧に行われています。 

  こうした通級での指導により、一人一人がそ

の教育的ニーズに合わせた指導を受けることが

でき、また苦手なことを克服する機会を得るこ

とができるので、本人の心の安定や自信にもつ

ながっているものと思われます。 

  発達障がいという言葉が広く知られるように

なり、障がいを抱える子供たちへの理解が進ん

でいくにつれて、個別の特別な支援が必要な児

童生徒はさらに増えていくと考えられます。今

後、通級による指導が受けられる学校が増えて

いくように、また他校からの通級指導が受けや

すくなるように、市教育委員会としましても通

級指導加配教員の配置など、県に働きかけてい

きたいと思います。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 陵南中学校で、前の茂木校長か

らは、フタコブラクダ、要するにウサギと亀で

すね。解消法は簡単な話で、亀のけつを引っぱ

たけば、多分これは向上するのかなと。ただ、
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ミツコブラクダとなると、正面作戦ではできま

せんので、二正面作戦でいかなくてはいけない

ので、複雑度が増すというか、先生方は大変だ

ろうと思います。ウサギと亀の間を何というの

か、私は分かりませんが、多分ウサギに追いつ

くべく、亀さんともう１人の方のけつをたたか

ないと、学力向上には結びつかないのかなと思

います。 

  石山校長は自信満々で、現場に戻ったからに

こにこしていましたので、私は大いに期待して

いるところです。教育委員会にいたときは、何

か苦虫をかみ潰したような顔ばかりしていまし

たけれども、現場に戻って生き生きしていたか

ら、これは大丈夫だと私は思っています。 

  ぜひ、一挙にとはいきませんけれども、５ミ

リ、１ミリの半分ずつでもいいですから、補助

していただければありがたいなと思っています。 

  あと、通級指導のことですが、私の子供３人

のうち２人は、寒河江小学校のことばの教室に

通っています。幼稚園の先生におせっかいを焼

かれて、いじめられるといけないからと、言葉

がはっきり出るようにということで通った思い

出があります。多分、今中学校でも通級指導を

やっているということですけれども、小学生が

中学生になり、高校生になって体が大きくなっ

てくると、バランスが取れて、多分まともにと

言ってはいけない、成長のあかしとして支障な

く学校生活が送れるのかなと思っています。体

が小さいとどうしてもいろんなことが出てきま

す。 

  でも、先日、更科 功だったか、中村桂子か

分かりませんけれども、ＡＤＨＤというのは人

類に進化をもたらすそうなのですね。要するに

アインシュタインです。アインシュタインもＡ

ＤＨＤだか、ＬＤだか、たしかそうだったと思

います。駄目なところももちろんありますけれ

ども、特異的に優れたところがあって、相対性

理論を発表したわけですから、欠けるところが

あっても、すばらしいところもありますので、

生徒たちの進化には貢献しないと思いますけれ

ども、人類の進化に貢献するそうでありますか

ら、ぜひ大事に育てていただきたいなと思って

います。 

  私の子供は、ことばの教室で菅原先生にお世

話になったのですが、菅原先生は多分特別な教

育を受けた専門の先生だったと思います。前も

話しましたけれども、言葉を教えるだけでなく、

ちゃんとお茶で接待してくれたのですね。そう

いう器量のある先生がいると、我が子も一丁前

になることができたのかなと今でも私は感謝し

ています。学校の先生、ただ黒板に字を書いて、

でかい声でどなっていれば、生徒が一丁前にな

るかというと、そうではないと思うのです。 

  この間、野口君がウォーカブルという言葉、

俺も最後に英語で言わんないなと思って、頑張

って考えてきました。この間、陵南中学校の国

語の授業、２人の先生が隣り合わせて授業して

いたのです。これは見比べるわけですよね、ど

っちが一丁前の先生かというのは一目瞭然であ

ります。私がいつも言っているとおり、声がで

かくて、板書ができれば先生は一丁前だと思っ

ていたんですけれども、違いますね。プレイフ

ル・ラーニング、一生懸命教えるだけでは駄目

なんです。先生がゆとりを持ってというか、遊

び心を持って教えないと、勉強しろ、勉強しろ

と言ったって、生徒は勉強しませんから、遊べ、

遊べと言ってはまずいかもしれませんけれども、

余裕のある教え方をしないと、生徒の心臓と脳

みそには入っていかないのではないかと私は思

っています。先生というのは真面目な人が多い

ですから、あまり一生懸命勉強しろ、勉強しろ

と真面目にばかりしていたのでは、生徒がどん

引きしますので、ぜひ遊び心のある授業を展開

していただきたいな、教育委員会にはそういう

ふうに指導していただきたいなと私は思ってい

ます。今日はどうもありがとうございました。 
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   散    会    午後１時４２分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和７年９月１０日（水曜日）第３回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  柏  倉  信  一  議員     ２番  佐  藤  政  人  議員 

   ３番  野  口  康 一 郎  議員     ４番  児  玉     崇  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ７番  太  田  陽  子  議員     ８番  佐  藤  耕  治  議員 

   ９番  渡  邉  賢  一  議員    １０番  伊  藤  正  彦  議員 

  １１番  古  沢  清  志  議員    １２番  太  田  芳  彦  議員 

  １３番  阿  部     清  議員    １４番  沖  津  一  博  議員 

  １５番  荒  木  春  吉  議員    １６番  後  藤  健 一 郎  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 
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デジタル戦略 
課 長 
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課 長 
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小 林 弘 之  福祉国保課長  黒 田 美 紀  健康増進課長 

志 鎌 重 美  子育て推進課長  寺 西 里 衣  
会計管理者(兼) 
会 計 課 長 

大 江 幸 範  上下水道課長  山 田 良 一  病 院 副 院 長 

東海林 茂 美  学校教育課長  安 彦 絵 美  生涯学習課長 
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課 長  大 沼   勇  監 査 委 員 

渡 邉   昭  
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事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

髙 橋 良 子  事 務 局 長  伊 藤 正 弘  局 長 補 佐 
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   議事日程第４号       第３回定例会 

   令和７年９月１０日（水）  午前９時３０分開議 

 

   再  開   

日程第 １ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃  ６ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃  ７ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃  ８ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃  ９ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １０ 議第５６号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 

 〃 １１ 議第５７号 令和７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 １２ 議第５８号 令和７年度寒河江市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 〃 １３ 議第５９号 寒河江市議会議員及び寒河江市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す 

            る条例の一部改正について 

 〃 １４ 議第６０号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 １５ 議第６１号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 １６ 議第６２号 寒河江市水道給水条例及び寒河江市下水道条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第６３号 寒河江市水道企業職員及び下水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条 

            例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改 

            正について 

 〃 １８ 議第６４号 財産（タブレット端末等）の取得について 

 〃 １９ 質疑 

 〃 ２０ 決算特別委員会設置 

 〃 ２１ 予算特別委員会設置 

 〃 ２２ 委員会付託 

   休  憩 

   再  開 

日程第２３ 寒河江市議会決算特別委員会正副委員長の互選結果報告について 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 
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   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第１、認第１号令和６年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について

から、日程第18、議第64号財産（タブレット端

末等）の取得についてまでの18案件を一括議題

といたします。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第19、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いします。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第７号令和６年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第55号令和６年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第56号令和７年度寒河江市一般会計

補正予算（第４号）に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第57号令和７年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第１号）に対する質疑はあ

りませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第58号令和７年度寒河江市下水道事

業会計補正予算（第１号）に対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第59号寒河江市議会議員及び寒河江

市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部改正についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第60号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第61号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第62号寒河江市水道給水条例及び寒

河江市下水道条例の一部改正についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第63号寒河江市水道企業職員及び下

水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条

例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及

び基準に関する条例の一部改正についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第64号財産（タブレット端末等）の

取得についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

決算特別委員会設置 

 

○柏倉信一議長 日程第20、決算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  認第１号令和６年度寒河江市一般会計歳入歳

出決算の認定についてから議第55号令和６年度

寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の

認定についてまでの９案件については、議長及

び議会選出監査委員を除く14人を委員に選任し

て構成する決算特別委員会を設置し、これに付

託の上審査することにしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてから議第55号令

和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及

び決算の認定についてまでの９案件については、

決算特別委員会を設置し、これに付託の上審査

することに決しました。 

 

予算特別委員会設置 

 

○柏倉信一議長 日程第21、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第56号令和７年度寒河江市一般会計補正予

算（第４号）については、議長を除く15人を委

員に選任して構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託の上審査することにしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第56号令和７年度寒河江市一般会

計補正予算（第４号）については、予算特別委

員会を設置し、これに付託の上審査することに

決しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第22、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す委員会付託案件表のとおり、それぞれ所管の
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委員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 

議第５８号、議第５９号、 

議第６０号、議第６１号、 

議第６２号、議第６３号 

厚生文教常任委員会 議第５７号、議第６４号 

予算特別委員会 議第５６号 

決算特別委員会 

認第１号、認第２号、 

認第３号、認第４号、 

認第５号、認第６号、 

認第７号、議第５４号、 

議第５５号 

 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

 休 憩 午前 ９時３８分  

 再 開 午前１０時４０分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

寒河江市議会決算特別委員会 

正副委員長の互選結果報告について 

 

○柏倉信一議長 日程第23、寒河江市議会決算特

別委員会正副委員長の互選結果報告についてで

あります。 

  休憩中に決算特別委員会が開催され、正副委

員長が互選されましたので、御報告いたします。 

   決算特別委員会委員長  渡邉賢一議員 

   決算特別委員会副委員長 児玉 崇議員 

  以上であります。 

 

   散    会    午前１０時４０分 

 

○柏倉信一議長 以上で本日の日程は終了いたし

ました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和７年９月２４日（水曜日）第３回定例会 
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   議事日程第５号       第３回定例会 

   令和７年９月２４日（水）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （決算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃  ６ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃  ７ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃  ８ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃  ９ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １０ 決算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第１２ 議第５６号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 

 〃 １３ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １４ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１５ 議第５８号 令和７年度寒河江市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 〃 １６ 議第５９号 寒河江市議会議員及び寒河江市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す 

            る条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第６０号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第６１号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 １９ 議第６２号 寒河江市水道給水条例及び寒河江市下水道条例の一部改正について 

 〃 ２０ 議第６３号 寒河江市水道企業職員及び下水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条 

            例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改 

            正について 

 〃 ２１ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２２ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 
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日程第２３ 議第５７号 令和７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２４ 議第６４号 財産（タブレット端末等）の取得について 

 〃 ２５ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２６ 質疑・討論・採決 

 

日程第２７ 議第６５号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第５号） 

 〃 ２８ 議案説明 

 〃 ２９ 委員会付託 

 〃 ３０ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時１５分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。荒木議会運営委員長。 

   〔荒木春吉議会運営委員長 登壇〕 

○荒木春吉議会運営委員長 おはようございます。 

  本日の会議運営につきましては、９月22日、

委員６名全員出席並びに関係者出席の下、議会

運営委員会を開催し、協議いたしましたので、

その結果について御報告申し上げます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

上げます。 

  追加案件は、議第65号令和７年度寒河江市一

般会計補正予算（第５号）の１案件であります。 

  このことにより、議事日程の一部変更が必要

となります。 

  日程変更の詳細につきましては、お示しして

おります日程表のとおりとなります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第１、認第１号令和６年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について

から、日程第９、議第55号令和６年度寒河江市
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下水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてまでの９案件を一括議題といたします。 

 

決算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第10、決算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  決算特別委員長報告を求めます。渡邉決算特

別委員長。 

   〔渡邉賢一決算特別委員長 登壇〕 

○渡邉賢一決算特別委員長 決算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申し上げ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、認第１

号令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の

認定について、認第２号令和６年度寒河江市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算の認定について、認第

４号令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入

歳出決算の認定について、認第５号令和６年度

寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入

歳出決算の認定について、認第６号令和６年度

寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）

歳入歳出決算の認定について、認第７号令和６

年度寒河江市立病院事業会計決算の認定につい

て、議第54号令和６年度寒河江市水道事業会計

利益の処分及び決算の認定について、議第55号

令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分

及び決算の認定についてであります。 

  ９月10日、委員14名出席、当局からは市長は

じめ関係課長等出席の下、委員会を開会し、９

案件を一括議題とし、議案説明を受け質疑に入

り、質疑の後、各分科会に分担付託し、審査す

ることにいたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  最初に、認第１号から認第７号までの７案件

を一括して採決した結果、賛成多数をもって原

案のとおり認定すべきものと決しました。 

  次に、議第54号及び議第55号の２案件につい

て一括して採決した結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決及び認定すべきものと決しまし

た。 

  以上で決算特別委員会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第11、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について、認第２号令和

６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第３号令和６年度寒河

江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第４号令和６年度寒河江市介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第５号令和６年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第６号令和６年度寒河江市財産区特別会計（高
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松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について

及び認第７号令和６年度寒河江市立病院事業会

計決算の認定についての７案件を一括して採決

いたします。 

  ただいまの７案件に対する委員長報告はいず

れも認定であります。 

  ７案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号、認第２号、認第３号、認

第４号、認第５号、認第６号及び認第７号の７

案件は原案のとおり認定されました。 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について及び議

第55号令和６年度寒河江市下水道事業会計利益

の処分及び決算の認定についての２案件を一括

して採決いたします。 

  ただいまの２案件に対する委員長報告はいず

れも可決及び認定であります。 

  ２案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第54号及び議第55号は原案のとお

り可決及び認定されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第12、議第56号令和

７年度寒河江市一般会計補正予算（第４号）を

議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第13、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。安孫子予算

特別委員長。 

   〔安孫子義徳予算特別委員長 登壇〕 

○安孫子義徳予算特別委員長 予算特別委員会に

おける審査の経過と結果について御報告申し上

げます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第56

号令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第４

号）であります。 

  ９月10日、委員15名出席、当局からは市長は

じめ関係課長等出席の下、委員会を開会し、議

第56号を議題とし、質疑の後、各分科会に分担

付託し、審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第56号を採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で予算特別委員会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第14、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 
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  議第56号令和７年度寒河江市一般会計補正予

算（第４号）に対する委員長報告は可決であり

ます。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第56号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第15、議第58号令和

７年度寒河江市下水道事業会計補正予算（第１

号）から、日程第20、議第63号寒河江市水道企

業職員及び下水道企業職員の給与の種類及び基

準に関する条例及び寒河江市立病院企業職員の

給与の種類及び基準に関する条例の一部改正に

ついてまでの６案件を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第21、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。月光総

務産業常任委員長。 

   〔月光裕晶総務産業常任委員長 登壇〕 

○月光裕晶総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申し上げます。 

  本委員会は、９月10日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第58号から議第63

号までの６案件であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、議第58号令和７年度寒河江市下水道

事業会計補正予算（第１号）を議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第59号寒河江市議会議員及び寒河江

市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部改正についてを議題とし、当局の

説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第60号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  次に、議第61号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「本市役所内での育児休業の取得人

数はどれくらいか」との問いがあり、当局より

「令和６年度は男性８名、女性８名です」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第62号寒河江市水道給水条例及び寒

河江市下水道条例の一部改正についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  次に、議第63号寒河江市水道企業職員及び下

水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条

例及び寒河江市立病院企業職員の給与の種類及

び基準に関する条例の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決すべきものと決
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しました。 

  以上で総務産業常任委員会における審査の経

過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第22、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第58号令和７年度寒河江市下水道事業会計

補正予算（第１号）、議第59号寒河江市議会議

員及び寒河江市長の選挙における選挙運動の公

費負担に関する条例の一部改正について、議第

60号寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部改正について、議第61号寒河江市職

員の育児休業等に関する条例の一部改正につい

て、議第62号寒河江市水道給水条例及び寒河江

市下水道条例の一部改正について及び議第63号

寒河江市水道企業職員及び下水道企業職員の給

与の種類及び基準に関する条例及び寒河江市立

病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条

例の一部改正についての６案件を一括して採決

いたします。 

  ただいまの６案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ６案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第58号、議第59号、議第60号、議

第61号、議第62号及び議第63号の６案件は原案

のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第23、議第57号令和

７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第

１号）及び日程第24、議第64号財産（タブレッ

ト端末等）の取得についての２案件を一括議題

といたします。 

 

厚生文教常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第25、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。野口厚

生文教常任委員長。 

   〔野口康一郎厚生文教常任委員長 登壇〕 

○野口康一郎厚生文教常任委員長 厚生文教常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申し上げます。 

  本委員会は、９月11日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第57号及び議第64

号の２案件であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、議第57号令和７年度寒河江市介護保

険特別会計補正予算（第１号）を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第64号財産（タブレット端末等）の

取得についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「タブレット端末の取得台数を

3,885台とした根拠は」との問いがあり、当局
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より「このたびの第２期ＧＩＧＡスクール構想

では、タブレット端末の故障時においても児童

生徒の学びを止めないとの観点から、児童生徒

総数の15％を予備機として整備することが認め

られています。５月１日現在の児童生徒総数に

その15％分に当たる452台の予備機分を加えた

3,471台が児童生徒用の台数であり、国の補助

を活用して整備します。それに、補助の対象外

とはなりますが、教員用として414台を加え、

総数として3,885台としたところです」との答

弁がありました。 

  委員より「タブレット端末を共同調達するこ

とで購入単価を下げられるということだと思う

が、全県で同じ機種を使うことで、現在と利用

環境が変わり児童や教員に影響が出ることはな

いのか」との問いがあり、当局より「このたび

の調達に係る国からの補助要件として、県と県

内の市町村から成る共同調達の会議に参加する

ことが条件として挙げられていました。市町村

ごとに希望する機種が違いますので、その会議

においてそれぞれ希望する機種ごとの部会を開

催し、協議、検討してきました。最終的に市町

村ごとに機種等を選定するため、県内の市町村

全てが同じ機種を使うということではありませ

ん。なお、本市においては、教職員からの聞き

取りや教育委員会での検討の結果、現在使って

いるＷｉｎｄｏｗｓ系の端末からＣｈｒｏｍｅ

ｂｏｏｋへの変更を予定しています」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で厚生文教常任委員会における審査の経

過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第26、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第57号令和７年度寒河江市介護保険特別会

計補正予算（第１号）及び議第64号財産（タブ

レット端末等）の取得についての２案件を一括

して採決いたします。 

  ただいまの２案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ２案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第57号及び議第64号の２案件は原

案のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第27、議第65号令和７年度

寒河江市一般会計補正予算（第５号）を議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第28、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。齋藤市

長。 

   〔齋藤真朗市長 登壇〕 

○齋藤真朗市長 おはようございます。 

  私から、議第65号令和７年度寒河江市一般会

計補正予算（第５号）について御説明申し上げ

ます。 

  このたびの補正予算は、寒河江市柴橋地区コ
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ミュニティセンター旧館施設の屋上防水工事に

ついて、工法変更により追加工事が生じること

から、コミュニティセンター管理運営事業費の

追加を行うものでございます。 

  その結果、歳入歳出それぞれ450万1,000円を

追加し、予算総額を249億6,559万3,000円とす

るものでございます。 

  詳細につきましては関係課長より御説明を申

し上げますので、よろしく御審議の上、御可決

くださいますようお願い申し上げます。 

○柏倉信一議長 小林財政課長。 

   〔小林博之財政課長 登壇〕 

○小林博之財政課長 議第65号令和７年度寒河江

市一般会計補正予算（第５号）の詳細について

御説明申し上げます。 

  このたびの補正予算は、寒河江市柴橋地区コ

ミュニティセンター旧館施設の屋上防水工事に

ついて、施工途中で一部工法変更の対応が必要

な状況が発生し、追加工事の必要が生じたこと

から、このたび追加補正として計上するもので

ございます。 

  初めに、歳入について御説明申し上げます。 

  一般会計補正予算書５ページの事項別明細書

を御覧ください。 

  19款繰越金は、令和６年度決算に基づく実質

収支額の一部をこのたびの補正予算の財源とし

て追加をするものです。 

  21款市債は、このたびの追加工事に係る工事

請負費に充てるものでございます。 

  歳入は以上でございます。 

  続いて、第２表地方債補正について御説明申

し上げます。 

  ４ページを御覧ください。 

  地域づくり推進事業は、先ほど御説明申し上

げました追加工事に伴い、市債の借入限度額を

変更するものでございます。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

○柏倉信一議長 石橋みらい協働課長。 

   〔石橋慶幸みらい協働課長 登壇〕 

○石橋慶幸みらい協働課長 それでは、歳出につ

きまして私から御説明申し上げます。 

  ６ページを御覧いただきたいと思います。 

  ２款１項６目、コミュニティセンター管理運

営事業について御説明申し上げます。 

  工事請負費は、財政課長からの説明にありま

したが、当初予定していた工法を変更し、追加

工事が必要となったことから、その費用を計上

するものでございます。 

  柴橋地区コミュニティセンター旧館につきま

しては、これまでも雨漏りが発生するため、今

年度に屋上の防水工事を発注し、工事に着手し

たところでございます。 

  施設の屋上はフラットな形状のいわゆる陸屋

根となっており、防水のためアスファルト塗装

がなされ、その上に塗装の保護や断熱のためと

推察される石がさんさされている状態となって

おりました。当初の計画では、この石を撤去し、

その後に改めてアスファルトを塗装する予定と

しておりました。しかし、工事に着手し、この

堆積した石の除去を進めたところ、石が既存の

アスファルト塗装に融着し、除去ができない箇

所が多くあることが判明しました。 

  この工事に際しましては、設計施工管理業務

を委託し、現場の確認後、設計を行いまして工

事の発注を行ったところでございますけれども、

この時点において石の融着については確認する

ことができませんでした。工事請負事業者、施

工管理事業者と協議しましたところ、石が除却

できないままアスファルト塗装を塗り重ねても、

既存部分の静置性が確保できず、防水性が確保

できないとの結論に至りました。そのため、既

存のアスファルト塗装に単に塗り重ねる工法か

ら、静置性の確保や屋上の保護のため軽量なコ

ンクリートを塗布した上でアスファルト塗装を

行うとする工法への変更が必要となったところ

でございます。この工法変更に伴い、このたび
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の補正予算を計上したところでございます。 

  御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第29、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第65号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第30、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第65号について質疑はありませんか。月光

議員。 

○月光裕晶議員 かなり古い建物なのであまりこ

ういったことに驚きはないんですが、工期が延

びるかと思うんですが、その辺見込みなど分か

りましたら教えていただきたいなと。 

○柏倉信一議長 石橋みらい協働課長。 

○石橋慶幸みらい協働課長 現在の工期につきま

しては、12月当初までということで契約してご

ざいますけれども、今回の追加工事によりまし

て工期延長も必要となる可能性が高いというふ

うに聞いております。今後の気象でありますと

か、そういったものを加味しながら適切に判断

してまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 これから保育所の運動会だった

りとか、あと柴橋の文化祭などもあって、かな

り人の出入りとか多くなる時期になってくると

思いますので、安全面のほうだけしっかりして

いただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。野

口議員。 

○野口康一郎議員 この追加工事が必要になった

ということが判明したのはいつ頃なんでしょう

か、教えていただければと思います。 

○柏倉信一議長 みらい協働課長。 

○石橋慶幸みらい協働課長 今回の工事につきま

しては、９月１日から工事のほうに着手したわ

けでございますけれども、その後に屋上に堆積

されている石の除去を進めてまいりました。９

月半ばぐらいに全体の石の除去が終わったとい

う段階で融着している部分がかなり多く見られ

たということでございまして、そのときに改め

て判断させていただいた次第でございます。 

  以上です。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第65号令和７年度寒河江市一般会

計補正予算（第５号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第65号は原案のとおり可決されま

した。 

 

   閉    会    午前１０時５３分 

 

○柏倉信一議長 これにて令和７年第３回寒河江
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市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 
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   決算特別委員会議事日程第１号  第３回定例会 

   令和７年９月１０日（水）    本会議休憩中開議 

 

   開  会 

日程第 １ 寒河江市議会決算特別委員会正副委員長の互選について 

 〃  ２ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃  ７ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃  ８ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃  ９ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １０ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １１ 議案説明 

 〃 １２ 質疑 

 〃 １３ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会     午前９時４１分 

 

○髙橋良子事務局長 初めての決算特別委員会で

ありますので、委員会条例第10条第２項の規定

により、年長の荒木春吉委員に臨時委員長をお

願いいたします。 

○荒木春吉臨時委員長 初めての決算特別委員会

でありますので、委員長が互選されるまでの間、

年長の私が委員長の職務を行います。暫時の間、

御協力をお願いいたします。 

  ただいまから決算特別委員会を開会いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

寒河江市議会決算特別委員会 

正副委員長の互選について 

 

○荒木春吉臨時委員長 日程第１、寒河江市議会

決算特別委員会正副委員長の互選についてを議

題といたします。 
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  これより委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選については、指名推選によるこ

ととし、私から指名したいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  では、私から委員長には渡邉賢一委員を指名

いたします。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員長には渡邉賢一委員が当選され

ました。 

  委員長より就任の御挨拶をお願いします。 

   〔渡邉賢一委員 委員長席へ〕 

○渡邉賢一委員長 ただいま決算特別委員長に選

任されました渡邉賢一でございます。何分経験

不足で不慣れなところがございますけれども、

ぜひ皆様のお力添えを賜り、スムーズな議事進

行、そして活発な決算特別委員会の議論をお願

し、就任の挨拶といたします。 

  それでは、これより副委員長の互選を行いま

す。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選については、指名推選による

こととし、私から指名したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  では、私から副委員長には児玉 崇委員を指

名いたします。これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、副委員長には児玉 崇委員が当選さ

れました。 

  副委員長より自席にて就任の御挨拶をお願い

します。 

○児玉 崇副委員長 ただいま副委員長に選出い

ただきました児玉 崇でございます。渡邉委員

長を補佐し、委員会が円滑に進んでまいります

よう、誠心誠意務めてまいりますので、皆様か

らの御協力をどうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第２、認第１号令和６年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから、日程第10、議第55号令和６年度寒河江

市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてまでの９案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○渡邉賢一委員長 日程第11、議案説明でありま

す。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてから認第６号令

和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、

三泉）歳入歳出決算の認定についてまでの６案

件について当局より説明を求めます。寺西会計

管理者。 

○寺西里衣会計管理者（兼）会計課長 おはよう

ございます。 

  令和６年度寒河江市一般会計及び特別会計決

算の概要について御説明申し上げます。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について御説明申し上げ

ます。 

  なお、金額につきましては、1,000円未満の

数字は切捨てとさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

  歳入について御説明いたします。 

  令和６年度寒河江市歳入歳出決算書の３ペー

ジ、４ページを御覧ください。款ごとの収入済

額と、前年度と比較した増減率を申し上げます。 
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  第１款市税は、収入済額が51億3,648万9,000

円で前年度比2.0％の減であります。 

  第２款地方譲与税は１億3,805万7,000円で

1.5％の増。 

  第３款利子割交付金は170万7,000円で33.6％

の増。 

  第４款配当割交付金は2,260万9,000円で

45.9％の増。 

  第５款株式等譲渡所得割交付金は3,307万

5,000円で77.1％の増。 

  第６款法人事業税交付金は7,418万3,000円で

4.8％の減。 

  第７款地方消費税交付金は10億6,903万3,000

円で2.5％の増。 

  第８款環境性能割交付金は1,355万5,000円で

3.8％の減。 

  ５ページ、６ページを御覧ください。 

  第９款地方特例交付金は2億3,022万7,000円

で352.0％の増。 

  第10款地方交付税は51億3,238万3,000円で

5.3％の増。 

  第11款交通安全対策特別交付金は545万5,000

円で6.9％の減。 

  第12款分担金及び負担金は8,775万1,000円で

0.7％の減。 

  第13款使用料及び手数料は8,228万9,000円で

2.5％の増。 

  第14款国庫支出金は34億3,455万3,000円で

9.7％の減。 

  第15款県支出金は 16億6,253万1,000円で

10.6％の増。 

  ７ページ、８ページを御覧ください。 

  第16款財産収入は3,699万9,000円で14.4％の

減。 

  第17款寄附金は37億135万円で12.7％の増。 

  第18款繰入金は21億8,331万6,000円で12.2％

の増。 

  第19款繰越金は5億8,922万6,000円で11.1％

増。 

  第20款諸収入は13億990万1,000円で6.6％の

減。 

  第21款市債は８億3,640万円で34.2％の減で

あります。 

  以上、歳入合計は、収入済額257億8,109万

3,000円で、前年度比1.4％の増であります。 

  次に、歳出でありますが、９ページ、10ペー

ジを御覧ください。款ごとの支出済額と、前年

度と比較した増減率を申し上げます。 

  第１款議会費は支出済額が１億7,192万4,000

円で5.8％の増。 

  第２款総務費は64億4,268万3,000円で12.5％

の減。 

  第３款民生費は79億7,736万円で12.3％の増。 

  第４款衛生費は15億6,375万2,000円で2.4％

の増。 

  第５款労働費は2,210万1,000円で0.4％の増。 

  第６款農林水産業費は５億9,046万6,000円で

4.8％の増。 

  11ページ、12ページを御覧ください。 

  第７款商工費は12億1,147万4,000円で20.6％

の減。 

  第８款土木費は24億6,871万8,000円で26.6％

の増。 

  第９款消防費は６億5,682万1,000円で2.2％

の増。 

  第10款教育費は19億6,144万9,000円で7.5％

の増。 

  第11款災害復旧費は6,192万2,000円で48.8％

の減。 

  第12款公債費は14億8,576万8,000円で2.6％

の減であります。 

  以上、歳出合計は、支出済額246億1,444万

2,000円で前年度比1.2％の増であります。 

  13ページを御覧ください。 

  この結果、歳入歳出差引残額は11億6,665万

円となり、これより繰越明許費に係る翌年度へ
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繰り越すべき財源１億5,290万9,000円を差し引

いた実質収支額は10億1,374万1,000円でありま

す。 

  また、地方自治法第233条の２及び寒河江市

財政調整基金条例の規定により、財政調整基金

に５億1,000万円を繰り入れ、残る５億374万

1,000円は翌年度に繰越しをしております。 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申し上げます。 

  14ページ、15ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款国民健康保険税は

収入済額７億164万7,000円。 

  第４款県支出金29億3,913万7,000円。 

  第６款繰入金２億8,690万5,000円。 

  第７款繰越金１億3,918万4,000円などであり

ます。 

  歳入合計は40億7,595万3,000円で、前年度比

1.4％の減であります。 

  次に、歳出でありますが、16ページ、17ペー

ジを御覧ください。 

  第２款保険給付費は支出済額28億5,111万

6,000円。 

  第３款国民健康保険事業費納付金９億925万

9,000円などであります。 

  18ページ、19ページを御覧ください。 

  歳出合計は40億414万7,000円で、前年度比

0.3％の増であります。この結果、歳入歳出差

引残額は7,180万6,000円となり、これは翌年度

に繰越しをしております。 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申し上げます。 

  20ページ、21ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款保険料は収入済額

４億7,248万8,000円。 

  第３款繰入金１億5,381万2,000円などで、歳

入合計は６億3,789万8,000円で、前年度比

9.7％の増であります。 

  次に、歳出でありますが、22ページ、23ペー

ジを御覧ください。 

  第２款後期高齢者医療広域連合納付金は支出

済額６億2,044万1,000円などで、歳出合計は６

億2,320万1,000円で、前年度比9.2％の増であ

ります。この結果、歳入歳出差引残額は1,469

万7,000円となり、これは翌年度に繰越しをし

ております。 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定について御説明申

し上げます。 

  24ページ、25ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款保険料は収入済額

９億7,869万4,000円。 

  第３款国庫支出金10億1,556万8,000円。 

  第４款支払基金交付金11億5,373万4,000円。 

  第５款県支出金６億2,959万7,000円。 

  第７款繰入金６億8,025万6,000円などであり

ます。 

  歳入合計は45億8,900万5,000円で、前年度比

1.4％の増であります。 

  次に、歳出でありますが、26ページ、27ペー

ジを御覧ください。 

  第２款保険給付費は支出済額41億5,268万

8,000円。 

  第４款地域支援事業費１億6,049万5,000円な

どであり、歳出合計は45億2,255万1,000円で、

前年度比2.8％の増であります。 

  28ページを御覧ください。 

  この結果、歳入歳出差引残額は6,645万4,000

円となり、これは翌年度に繰越しをしておりま

す。 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて御説明申し上げます。 

  29ページ、30ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金
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は収入済額1,209万5,000円などであり、歳入合

計は2,571万9,000円で、前年度比2.3％の減で

あります。 

  次に、歳出でありますが、31ページ、32ペー

ジを御覧ください。 

  第１款介護認定審査会費は支出済額2,170万

5,000円で、歳出合計も同額であり、前年度比

6.9％の増であります。 

  この結果、歳入歳出差引残額は401万4,000円

となり、これは翌年度に繰越しをしております。 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定について御説明申し上げます。 

  33ページ、34ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款高松財産区は収入

済額19万9000円。 

  第２款醍醐財産区は21万5,000円。 

  第３款三泉財産区は26万7,000円。 

  歳入合計は68万2,000円で、前年度比9.0％の

増であります。 

  次に、歳出でありますが、35ページ、36ペー

ジを御覧ください。 

  第１款高松財産区は支出済額11万1,000円。 

  第２款醍醐財産区は15万7,000円。 

  第３款三泉財産区は17万5,000円。 

  歳出合計は44万3,000円で、前年度比22.5％

の増であります。この結果、歳入歳出差引残額

は23万9,000円となり、これは翌年度へ繰越し

をしております。 

  以上、一般会計及び５特別会計の決算の概要

について御説明申し上げましたが、詳細につき

ましては、事項別明細書及び主要な施策の成果

に関する説明書を御覧くださいますようお願い

申し上げます。 

○渡邉賢一委員長 次に、認第７号令和６年度寒

河江市立病院事業会計決算の認定について当局

より説明を求めます。久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 おはようございま

す。 

  認第７号令和６年度寒河江市立病院事業会計

決算の認定について御説明申し上げます。 

  なお、金額につきましては、1,000円未満の

数字は切捨てとさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

  それでは、決算書１ページを御覧ください。 

  決算報告書でございますが、消費税込みの金

額となっております。 

  初めに、収益的収入及び支出であります。 

  収入の第１款病院事業収益の決算額は、前年

度比2.3％増の20億521万5,000円で、支出の第

１款病院事業費用の決算額は、前年度比2.4％

増の20億3,627万円であります。 

  次に、２ページを御覧ください。 

  資本的収入及び支出であります。 

  収入の第１款資本的収入の決算額は、前年度

比18.1％減の１億8,135万円で、支出の第１款

資本的支出の決算額は、前年度比14.3％減の２

億2,490万4,000円であります。 

  この結果、資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額4,355万4,000円は、欄外下段に

記載のとおり損益勘定留保資金などで補塡して

おります。 

  次に、３ページを御覧ください。 

  損益計算書であります。これ以降は消費税抜

きの金額となっております。 

  １の医業収益は、入院収益及び外来収益、他

会計負担金など合計16億4,809万8,000円であり

ます。 

  ２の医業費用は、給与費のほか、診療等に係

る材料費、施設の維持管理経費及び減価償却費

などが主なもので、合計19億9,170万1,000円で

あります。 

  ３の医業外収益は、他会計負担金や他会計補

助金、県補助金など合計３億5,559万5,000円で

あります。 

  ４の医業外費用は、企業債利息など合計
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6,171万2,000円であります。 

  この結果、経常損失は4,972万円となり、５

の特別利益、６の特別損失がございませんので、

当年度純損失は経常損失と同額の4,972万円と

なりました。これに前年度繰越欠損金4,581万

3,000円を加えた当年度未処理欠損金は9,553万

4,000円となりました。 

  次に、４ページを御覧ください。 

  剰余金計算書及び欠損金処理計算書でありま

すが、先ほど申し上げました当年度未処理欠損

金9,553万4,000円を翌年度に繰り越すものであ

ります。 

  次に、５ページを御覧ください。 

  貸借対照表でございます。 

  最初に、資産の部、１の固定資産であります

が、有形固定資産の合計が12億5,298万9,000円

で、これに無形固定資産５万1,000円及び投資

3,375万4,000円を加え、合計12億8,679万5,000

円であります。 

  ２の流動資産でありますが、現金預金、未収

金及び貯蔵品で合計５億8,863万5,000円であり

ます。 

  この結果、資産合計は18億7,543万1,000円で

あります。 

  次に、負債の部でありますが、１の固定負債

は企業債及びリース債務で合計３億8,109万

1,000円であり、２の流動負債は未払金、企業

債、引当金など合計３億2,404万1,000円であり

ます。 

  ３の繰延収益は、長期前受金２億6,669万円

から長期前受金収益化累計額２億322万円を差

し引いた6,346万9,000円となり、この結果、負

債合計は７億6,860万2,000円であります。 

  次に、資本の部でありますが、１の資本金は

11億6,430万3,000円、２の剰余金は資本剰余金

が3,806万円、欠損金が9,553万4,000円で、剰

余金合計はマイナス5,747万3,000円となり、資

本合計は11億682万9,000円であります。 

  この結果、負債合計と資本合計を合わせた負

債資本合計は18億7,543万1,000円であり、資産

合計と同額となるものであります。 

  なお、6ページ以降に附属資料を添付してお

りますので、御参照くださるようお願いいたし

ます。 

  以上、寒河江市立病院事業会計の決算につい

て御説明を申し上げました。よろしくお願い申

し上げます。 

○渡邉賢一委員長 次に、議第54号令和６年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について及び議第55号令和６年度寒河江市下水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について

の２案件について当局より説明を求めます。大

江上下水道課長。 

○大江幸範上下水道課長 おはようございます。 

  議第54号令和６年度寒河江市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定について御説明申し上

げます。 

  金額につきましては、1,000円未満を省略さ

せていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  決算書１ページ、決算報告書を御覧ください。 

  決算報告書については、消費税込みの金額と

なっております。 

  初めに、収益的収入及び支出であります。 

  収入の１款水道事業収益の決算額は、前年度

比0.4％増の10億8,202万8,000円で、支出の１

款水道事業費用の決算額は、前年度比2.6％増

の９億8,968万円であります。 

  次に、２ページを御覧ください。資本的収入

及び支出であります。 

  収入の１款資本的収入の決算額は、前年度比

25％減の１億2,824万9,000円で、支出の１款資

本的支出の決算額は、前年度比14.3％減の６億

1,895万8,000円であります。この結果、収入額

が支出額に対して不足する額４億9,070万8,000

円は、欄外下段に記載のとおり損益勘定留保資
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金及び消費税及び地方消費税資本的収支調整額

などで補塡しております。 

  次に、３ページを御覧願います。 

  損益計算書でございます。これ以降の説明は

消費税抜きの金額となります。 

  １の営業収益は給水収益が主なもので、合計

８億8,736万3,000円であります。 

  ２の営業費用は、浄水及び配給水費など合計

９億2,889万7,000円であります。 

  ３の営業外収益は、受託金、長期前受金戻入

など合計１億404万9,000円であります。 

  ４の営業外費用は、支払利息など合計1,536

万7,000円であります。 

  ５の特別損失は188万2,000円であります。 

  この結果、当年度純利益は4,526万4,000円で

あり、これに前年度繰越利益剰余金5,740万

5,000円を加えた当年度未処分利益剰余金は１

億267万円であります。 

  次に、４ページを御覧願います。 

  剰余金計算書でございます。 

  資本剰余金でありますが、前年度からの増減

はなく、1,584万6,000円であります。 

  次に、利益剰余金でありますが、前年度から

繰越しした未処分利益剰余金処分後残高5,740

万5,000円に当年度純利益4,526万4,000円を加

えることにより、当年度末残高は１億267万円

であります。 

  この結果、利益剰余金合計年度末残高は７億

2,432万2,000円となったところであります。 

  次に、６ページを御覧願います。 

  貸借対照表でございます。 

  先に、資産の部でありますが、１の固定資産

と２の流動資産で、資産合計は105億4,784万

5,000円であります。 

  次に、負債の部でありますが、３の固定負債

と４の流動負債及び５の繰延収益で、負債合計

は30億3,166万9,000円であります。 

  次に、資本の部でありますが、６の資本金と

７の剰余金で、資本合計75億1,617万6,000円で

あります。 

  その結果、負債合計と資本合計を合わせた負

債資本合計は105億4,784万5,000円となり、前

に申し上げた資産合計と同額となるものであり

ます。 

  次に、利益の処分について申し上げます。 

  戻っていただきまして、５ページの剰余金処

分計算書（案）について御説明申し上げます。 

  未処分利益剰余金当年度末残高１億267万円

から建設改良積立金に4,500万円を積み立て、

処分することについて、地方公営企業法第32条

第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるも

のでございます。 

  また、処分後残高5,767万円は翌年度へ繰越

しとなるものでございます。 

  なお、８ページ以降に決算附属資料を添付し

てございます。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議第55号令和６年度寒河江市下

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

て御説明申し上げます。 

  金額につきましては、1,000円未満の数字は

省略させていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

  決算書１ページ、決算報告書を御覧ください。 

  決算報告書については消費税込みの金額とな

っております。 

  初めに、収益的収入及び支出であります。収

入の１款下水道事業収益の決算額は、前年度比

2.6％増の15億6,662万5,000円で、支出の１款

下水道事業費用の決算額は、前年度比3.1％増

の14億5,066万7,000円であります。 

  次に、２ページを御覧ください。 

  資本的収入及び支出でありますが、収入の１

款資本的収入の決算額は、前年度比11.3％減の

４億2,244万7,000円で、支出の１款資本的支出

の決算額は、前年度比2.8％減の９億7,536万
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2,000円であります。 

  この結果、収入が支出に対して不足する額５

億5,291万5,000円は、欄外下段に記載のとおり

損益勘定留保資金及び減債積立金などで補塡し

ております。 

  次に、３ページを御覧ください。 

  損益計算書でございます。これ以降は消費税

抜きの金額となっております。 

  １の営業収益は、下水道使用料、雨水処理負

担金が主なもので、合計６億5,953万6,000円で

あります。 

  ２の営業費用は、汚水・雨水施設及び浄化槽

に係る維持管理費及び減価償却費などが主なも

ので、合計13億20万5,000円であります。 

  ３の営業外収益は、他会計負担金補助金及び

長期前受金戻入などが主なもので、合計８億

4,930万円であります。 

  ４の営業外費用は、支払利息など合計１億

1,497万3,000円であります。 

  ５の特別利益はございません。 

  ６の特別損失は176万円であります。 

  この結果、当年度純利益は9,189万7,000円で

あります。これに前年度繰越利益剰余金23万

2,000円とその他未処分利益剰余金変動額6,581

万3,000円を加えた当年度未処分利益剰余金は

１億5,794万3,000円であります。 

  次に、４ページを御覧ください。 

  剰余金計算書でございます。 

  資本剰余金でありますが、前年度からの増減

はなく、３億1,250万8,000円であります。 

  次に、利益剰余金でありますが、昨年度から

繰越しした未処分利益剰余金処分後残高23万

2,000円に、補塡財源として使用した減債積立

金6,008万1,000円、建設改良積立金573万1,000

円及び当年度純利益9,189万7,000円を加えるこ

とにより、当年度未処分利益剰余金残高は１億

5,794万3,000円であります。 

  次に、６ページを御覧ください。 

  貸借対照表でございます。 

  先に、資産の部でありますが、１の固定資産

と２の流動資産で資産合計は220億5,992万

9,000円であります。 

  次に、負債の部でありますが、３の固定負債

と４の流動負債及び５の繰延収益で、負債合計

は182億1,919万9,000円であります。 

  次に、資本の部でありますが、６の資本金と

７の剰余金で、資本合計は38億4,073万円とな

ります。 

  負債と資本の合計である負債資本合計は220

億5,992万9,000円で、前に申し上げました資産

合計と同額となるものであります。 

  次に、利益の処分について申し上げます。 

  戻っていただきまして、５ページの剰余金処

分計算書（案）について御説明申し上げます。 

  未処分利益剰余金当年度末残高１億5,794万

3,000円から減債積立金に6,798万1,000円、建

設改良積立金に2,383万1,000円を積み立て、

6,581万3,000円を資本金に組み入れ、合計１億

5,762万7,000円を処分することについて、地方

公営企業法第32条第２項の規定に基づき、議会

の議決を求めるものでございます。 

  また、処分後残高31万6,000円は翌年度へ繰

越しとなるものでございます。 

  なお、９ページ以降に決算附属資料を添付し

てございます。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

 

質     疑 

 

○渡邉賢一委員長 日程第12、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、質疑の際

はページ数を示し要点を簡潔に一括して発言さ

れ、また執行部におかれましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁されま

すよう御協力願います。 
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  それでは、初めに認第１号令和６年度寒河江

市一般会計歳入歳出決算の歳入全部について質

疑はありませんか。後藤委員。 

○後藤健一郎委員 どの項目ということではない

ので、全体的なところでちょっとお伺いさせて

いただきます。 

  令和６年度は単年度収支額が１億2,919万

1,000円の赤字ということでございました。こ

のように単年度収支が赤字になった要因という

ものをどのように把握されているのか伺います。 

○渡邉賢一委員長 小林財政課長。 

○小林博之財政課長 お答え申し上げます。 

  実質単年度収支の赤字ということでよろしい

でしょうか。単年度収支の場合ですと、前年度

の実質収支にも、繰越金としまして、今年度の

歳入に引き継がれているということもございま

して、今年度の実質収支から、前年度の実質収

支を差し引いた金額が今年度だけの純粋な収支

である単年度収支となります。 

  実質単年度収支になりますと、歳入歳出の中

には、財政調整基金への積立てですとか取崩し、

あと市債の繰上償還などが含まれている場合が

ありますので、こうした収支を調整する要素を

除いた収支が実質の単年度収支となります。 

  令和６年度の場合で申し上げますと、財政調

整基金から取崩し２億3,531万2,000円を行って

いるところから、実質単年度収支がマイナスと

なったところでございます。 

○渡邉賢一委員長 後藤委員、よろしいですか。

後藤委員。 

○後藤健一郎委員 私、一般質問した内容などと

も関連してくるのですが、やはり繰入金の部分

とか、基金のところとかが非常に関係している

のだなと思いますけれども、今後も非常にここ

は重要だと思いますので、現年度、半分ぐらい

来ていますが、この数字は決算まで分からない

と思いますけれども、その辺、動き、お金のほ

うをしっかりと見ていただければと思います。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありますか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款及び歳出第２款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び歳出第４款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款から歳出第７款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款及び歳出第９款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款から歳出第13款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認
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定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第７号令和６年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第55号令和６年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○渡邉賢一委員長 日程第13、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおり、それぞれの

分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

認第１号中歳入全部、歳出

第１款、歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第５款、歳出第６款、歳

出第７款、歳出第８款、歳

出第９款、歳出第１１款、

歳出第１２款、歳出第１３

款、認第６号、議第５４

号、議第５５号 

厚生文教分科会 

認第１号中歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第４款、歳出第１０款、

認第２号、認第３号、認第

４号、認第５号、認第７号 

 

 

   散    会    午前１０時３２分 

 

○渡邉賢一委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  大変御苦労さまでした。 
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令和７年９月２４日（水曜日）決算特別委員会 

 

○出席委員（１４名） 

   ２番  佐  藤  政  人  委員     ３番  野  口  康 一 郎  委員 

   ４番  児  玉     崇  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  安 孫 子  義  徳  委員     ７番  太  田  陽  子  委員 

   ９番  渡  邉  賢  一  委員    １０番  伊  藤  正  彦  委員 

  １１番  古  沢  清  志  委員    １２番  太  田  芳  彦  委員 

  １３番  阿  部     清  委員    １４番  沖  津  一  博  委員 

  １５番  荒  木  春  吉  委員    １６番  後  藤  健 一 郎  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

齋 藤 真 朗  市 長  猪 倉 秀 行  副 市 長 

佐 藤 志津男  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

今 野 育 男  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 東海林   恒  企画戦略課長 

石 橋 慶 幸  みらい協働課長  佐 藤 倫 久  
デジタル戦略 
課 長 

小 林 博 之  財 政 課 長  安孫子 廣 美  税 務 課 長 

渡 辺 智 昭  市民生活課長  菊 地 正 博  
防災危機管理 
課 長 

武 田 栄 治  建設管理課長  渡 邉 健 一  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

小 関 光 彦  商工推進課長  後 藤 英 明  
さくらんぼ観光 
課 長 

小 林 弘 之  福祉国保課長  黒 田 美 紀  健康増進課長 

志 鎌 重 美  子育て推進課長  寺 西 里 衣  
会計管理者(兼) 
会 計 課 長 

大 江 幸 範  上下水道課長  山 田 良 一  病 院 副 院 長 

東海林 茂 美  学校教育課長  安 彦 絵 美  生涯学習課長 

笹 原 泰 治  
スポーツ振興 
課 長  大 沼   勇  監 査 委 員 

佐 藤 耕 治  監 査 委 員  渡 邉   昭  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

髙 橋 良 子  事 務 局 長  伊 藤 正 弘  局 長 補 佐 

堀   和 敏  総 務 係 主 任  熊 谷 拓 哉  総 務 係 主 事 
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   決算特別委員会議事日程第２号  第３回定例会 

   令和７年９月２４日（水）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃  ６ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃  ７ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃  ８ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃  ９ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １０ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

   閉  会  

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○渡邉賢一委員長 おはようございます。 

  ただいまから決算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、認第１号令和６年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから、日程第９、議第55号令和６年度寒河江

市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてまでの９案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○渡邉賢一委員長 日程第10、分科会審査の経過



 - 141 - 

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。月光総務産業分科会委員長。 

  〔月光裕晶総務産業分科会委員長 登壇〕 

○月光裕晶総務産業分科会委員長 総務産業分科

会における審査の経過と結果について御報告申

し上げます。 

  本分科会は、９月10日及び11日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中歳入

全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、歳出第

３款の一部、歳出第５款から歳出第９款まで及

び歳出第11款から歳出第13款まで並びに認第６

号、議第54号及び議第55号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、認第１号に

ついては、初めに歳入全部の審査を行い、次に

歳出第１款、歳出第２款の一部、歳出第３款の

一部、歳出第５款、歳出第７款、歳出第６款、

歳出第11款、歳出第８款、歳出第９款、歳出第

12款、歳出第13款の順で審査することを諮り、

異議なく了承され、そのように審査することに

決しました。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について中、歳入全部を

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第１号中歳出第１款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第２款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「基金管理事業のふるさと納税で、

不祥事があったにもかかわらず寄附額が増加し

た要因は何か」との問いがあり、当局より「ふ

るさと納税につきまして、ＰＲ業務を強化する

ほかポータルサイトを追加するなど、新たな寄

附者の獲得に向けて取り組んだところでありま

す。また、昨年度につきましては返礼品の米の

申込みが多数あったこともあり、寄附額が令和

６年度は36億円で、令和５年度より４億円ほど

増加しました」との答弁がありました。 

  委員より「市民交通対策費について700万円

ほど支払っているが、見合った需要があるのか。

また、寒河江宮宿線の負担割合は」との問いが

あり、当局より「この路線バスの赤字に対する

補塡の考え方でありますが、寒河江宮宿線であ

れば、寒河江市、大江町、朝日町の３つの自治

体でそれぞれのエリアの路線の距離割で負担を

しております。総延長距離が22.7キロメートル

であり、そのうち、寒河江市が6.35キロメート

ル、大江町5.30キロメートル、朝日町11.05キ

ロメートルとなっております。次に、負担額で

すが、寒河江市は377万5,000円、大江町315万

1,000円、朝日町657万円となっております。こ

の路線の令和６年度の運送人員が約３万7,000

人で、多くは寒河江市内の高校への通学や通院

という利用状況と聞いております」との答弁が

ありました。 

  委員より「結婚支援対策事業について専門業

者に委託して事業を行っているが、その成果

は」との問いがあり、当局より「この事業につ

いては民間への業務委託で、成果連動型での支

払いという契約形態になっております。令和６

年度の実績としましては、婚活イベントの参加

者数は延べ249名、結婚仲介サービス事業者へ

の登録者数が５名となっております。なお、成

婚についての報告はなしという状況になってお

ります」との答弁がありました。 
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  委員より「地域コミュニティ活性化推進事業

補助金について、39事業に対して422万円の決

算だが、どのような事業の申請があったのか」

との問いがあり、当局より「夏祭りに対する支

援のほか、地域の歴史をひもとくような会の活

動や地域のクリーン作戦などの活動費用として

の申請が多くあります。さらに、昨年度は地域

ワークショップを開催しており、この地域ワー

クショップの中でファシリテーターと参加者と

のコミュニケーションを円滑化するために、つ

のだ地域コミュニティ活性化推進基金を活用し

たという実績もあります」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第３款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第５款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「雇用対策事業について、東京で開

催された山形合同企業説明会への旅費を出して

いるが、回数と人数は」との問いがあり、当局

より「運営従事の市町村職員派遣ということで、

商工推進課から職員１名を派遣した分の費用で

あります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第７款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「地域経済緊急対策事業の中で、高

圧・特別高圧電気料高騰対策支援金ということ

で2,800万円ほどあるが、何社くらい充当して

いるのか。また、どのような業種が多いのか」

との問いがあり、当局より「対象となりました

のは合計52社で、令和６年の１月から10月まで

の１か月平均で１万キロワットアワー以上の電

力を使用している、もしくは特別高圧の供給を

受けている製造業に限らせていただいておりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「中心市街地活性化推進事業につい

て補助を出しているが、本町のバスケットコー

トの造成に対しての補助金か」との問いがあり、

当局より「株式会社アールテックで総工費

2,142万4,000円ほどかかったということで、そ

れに対する補助という形で出させていただきま

した」との答弁がありました。 

  委員より「観光情報発信事業について、ワン

コインタクシーに364万9,283円の委託料を支出

しているが、利用者数は年間でどれぐらいで、

効果をどのように捉えているか」との問いがあ

り、当局より「ワンコインタクシーについては、

令和６年度の実績は2,050件、3,450名の方から

利用していただいております。ＪＲ利用者など

車で来ていない観光客の皆様から活用していた

だいているので、好評なのではないかと思って

おります。また、宿泊施設から観光地への移動

という利用が多い状況になっているので、これ

も好評をいただいているのではないかと思って

おります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第６款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「有害鳥獣被害防止対策事業につい

て、鳥獣被害対策実施隊の充足状況は。また、

日当に不満の声はないか」との問いがあり、当

局より「現在、25名の実施隊がおり、若い方も

入られています。人数について足りないという

声は聞こえてきておりません。また、金額につ

いて実施隊に確認しておりますが、報酬に対す

る要望はいただいておりません」との答弁があ
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りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第11款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第８款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報告

する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第１号中歳出第９款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「自動ラップ式トイレ２基を購入し

たとあるが、どういった運用の仕方を考えてい

るのか」との問いがあり、当局より「令和６年

度に県の補助金を100％使用し、災害ボランテ

ィアセンター用として２基購入したものであり

ます。また、令和６年度の繰越事業で６基を西

部地区公民館の防災倉庫へ、主に老人福祉セン

ター、醍醐小学校、西部地区公民館用として配

備したところです。将来的にはできるだけ多く

の指定避難所に配備できるよう検討してまいり

たいと思っております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第12款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第13款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  次に、議第55号令和６年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました

が、御報告する質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案を了とするこ

とに決しました。 

  以上で総務産業分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。野口厚生文教分科会委員長。 

  〔野口康一郎厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○野口康一郎厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申し上げます。 

  本分科会は、９月11日及び12日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中、歳

出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出第４

款及び歳出第10款並びに認第２号から認第５号

まで並びに認第７号であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について中、歳出第２款

の一部を議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りました。 
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  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「防犯対策事業について、ＬＥＤ防

犯街路灯を75基新設したとのことだが、そのう

ち中央通りに設置したのは何基か。また、ほか

の場所に設置したものと照度に違いはあるの

か」との問いがあり、当局より「75基のうち40

基を中央通りに、35基をそのほかの町会に設置

しました。照度は中央通りとそのほかの町会に

設置したものでは違いはありません」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第３款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「民生委員児童委員活動事業につい

て、本市における委員の充足率はどうなってい

るのか」との問いがあり、当局より「本市の充

足数は、民生委員・児童委員が80名、主任児童

委員が11名の全部で91名となっております。う

ち民生委員・児童委員が１名欠けており、充足

率は約99％となっております」との答弁があり

ました。 

  委員より「西村山広域行政事務組合分担金に

ついて、明鏡荘の入所者数と、そのうち寒河江

市民の数は何名なのか。また、本市の分担金の

分担率はどのくらいか」との問いがあり、当局

より「令和６年度の明鏡荘の入所者数は77名で、

そのうち寒河江市民は29名です。分担金につい

て、本市の分担率は35％です。なお、分担金の

１市４町での負担の考え方としては、平等割

20％、人口割40％、基準財政需要額割40％とな

っております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第４款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「救急医療対策事業の委託料につい

て、休日診療に係るものが主な内容だと思うが、

その詳細は」との問いがあり、当局より「寒河

江市西村山郡医師会へ休日診療を委託している

ものになります。その詳細は、運営委託料が年

間85万4,000円、医療機関への委託料が１日３

万円、年末年始は５万円となっております」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第10款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「小中学校ＩＣＴ活用支援事業の役

務費について、前年度に比べ増額となったが、

その主な要因は」との問いがあり、当局より

「現在利用しているタブレット端末を導入した

際に併せて加入した保険の期間が切れてしまっ

たため、新たに２年間分の保険料として支出し

たことが主な要因です」との答弁がありました。 

  委員より「小学校費の教育振興事業について、

前年度に比べ増額となったが、その主な要因

は」との問いがあり、当局より「４年に一度、

教科書の改訂があり、それに伴い教師用の教科

書や指導書等を購入したことが主な要因です」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました

が、御報告する質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案を了とするこ

とに決しました。 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、
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賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案を了とするこ

とに決しました。 

  次に、認第７号令和６年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてを議題とし、当局の

説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「医業収益は増加している一方で経

常損失が発生しており、今後の経営改善の見通

しについてはどのように考えているのか」との

問いがあり、当局より「現在、物価や人件費の

上昇に見合うだけの診療報酬の上昇が見込まれ

ないといった厳しい経営環境の中にあります。

また、新病院開院に向けた協議が進んでいます

が、新病院の開院まで本市の医療に空白をつく

らないよう医療提供体制の維持と効率的な病院

経営の両立を図りながら進めていく考えであり、

各種材料や機材の効率的な調達、運用を行い、

経営改善に努めていきたいと考えております」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で厚生文教分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○渡邉賢一委員長 日程第11、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について、認第２号令和

６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第３号令和６年度寒河

江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第４号令和６年度寒河江市介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第５号令和６年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第６号令和６年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について

及び認第７号令和６年度寒河江市立病院事業会

計決算の認定について、以上の７案件を一括し

て採決いたします。 

  ただいまの７案件に対する各分科会委員長報

告はいずれも原案を了とするものであります。 

  ７案件は各分科会委員長報告のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号、認第２号、認第３号、認

第４号、認第５号、認第６号及び認第７号の７

案件は原案のとおり認定すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について及び議
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第55号令和６年度寒河江市下水道事業会計利益

の処分及び決算の認定についての２案件を一括

して採決いたします。 

  ただいまの２案件に対する分科会委員長報告

はいずれも原案を了とするものであります。 

  ２案件は分科会委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第54号及び議第55号は原案のとお

り可決及び認定すべきものと決しました。 

 

   閉    会     午前９時５６分 

 

○渡邉賢一委員長 以上をもって決算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

決算特別委員会臨時委員長  荒 木 春 吉 

 

決算特別委員会委員長  渡 邉 賢 一 
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令和７年９月１０日（水曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  佐  藤  政  人  委員     ３番  野  口  康 一 郎  委員 

   ４番  児  玉     崇  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  安 孫 子  義  徳  委員     ７番  太  田  陽  子  委員 

   ８番  佐  藤  耕  治  委員     ９番  渡  邉  賢  一  委員 

  １０番  伊  藤  正  彦  委員    １１番  古  沢  清  志  委員 

  １２番  太  田  芳  彦  委員    １３番  阿  部     清  委員 

  １４番  沖  津  一  博  委員    １５番  荒  木   春 吉  委員 

  １６番  後  藤  健 一 郎  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

齋 藤 真 朗  市 長  猪 倉 秀 行  副 市 長 

佐 藤 志津男  教 育 長  今 野 育 男  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

石 橋 慶 幸  みらい協働課長  小 林 博 之  財 政 課 長 

渡 辺 智 昭  市民生活課長  菊 地 正 博  
防災危機管理 
課 長 

武 田 栄 治  建設管理課長  渡 邉 健 一  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

後 藤 英 明  
さくらんぼ観光 
課 長  小 林 弘 之  福祉国保課長 

黒 田 美 紀  健康増進課長  志 鎌 重 美  子育て推進課長 

東海林 茂 美  学校教育課長  安 彦 絵 美  生涯学習課長 

○事務局職員出席者 

髙 橋 良 子  事 務 局 長  伊 藤 正 弘  局 長 補 佐 

堀   和 敏  総 務 係 主 任  熊 谷 拓 哉  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第１号  第３回定例会 

   令和７年９月１０日（水）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第５６号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 質疑 

 〃  ４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時４５分 

 

○安孫子義徳委員長 ただいまから予算特別委員

会を開会いたします。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○安孫子義徳委員長 日程第１、議第56号令和７

年度寒河江市一般会計補正予算（第４号）を議

題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○安孫子義徳委員長 日程第２、議案説明であり

ます。 

  お諮りいたします。 

  議案説明は本会議において受けておりますの

で、この際省略することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○安孫子義徳委員長 日程第３、これより質疑に

入りますが、各委員の所属する分科会の審査案

件に関する質疑は極力控えるとともに、直接予

算に関わる部分に絞って発言され、また、執行

部におきましても、質問者の意をよく捉えられ、

簡潔にして適切に答弁されますよう御協力お願

い申し上げます。 

  初めに、議第56号第１表中歳入全部について

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  次に、歳出第４款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款について質疑はありません

か。渡邉委員。 

○渡邉賢一委員 １点だけ質問させていただきた

いと思いますが、新病院周辺の道路の測量とい

うことで、委託料715万円が計上されています

けれども、具体的な路線と延長などをお聞かせ

いただければありがたいです。 

○安孫子義徳委員長 武田建設管理課長。 

○武田栄治建設管理課長 それでは、お答えしま

す。 

  ただいまの御質問は、第８款２項１目道路橋

りょう管理事業についての御質問だと思います。 

  このたび、陵東中学校敷地に新病院の建設候

補地が決定されたことで、周辺の隣接する市道

について測量を行うもので、具体的な市道名と

いうことですのでお答えします。 

  まず、陵東中学校敷地の南側に隣接する市道

が、石川西洲崎線、測量する延長は270メート

ルになっております。それから、西側敷地に隣

接する市道文化センター石川線、こちらの延長

につきましては480メートルになります。 

  以上です。 

○安孫子義徳委員長 渡邉委員。 

○渡邉賢一委員 病院周辺となりますと、北側に

も市道が走っておりまして、ここはもう既に道

路工事のために大型車両なども行き来し、また

非常に県道との交差点とか、農道との十字路な

ど危険な状態ということで、地元からも要望な

どを上げさせていただいているわけですけれど

も、こうしたところの交差点の危険な箇所など

の測量はされないのか、ぜひ追加していただけ

ればいいかなと思いますので、要望させていた

だきたいと思うのですけれども。 

○安孫子義徳委員長 要望でよろしいでしょうか。

武田建設管理課長。 

○武田栄治建設管理課長 お答えします。 

  先ほど申し上げたとおり、このたびの測量に

ついては、直接は陵東中学校敷地に隣接する市

道のみの測量と考えております。そのほかの隣

接していない、それ以外の周辺の道路について

は、今後の進み具合でどのようになるかは決め

ていきたいと思います。 

  以上です。 

○安孫子義徳委員長 よろしいですか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第９款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第56号第２表について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○安孫子義徳委員長 日程第４、分科会分担付託

であります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおり、それぞれの

分科会に分担付託いたします。 
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 分科会分担付託案件表 

分 科 会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第５６号第１表中歳入全

部、歳出第２款の一部、歳

出第３款の一部、歳出第６

款、歳出第８款、歳出第９

款、第２表 

厚生文教分科会 

議第５６号第１表中歳出第

２款の一部、歳出第３款の

一部、歳出第４款、歳出第

１０款 

 

 

   散    会    午前１０時５０分 

 

○安孫子義徳委員長 本日はこれにて散会いたし

ます。 

  御苦労さまでした。 



 - 151 - 

令和７年９月２４日（水曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  佐  藤  政  人  委員     ３番  野  口  康 一 郎  委員 

   ４番  児  玉     崇  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  安 孫 子  義  徳  委員     ７番  太  田  陽  子  委員 

   ８番  佐  藤  耕  治  委員     ９番  渡  邉  賢  一  委員 

  １０番  伊  藤  正  彦  委員    １１番  古  沢  清  志  委員 

  １２番  太  田  芳  彦  委員    １３番  阿  部     清  委員 

  １４番  沖  津  一  博  委員    １５番  荒  木   春 吉  委員 

  １６番  後  藤  健 一 郎  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

齋 藤 真 朗  市 長  猪 倉 秀 行  副 市 長 

佐 藤 志津男  教 育 長  今 野 育 男  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

石 橋 慶 幸  みらい協働課長  小 林 博 之  財 政 課 長 

渡 辺 智 昭  市民生活課長  菊 地 正 博  
防災危機管理 
課 長 

武 田 栄 治  建設管理課長  渡 邉 健 一  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

後 藤 英 明  
さくらんぼ観光 
課 長  小 林 弘 之  福祉国保課長 

黒 田 美 紀  健康増進課長  志 鎌 重 美  子育て推進課長 

東海林 茂 美  学校教育課長  安 彦 絵 美  生涯学習課長 

○事務局職員出席者 

髙 橋 良 子  事 務 局 長  伊 藤 正 弘  局 長 補 佐 

堀   和 敏  総 務 係 主 任  熊 谷 拓 哉  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第３回定例会 

   令和７年９月２４日（水）    決算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第５６号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時００分 

 

○安孫子義徳委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○安孫子義徳委員長 日程第１、議第56号令和７

年度寒河江市一般会計補正予算（第４号）を議

題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○安孫子義徳委員長 日程第２、分科会審査の経

過並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○安孫子義徳委員長 初めに、総務産業分科会委

員長報告を求めます。月光総務産業分科会委員

長。 

  〔月光裕晶総務産業分科会委員長 登壇〕 

○月光裕晶総務産業分科会委員長 総務産業分科

会における審査の経過と結果について御報告申

し上げます。 

  本分科会は、９月11日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第56号第１表

中歳入全部、歳出第２款の一部、歳出第３款の

一部、歳出第６款、歳出第８款及び歳出第９款

並びに第２表であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、議第56号令和７年度寒河江市一般会

計補正予算（第４号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 
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  次に、議第56号第１表中歳出第２款の一部を

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、御報告する質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に、議第56号第１表中歳出第３款の一部を

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、議第56号第１表中歳出第６款を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第56号第１表中歳出第８款を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  次に、議第56号第１表中歳出第９款を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「防火水槽を撤去するとのことだが、

その防火水槽はなくとも大丈夫なのか」との問

いがあり、当局より「消防水利に関する基準に

基づき、半径140メートル以内に消火栓がある

ことから、問題なしという判断です」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第56号第２表を議題とし、当局の説

明を求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案を了とすることに決しました。 

  以上で総務産業分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○安孫子義徳委員長 次に、厚生文教分科会委員

長報告を求めます。野口厚生文教分科会委員長。 

  〔野口康一郎厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○野口康一郎厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申し上げます。 

  本分科会は、９月12日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第56号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出

第４款及び歳出第10款であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、議第56号令和７年度寒河江市一般会

計補正予算（第４号）第１表中歳出第２款の一

部を議題とし、当局の説明を求め、質疑に入り

ましたが、質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  次に、議第56号第１表中歳出第３款の一部を

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、議第56号第１表中歳出第４款を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「予防接種事業について、新型コロ

ナウイルスワクチン接種は何名を見込んでいる

のか」との問いがあり、当局より「昨年度は65

歳以上人口のうち接種率が約20％でした。その

ため、今年度も20％の接種率を見込み予算計上

しております」との答弁がありました。 

  委員より「新型コロナウイルスワクチン接種

の対象者への周知はどのように行うのか」との

問いがあり、当局より「新型コロナウイルスワ

クチン接種は65歳以上の方については定期接種

になりますので、市報に掲載することなどによ
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り広報いたします」との答弁がありました。 

  委員より「新型コロナウイルスワクチン接種

の助成額は幾らか。また、助成の方法はどのよ

うになるのか」との問いがあり、当局より「接

種については主治医にて受けていただくことに

なっておりますので、接種費用総額１万5,600

円のうち、自己負担分7,800円を除いた残りの

7,800円が助成額となり、医療機関から市へ請

求が来ることになっております」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第56号第１表中歳出第10款を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  以上で厚生文教分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○安孫子義徳委員長 日程第３、これより質疑・

討論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第56号令和７年度寒河江市一般会

計補正予算（第４号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告はいずれも

原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第56号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前１０時０９分 

 

○安孫子義徳委員長 以上をもって予算特別委員

会を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  安孫子 義 徳 


